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序文

この報告書は，東九州自動車道（末吉 re~国分 IC間）の建設

に伴って発掘調査された，高篠坂遺跡・永磯遺跡の発掘調在報告書

です。

高篠坂遺跡では縄文時代早期の士器が良好な状態で出土し，永磯

遺跡では縄文時代早期の落し穴群が多く検出され，当時の狩猟生活

の様子がうかがえます。

本書は，南九州に住んだ先人たちの歴史の一端を明らかにする貴

重な手がかりを提供するものと考えております。文化財の保護や学

術研究のための資料として活用していただければ幸いです。

終わりに，調在にあたりまして御協力いただいた H本道路公団九

朴l支社鹿児島工事事務所や関係者の方々ならびに地域の皆様に心か

ら感謝申し上げます。

平成15年3月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長井上明文



例ロ

1 この報告書は，東九州自動車道建設（末古 IC-国分 IC間）に伴う「高篠坂遺跡」，

「水磯遺跡」の発掘調介報告書である。

2 発掘調脊は日本道路公団九朴I支社鹿児島工事事務所の受託事業として，鹿児島県立埋

蔵文化財センターが担当した。

3 本書で用いたレベル数値はすべて海抜蒻である。

4 本書の遺物番号は遺跡ごとの通し番号とし，挿図・表・図版の番号と一致する。

5 発掘調壺については，高篠坂追跡は財部町教育委貝会，永磯遣跡は福山町教育委員会

の協力を得た。

6 発掘調在における実測及び写真撮影はそれぞれの調査担甘者が行った。

7 各追跡の執筆分担は次のとおりである。

高篠坂遺跡第 1・2章

第5章第 2節 2-(1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 吉井秀一郎

第3・4章

第5章第 1節，弟 2節1, 2-(2) 

第 6 章．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 山崎克之

永磯遺跡 第 1 章．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• 宇都俊一

第5章第 1・ 2節 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 馬籠 亮道

第2・3・4章

第5章 3・4節，第 7章．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．宕戸孝夫

8 本報告情に使用した出上遣物の写真撮影は鶴田静彦・福水修ーが行った。

9 各遺跡の石器の実測・製図については株式会社九朴l文化財研究所に委託した。

10 第 6章永磯遣跡の白然科学分析については株式会社パリノ・サーヴェイに依頓し，そ

の分析結果報告を掲載した。

11 各逍跡の出上遣物・図面・写真は県立埋蔵文化財センターで保管・活用し，一部は鹿

児島県上野原縄文の森展示館に展示してある。
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第 1章調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

H本道路公団九州支社鹿児島工事事務所は，東九小I・!自動車道（末吉 IC~国分 IC間）の建設を

計画し，事業区域内における埋蔵文化財の有無について，鹿児島県教育委員会に照会した。

これを受けて，鹿児島県教育委員会は日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所と協議を行い，鹿

児島県立埋蔵文化財センターが工事予定区域内を対象にして，埋蔵文化財の分布調壺を実施するこ

ととなった。分布調査は平成 6年10月と平成 7年 5月に実施した。

この結果，工事予定区域内に13か所の遺物散布地や確認調査の必要な地点の所在することが判明

した。そこで，再度協議を行い，平成 8年 4月から用地買収等の条件が整った区域を対象として順

次確認調介を実施することとなった。

高篠坂遺跡は，工事施工区域内の2,600可を対象にして平成 8年 7月23日から 8月22日にかけて

確認調究を実施した。

確認調査の結呆，本遺跡では第VlI層（明茶褐色上層）を中心に縄文時代早期の遺物包含層が存在

することが判明した。この結果をもとに，日本道路公団九1'1-1支社鹿児島工事事務所と鹿児島県教育

委員会は協議を行い緊急発掘調査が必要な5,520可について，鹿児島県立埋蔵文化財センターが発

掘調査を実施することとなった。発掘調在は平成10年10月 5Bから平成10年12月25Bまでの間と平

成11年 5月 6tfから平成11年 8月31Bまでの間に行った。

報告書作成は，平成14年に整理作業を行い，平成15年に刊行することとし，鹿児島県立埋蔵文化

財センターで，平成14年 4月 1日から 3月31日まで実施した。

第 2節調査の組織

平成10年度調査

事業主休者 H本道路公団九朴l支社鹿児島工事事務所

調壺主体者 鹿児島県教育委員会

企圃・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調在責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 吉永和人

調壺企画者 ク 次長兼総務課長 尾崎 進

'l 主任文化財主事兼調脊課長 戸崎勝洋

ク 課長補佐兼第一調壺係長 新東晃一

'l 主任文化財主事兼第二調企係長 立神 次郎

調査担当者 'l 文化財研究員 有馬孝一

ク 文化財研究員 西村喜一

事務担当者 'l 主 査 前屋敷裕徳

'l 主 査 政倉孝弘

'l 主 事 溜池佳子

平成11年度調在

調在責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 吉永和人
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事業主体者 H本道路公団九朴l支社鹿児島工事事務所

調在主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調在責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 吉永和人

調壺企画者 1/ 次長兼総務課長 黒木友幸

'l 主任文化財主事兼調査課長 戸崎勝洋

1/ 課長補佐兼第一調壺係長 新東晃一

，，， 主任文化財主事兼第二調壺係長立神 次郎

'l 主任文化財主事 長野奨ー

調介担当者 'l 文化財主事 濱崎一富

'l 文化財研究員 今村・敏照

事務担当者 ク 総務係長 有村 只ー
ク 主 事 溜池佳子

平成14年度報告書作成

事業主体者 日本道路公団九朴I支社鹿児島工事事務所

作成主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

作成責任者鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長 井上明文

作成企画者 'l 次長兼総務課長 田中文雄

'l 調 在課長 新東晃一

'l 課長補佐 立神次郎

1/ 主任文化財主事兼第二調査係長 禰榮 久志

'l 主任文化財主事 長野慎一

作成担当者 'l 文化財主事 吉井秀一郎

,,. 文化財研究員 山崎克之

事務担当者 1/ 総務係長 前田昭信

1/ 主 査 栗山和己

第 3節 調査の経過（日誌抄）

平成 8年 7月~8月

1トレンチから 4トレンチ周辺の地形を実測。 2トレンチと 3トレンチのN~Vlll層の遺物出

士状況を実測。 2トレンチのVIa~ Vlll層の遺物出士状況を実測。 1トレンチの西側断面を実測。

4トレンチの東側断面を実測。

平成10年10月

K-6区の北側土層断面を実測。 I-6・7区の北側士層断面を実測。 I・J-4区のVlll層

上面のコンタ図を作成し， XlII層の遺物出土状況を実測。 I・J-5・6区のVlll層上面のコンタ

図を作成。 I・J-4区のvm層上面コンタ及び，調介範囲・先行トレンチ位置図を作成。
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平成10年11月

G-7~9区のトレンチ北側土層断面図を作成。 I-3・4区の北側土層断面図の作成。

I -5区の北側土層断面図を作成。 I-5 , 6区の北側土層断面図を作成。 I・J-5区の

西側土層断面図の作成。 G•H-5~7 枢, VIII層上面のコンタ図を作成。 H-5•6•G-5

. 6区のVIII層上面のコンタ図を作成。 G-5区の西側土層断面図を作成。 H-5区の西側士層

断面図を作成。 G•H-5·6 区の Vl1層の遺物出土状況を実測。 G-3·4 区の北側上層断面

図を作成。 G-5 厄の北側上層断面図を作成。 G-5•612{の北側土層断面図を作成。 G-6

. 7区の北側士層断面図を作成。

平成10年12月

G•H-3·4 枢の VIII層 J:.面のコンタ図を作成。 G·H-4 区の Vl1 層の遺物出士状況を実測。

G-7 区の VII 層の 3 号集石を実測。 G-5•6 区の Vl1層の集石を実測。 G-4 似の VII層上面の

2 号集石を実測。 G•H-5~7 区の先行トレンチ内の遺物出上状況と，集hを実測。 G·H

-4区の別層の遺物出土状況を実測。

平成11年 5月

E•F-5·6 区の VI·VII層の遺物出士状況を実測。 E-5 区の 6 号集石を実測。 E•F-

5・6区の礫分布状況と， 6号集石を実測。

平成11年6月

E•F-5·6 区の VIII層上面の20cm コンタ図を作成。 E•F-4 区の VI層の礫と， Vl1 層の遺

物を実測。 D-4 区の東側土層断面図を作成。 D·E•F-4 区の20cm コンタ図を作成し'VII

層の礫を実測。 D・E・F-4・5区の 5号集石位置図と， 20cmコンタ図を作成し，遺物・礫

の出t状況を実測。

平成11年7月

E·F-5·6 区， C•D-5 区の VI~ VII層の遺物と，礫の出土状況を実測。 E•F-6 区，

遺物の出士状況を実測。 C•D-5·6 区のVI~VII層の遺物及び礫の出士状況を実測。 C・D

・E-6・7区のVI~VII層の遺物及び礫の出土状況を実測。 C・D-7・8区のVIII層上面の20

cm コンタ図を作成。 C•D-7·8 区の遺物と，礫の出土状況を実測。 14·15号集石の位置図

を作成。 C-8区の15号集石を実測。 D-7区の14号集石の実測図を作成。 D-6区の13号集

石を実測。 E•F-7·8 区の VI~ VII層の遺物と，礫の出土状況を実測。 E•F-7·8 区の

20cm コンタ図を作成。 C·D-6 区， E-6 区の礫の出士状況を実測。 C•D-6 厄の遺物の

出土状況を実測。

平成11年8月

C-6区のVII層の16号集石を実測o C -6区のVIII層上面の20cmコンタ図， 12・16号集石の位

置図の作成と，礫の出上状況を実測。 E•F-7·8 区の 8 号集石と 'VIII層上面の礫を実測。

E•F-5·6 屁と IX~罰層の確認トレンチ位置図を作成。 D-9·10区の南壁士層断面を実

測。 E·F•G-4~7 区の礫の出士状況を実測。 C~E-9·10区の遺物，礫出土状況の実

測図を作成し， 17~21号集石の実測図と位置図を作成。 D-10区の21号集石を実測。 D-9・

10枢の19号集石を実測。 D-9・10区の20け集石を実測。 E・F-7・8区の 8号集石を実測。

D•E-9 区の18号集石を実測。撤収し調在を終了。
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第 2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

財部町は，鹿児島県北東部の曽於郡の北端にあり，宮崎県との県境に位置している。北と東は宮

崎県都城市に，囲は始良郡霧島町・国分市・始良郡福山町，南は曽於郡末吉町に面している。地勢

的には鹿児島県と宮崎県に広がる霧島連山と，宮崎県日南地方の鰐塚山地に囲まれた都城盆地の西

部に属している。

町の西部には，瓶嚢山，白鹿岳，陣ヶ岡等の山地が南北に連なり，中央部や東部の台地は火山灰

台地である。全体的に都城盆地中心部の東方へ向かい傾斜しており，それぞれの台地間を横市川や

溝ノロ川が沖積低地を形成しつつ，都城盆地へ流れ込み，大淀川と合流する。

霧島火山群の東南麓に位骰する高篠坂遣跡は，曽於郡財部町南俣字高篠坂の標高約310mの北に

延びる幅約70mの台地上に立地している。東西は深い谷になっており，北と東の約 1kmの地点に小

さな川が流れている。現況は山林である。

財部町には，町のやや北部に JR九朴1日慨本線が通り，大隅大川原駅・北俣駅・財部駅の三駅が

ある。この鉄道とほぼ並行して，県道 2号都城・隼人線が通り，南部で末吉町を通る国道10号線に

接している。このように，国分市や霧島方面から都城方面へ向かう交通の要所となっている。

また，町の中心部から都城市街地まで約 8kmと非常に近い位置にある関係上，経済・文化・社会

的な面において都城市の影響を受けている。

第 2節歴史的環境
たからのひまつりへ

I財部」の名の起源については， 日光神社に関連する古代「財日奉綿」によるとする説がある。

財口奉部は大和政権の勢力がおよぶ数箇所に，日祀りに適した処を選び，太陽1言仰に基づく「1::1祀

り」の祭祀や，日迎えを行っていた。財日奉部の「財部」に由来する地名は，国内に幾つかあった

が，現在まで残っているのは財部だけで，最も古い地名の一つである。「日祀り」は， H光神社や

白鹿岳辺りで行われたのではないかと考えられ，現在も日光神社に引き継がれている。

明治22年に町村制が実施され，従来の財部郷を財部村と改称し，従来の三つの村，南俣・北俣．

下財部の名称は改められ大字となった。大正15年の町制施行にともない財部町となり，現在にい

たっている。

財部町内では，昭和58年に鹿児島県教育委員会が実施した大隅地区埋蔵文化財分布調介により，

多くの遺跡が確認された。その後も農政関係の分布調査などにより遺跡の数は増加しつつある。

昭和61年には長十塚遺跡（財部城ヶ尾遺跡）と石仏段遺跡の確認調査が行われ，縄文時代晩期や

古代の遺物が出士している。長十塚遺跡は東九1+1自動車道建設にともなう調在も行われ，同様の時

期の遺物・遣構が確認された。昭和62年には横尾遣跡・横尾[II遺跡・中崎上遺跡の確認調壺が行わ

れている。横尾遺跡からは縄文時代早期の土器や石鏃等が出土し，中崎上遺跡からは縄文時代早期

の押型文土器・撚糸文土器・完形に復元できる塞ノ神式士器，前期の曾畑式土器，中期の阿高式系

土器，後期の岩崎上層式系士器等が出土している。昭和63年には中崎上遺跡の音仰の全面調壺が行

われ，縄文時代早期の貝殻文系円筒土器の中でも西之表市の下剥峯遺跡出土のものに類似する土器

が出土している。平成 5年には宮原遺跡・霧島迫A・B遺跡の確認調介が実施され，縄文時代早期

や晩期の遺物が出士している。
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平成 9年には西栗栖遺跡の確認調在が実施され，縄文時代早期や後・晩期の遺物が出tしている。

平成12年には田平下遺跡の発掘調査が行われている。また，東九朴l自動車道建設にともなう発掘調

査は平成 8年から12年にかけて実施され， 1日石器時代から古代までの各時期の遺物・遺構が確認さ

れている。

《参考文献〉

1 財部町教育委員会『財部町郷士史』

2 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(3~ 『九R田遺跡』 2002

3 財部町教育委員会『長十塚遺跡・石仏段遺跡』財部町埋蔵文化財発掘調介報告書(1) 1988 

4 財部町教育委員会『横尾遺跡・横尾山遺跡・中崎上遺跡』財部町埋蔵文化財発掘調査報告書(2) 1988 

5 財部町教育委員会「横尾遺跡』財部町埋蔵文化財発掘調査報告書(3) 1989 

6 財部町教育委員会『宮原遺跡・霧島迫A・B遺跡』財部町埋蔵文化財発掘調査報告書(4) 1994 

7 財部町教育委員会［西栗須遺跡』財部町埋蔵文化財発掘調査報告書(5) 1998 
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表 1 周辺遺跡一覧表(1)

番号 遺跡名 所 在 地 地形 時 代 遺 物 等 備考

1 小坂元A 福山町比曽木野小坂元 ］ I縄・古・歴 土器・成川式・土師器

2 新村 ク 'l 新村 台地 I縄（中） 岩崎式

3 前原 'l 1/ 前原 台地縄・古・歴 土器・成川式・土師器

4 城ヶ尾 ,, (, 城ヶ尾 台地旧・縄・古 ナイフ形石器・塞ノ神式・成川式 HlO, 11調査

Hl3年報告書
5 前原和田 ,, ，， 前原和田 台地 '1B・縄（早） ナイフ形石器・押型文

刊行

6 供養之元 ク• 1/ 供養之元 台地 Il縄・古 塞ノ神式・成）II式
H13年報告書
刊行

7 長谷 'l 'l 長谷 台地 弥 大型石斧

8 野谷下 ,, ク 野谷下 古・歴 成川式・土師器

， 永磯 ,; 

" 永磯 台地｝I旧・縄・歴 細石器・手向山式・土師器 H9, 10調壺

10 辰伴 福山町佳例川辰伴 台地'' 弥 上器

11 栗ノ脇 'l ヶ 栗ノ脇 縄 士器
i .. 

12 芹牟田 み9 ク 芹牟田 麗 土器

13 赤松段 ,, ，， 赤松段 縄 上器

14 山神段 ク ，， 山神段 歴 土師器

15 •本松 ，， ク •本松 台地 縄（中・後） I~iiJ高式・岩崎上層式・指宿式 HlO調査

16 花建原 'l 下牧之）見花建）泉 ＇須恵器

17 黒棚城棚 財部町南俣犬十馬場

18 花平陣跡 'l ，，， 丸鶴城ヶ原

19 黒棚 ク 北俣黒棚 台地 縄 （早）・歴 押型文・磨製石斧• 土師器

20 松峯 ~ '，松峯 台地 歴 内黒士師器

21 下戸越 'l ，，下戸越 台地 歴 七師器
i 

22 柳ノロ // ク柳ノ LI 台地 縄（前・中・後）＇轟式・春日式・阿高式・指宿式・石鏃

！ 

23 古井後ヶ谷 ，，， ク古井後ヶ谷 台地 縄

24 西原 ，， ク西原 台地 縄（早）・歴 押型文・土師器

25 古井下原 ク・ ク古井下原 台地 歴 十師器

26 宮後 ~ ク宮後 台地 歴 土師器

27 霧島迫B "' ，，霧島迫 台地 歴

28 田代ノ上 ク 南俣rn代ノ上 台地 縄・歴 t師器・須恵器

＇ 
十・

29 久保谷 /, ，，久保谷 台地 歴 土師器

30 八ヶ代上 ，， ク八ヶ代t 台地 縄（早・後）・歴 前平式・上師器

31 高篠坂 ,, ，，高篠坂 台地 縄（早） 前平式・手向山式 本報告書

32 高篠 /,, ク ，均皇•fe1凍fe 台地 古代 土師器・須恵器 Hll-12調査

33 大迫A ，， ク大迫 台地 縄（早• 前） 轟式・黒曜石

34 炭山谷 ク ク井牧ヶ平俣迫 台地 縄・歴 石斧・ 士師器

35 炭山 ，，， ，，炭山 台地 縄 （後）・歴 指宿式・上師器
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表 1 周辺遺跡一覧表(2)

番号 遺跡名 所 在 地 1地形 時 代 遺 物 等 備考

36 大迫B 財部町南俣大迫 台地 歴 土師器

37 片蓋前 ク ヶ 片蓋前 台地 縄（旱• 前） 押型文・ 塞ノ神B式・チャート

38 九菱岡 'l ク・ 九養岡 台地 !Fl . 縄・歴 二稜尖頭器・手向山式・上師器 H 11調介

39 馬立 ク ク馬立 台地 歴（奈良） t師器・須恵器

40 石仏段 /,, ，，， 石仏段 台地 縄 （晩）・歴 黒色磨研上器・土師器 S 61調在
- -

41 長十塚（城ヶ尾） 'l ク 長十塚 台地 縄・歴 土器・石鏃・上師器・須恵悩・土錘 S 61調査

42 踊場 ケ ヶ踊場 台地 縄 （早）・歴 塞ノ神式・上師器・須恵器 H12調在

43 王ヶ平 ,, ク 王ヶ平 台地 歴 士師器・須恵器

44 九日田 'l ，， 九日田 台地 縄（早・後）・歴 石坂式・黒川式・上師器
Hl3年報店書
刊行

45 耳取 /,, ク・ 耳取 台地 旧・縄・歴 ナイフ形石器・吉田式・土師器・礫群 Hll, 12調杏
... . 

46 前山 2 ク ，， 前山 台地 縄 （晩）・歴 黒色磨研土器・土帥器

47 前山 1 ク ク前山 台地 歴 土師器

48 芭蕉ヶ追 2 ケ ク 芭蕉ヶ迫 台地 縄・歴 石皿・敲石・士師器

49 芭蕉ヶ迫 l ク ク 芭蕉ヶ迫 台地 縄・歴 1土器・土師器

50 中野 'l ，， 中野 台地 歴 I 土師器・禎恵器

51 長田 ク ，， 長田 台地 縄・歴 土器・ 士師器
'-

52 梅田 1/ ク梅田 台地 縄・歴 上器・土師器
~ ~ 

53 荷床 2 <, ヶ荷床 台地 歴 土師器

54 八畝 ，， ヶ八畝 台地 縄・歴 t器.-]: 師器

55 荷床 1 ，， 
'， 荷床 台地 歴 土師器

56 野カ ，， ク野方 台地 縄・歴 上器・土帥器・内黒土師格

57 桐木 末占町諏訪方桐木 台地 旧・縄・歴 ナイフ形石器・船元式・土師器 H9~11調査

58 桐木B ，，， ク ク 台地 1日・縄・歴 塞ノ神式・深浦式・土師器・仕居遺構 H 12, 13調杏

59 閃山西 'l ク 関山西 台地 縄・弥・中世 十器・十師器・須恵器 H13調査

60 関山 ク ，，， 関山 台地 縄 土器 Hl3調杏
！ 

61 通山日II路 ク 深川五位塚通山上川路 台地 縄（晩）・中世 i夜臼式 S 59調査
'--

62 真方人口 ク ,, 真方人口 台地 縄（前・晩） 轟式 S 59調在

63 巾牛牧 ,,_ 
" 巾牛牧 台地 縄（晩）・古代 土師器 S 61調査

64 楠木岡c ,, ク 楠木岡 台地 縄（晩）・古代 士師器 S 61調壺

65 楠木岡B 'l ヶ 楠木岡 台地，＇縄（晩）・古代 上師器 S 61調杏

66 楠木岡A ，， ク 楠木岡 台地 縄（晩）・古代 士帥器 S 61調介

67 臼杵 & ，， 臼杵 台地

68 下ノ窪 ，， ク 五位塚ドノ窪 台地 縄（晩）・古代 入佐式 ・_-t師器

69 四枝道 ,, 
'l 四枝道 台地 縄（晩）・古代 上師器 S61調杏

70 仮牧 ，， ク 五位塚仮牧 台地 古代 f-師器・須恵器 I S 60iJ前在

71 五位塚渡り下 'l ク 五位塚渡り下 台地 縄（早） 山形押型文 S60調査
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第 1図
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第 3図 調査区と周辺の地形図
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第 3章 遺跡の層位

本遺跡の基本層序及び遺物剋含層・年代・文化との関係は下図のとおりである。各層は，霧島山

系を噴出源とする火,,,堆積物，喜界カルデラの火,1,堆積物，桜島の火III堆積物，シラス等をはじめ

良好な状態で堆積している。遺跡の標準土層は E-6区の北側を基準とした。

I I T .... 
H日1匂こ4

黄白色軽石層

J..層

II層

表土

p -3' 文明ボラ (1, 471年頃の桜島の噴出

[f~\;1;il~ 均w~~〗亨．を‘ビ：翌1

IVa 
....''.. "" .. 

: : : : ：: ： : ： :::::::::::::::::::::::::::;:::::::::::::::;: 
・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・・・ ．． 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ... •.•:-:•:•:•:•:-:-:-:-:•: 
: : ： : ::fv8:•:•··················•:•:·:•:•:•:•:•:•:•:· 
: : ：： : ：： : ： : ： :::::::::::::/::::::::::::::::::::::::: 
: ·:·:•:•:·:·:•:•:•:•:•:•:·:•:•:•:•:•:::::::::::::::::: 

Va 

III層

Na層

IVb層

Va層

.... ・;・ ふ

a 
Vb層

VI a層

VIb層

物）

黒色土

黄褐色土

黄褐色細粒混硬質上

暗橙色土

約6,500年前の喜界カルデラ起源の火山灰

黄褐色軽石混淡茶褐色士層 縄文時代吊期の包含層

黄褐色軽石層 p -11, 約7,400年前の桜島起源の軽石

橙色火山灰

IVb層の腐植土

御池軽石（約4,200年前の霧島御池の噴出

物）下部に軽石が多い。

Vb層の腐植土

VII 

軋層 明茶褐色士
VIII 

『斎ぷ怒筐誓飩}i}で:応竺守:.:;;:•.:·:(·:c•····,,;娑咤：•.;:-,::·.:.:-':::,:ス：
.. , ... , 如~極；：•:··•::.C''V.·,,,.. :.,:•·,::.:;< 

x
 
XI 

XII 
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第 4図 土層柱状図
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第 4章確認調査

遺跡の現状は山林であるが，植林された杉を伐採・除去すると転用前の畑地が復元された。確認

調査はそれらの地形等を考慮して任意に幅2.5 X長さ 5~6mのトレンチを 5か所設定し，約 1か

月間の調壺を実施した（調企面積65rrlり。

十層の堆積状況は 1トレンチから 3トレンチについては各層とも良好である。ただし，湿，別層

は混在しており明確ではない。（このことは本調査時にも調沓区全体において1司様の傾向がみられ

た。） 4トレンチを設定した地点は耕作のため低くなり， VI層から上部は削平されていた。 5トレ

ンチを設定した地点は表土直下が軋層となっており，以前は標高が高かったと息われる。

遺構・遺物の出士状況は， 2トレンチでVIa, W層から石鏃や剥片，集石遺構（集石 7号）が 1

基検出された。 3トレンチでは，軋層から剥片・チップが出土している。

この調壺結果をもとに，工事対象区域の5,520rrl'を平成10・11年度に本調介 (10mx 10mのグ

リッドを設定）を実施した。

'1-
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第 6図 確認トレンチ土層断面図，確認トレンチ・下層確認トレンチ位置図
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第 5章本調査

第 1節調査の概要

平成10,11年度にわたり，確認調査により遺構・遺物が確認されたVIa・VII層を中心に実施され

た。調脊屁の設定は，日本道路公団により設置されたセンター杭「STA36+80」と「 STA37」

を結ぶ直線を基準とする10mx 10mのグリットを設定し，北から南へA, B, C・ ・ ・ とし，西か

ら東へ 1, 2, 3・ ・ ・ とした。なお，平成10年度には下層確認トレンチ (16頁の第 6図を参照）

を設定し調査を行い， G-5区のX,XIII, XVI層で黒曜石やチャートのチップが数点出士したが，こ

れらは流人物と判断し旧石器時代の文化層は存在しないと判断した。

また，確認調在では遺物位含層はVII層のみであったが， VIa層からもかなりの遺物が出土してお

り但含層と判断した。よって，本遺跡の遺物位含層は縄文時代早期となる。

第 2節縄文時代早期の調査

平成 8,10, 11年度の調介においてVla・Vil層を主体に縄文時代吊期の遺構・遺物が発見された。

V11層で集石遺構21基が検出され， VIa・Vil・VIII層では土器140点，石鏃13点，石鏃未製品 3点，石

斧1点， 1-l.匙 1点，石核 3点，敲石 9点，磨石 4点，石1III.2点が出士した。上器片の出土量は少最

だが，接合可能で個体を構成するものが大部分を占めていることが特徴と言えよう。本遺跡の場合，

遺構・遺物とも一定の範囲にまとまっている傾向がみられ，調査区全体には分布していない。

1 遺構

(1) 集石（第 8---:-18図）

縄文時代早期の層に相当する Vl1層で集石遺構が21基検出されている。全体的に礫数が少なく分散

したものが多い。そのため，礫の散在とレベル差が著しい 9, 12号は図化をせず文章のみの記載と

した。礫は大半が赤化しており，加熱されたことがうかがえるが，明確な焼士痕，炭化物はみられ

なかった。検出区は調在区域の北側，北東方向に伸びる舌状台地先端部にあたる C~G-4~10区

の海抜306.50~310. 20mの尾根から傾斜した地点である。遺物の出土量も最も多い地区である。

3 4 5 6 7 8 ， 10 11 

I、、ヤ

c~ 

D 

E 

F 

G 

I ¥ I IL乙~\ j~\ J ((I IL ↓ l 
10m 

第 7図 VII層集石検出位置図，渭層上面地形図
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1号集石（第 8図）

G -5区， VII層で検出された。 10cm前後の礫が密集している。礫数は少ないが形状がしっかりと

している。砂岩・安山岩を使用しており，石llil片を含んでいる。

2号集石（第 8図）

G-4区， VII層で検出された。 10cm未満の礫が多く，絶対高の高い地点から低い地点へ流れたよ

うな状態で検出された。

3号集石（第 9図）

G-7区， VII層で検出された。明確な密集部分は無いが，周辺に散在する礫に比較して集石とし

ての形状がうかがえる。同じ散石内に 4号が検出されている。

4号集石（第 9図）

G-7区， VII層の 3号集石から南に130cm離れた地点で検出された。最大径53cm,深さ 8cm, 1fil 

状の掘り込みがみられるが礫自体は掘り込みの周縁部で検出されている。周辺には礫が散在してい

るが，検出地点より絶対高が低い地点により多くみられるため， 3, 4号集石のものが流れ込んだ

ものと考えられる。

5号集石（第10図）

E -5区， VII層で検出された。中心部に大型の礫が集中し，これを取り囲むように中型の礫が配

置されている。周辺には小型の礫が散在している。深さ 7cm, 最大径63cmの1fil状の掘り込みがみら

れる。礫の集中部分及び周辺には，吉田式士器が共伴している。また，炭化物の集中もみられ，そ

の度合いにより実測図上で範囲を明示した。

6号集石（第10図）

E-5区， VII層で検出された。礫数が少なくまとまりに欠ける。使用されている花岡岩，安山岩，

凝灰岩はほほ同じ大きさで10cm前後である。加熱によるものか，赤化しているものが目吃つ。周辺

に礫が散在しているが距離的にも離れている。斜面を流れたものと考えられる。

7号集-0・(第10図）

F-7区'VII層で検出された。礫は比較的多いが密集部分がくずれてしまい，散在した状態であ

る。ほぽ全で焼成を受けており，破砕している礫も若干みられる。

8号集石（第11図）

E・F-7区, VII層で検出された。 350個からの礫で構成される。礫間の密着が無く，散石した状

態と考えられる。礫のレベルにもばらつきがみられる。明確な集中部は無いがある程度のまとまり

とみなせる部分が 3か所ある。

9号集石（実測図省略）

F-7区， VII層で検出された。礫のレベル差にばらつきがみられ，明確な集中がみられない散石

状態であるため実測図の記載は省略した。

10号集石（第12図）

F-8区， VII層で検出された。数は少ないが比較的大きな礫で構成されている。中心部に礫が無

く，それを囲むように礫が検出されている。焼成を受け赤色化した礫もみられる。
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11号集石（第12図）

D-5区， Vl1層で検出された。礫数は少なく，密集部分がくずれた状態である。安山岩，凝灰岩

の比較的大型の礫（鋭利な角の取れた角礫）で構成されている。赤化，黒色化している凝灰岩が多

いが，付近に明確な炭化物は無い。

12号集石（実測図省略）

C-6区， Vl1層で検出された。比較的大きめの礫が使用されているが，まとまりがなく散石状態

である。礫のレベル差にもばらつきがみられるため実測図の記載は省略した。

13号集石（第12図）

D-6区， Vil層で検出された。礫数も少なく散在している。安山岩，凝灰岩，粘板岩の小型の円

礫（角の取れた角礫を含む）が中．体である。周辺に明確な炭化物の集中はみられない。

14号集石（第13図）

D-7区， Vil層で検出された。礫数も少なく散在している。安山岩や凝灰岩の円礫（角の丸く

なった角礫）が大半である。ほとんど火を受けているが，極端な赤化，黒色化はみられず，破砕礫

も少ない。周辺に炭化物もほとんどみられない。

15号集石（第13図）

C-8区， Vl1層上面で検出された。安定した地面に設定されている。礫数はきわめて少ないがま

とまった状態である。すべての礫が頁状に割れる凝灰岩で構成される。すべて火を受けているが，

付近に明確な炭化物の痕跡がみられない。

16号集石（第14図）

C-6区， Vl1層で検出された。礫数は多いがまとまりがなく，広範囲（長軸 4m, 短軸3.5m) 

にわたり礫が散在している。焼成は受けているが破砕礫は 2点のみである。緩やかな傾斜地にある

ため礫のレベル差が50cmある。

17号集石（第13図）

F-9区， Vl1層で検出された。安定した地面に設定されている。礫数も少なく，まとまりに欠け

ている。

18号集石（第15図）

E-9区， Vl1層で検出された。礫数は多いが密集部がなく，こぶし大の礫が広い範囲に散在して

いる。浮遊礫，焼成による破砕のためか小礫が多い。

19号集石（第16図）

D-9区， Vl1層で検出された。礫数は88個と多く， 8 cm前後のこぶし大の礫が中心である。礫間

の密着性は無いが，大別して 2か所の散石部分が確認できる。

20号集石（第17図）

D -9・10区， Vl1層で検出された。礫数は123個と多いが，明確な集中部は無く散石状態である。

21号集石（第18図）

D -10区， VII層で検出された。こぶし大の礫が広い範囲に散在している。中心部から離れた地点

で,ti・Jillもしくは台石と思われる大型礫が 1点ある。
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表 2 VII層検出集石観察表

挿囮番号 遺構名 検出区 長さ (m) 幅(m) 礫数 石 材 備 考

1号集石 G -5 0,97 0,80 16 砂岩，安山岩 石皿片を含んでいる。
8 

2号染石 G -4 0.87 0.88 36 砂岩，安山岩 礫数も少なくまとまりにかける。

3号集石 G -7 0.72 1 0.63 25 砂岩，安山岩 4号に隣接し，周辺に散石がある。， 
4号集石 G -7 1.02 0.64 , 34 砂岩，安山岩 周辺に散石あり。深さ Sc皿の掘り込みあり。炭化物あり，

5号娯h E -5 0.67 0.66 44 砂岩，安山岩 深さ 7cmの掘り込みあり。

10 6号集石 E -5 1.08 0.86 10 花岡岩，砂岩，安山岩 礫数も少なくまとまりにかける。

7号集石 F-7 1.90 1.72 46 花箇岩，砂岩，安山岩，凝灰岩 ほぼ仝ての礫が焼成を受け，破砕している物もある。

11 8号集石 E, F-7 7.82 5.80 341 花尚岩，砂岩，安山岩，凝灰岩 礫数はきわめて多いがまとまりに欠ける。

/ 9号焦石 F-7 3.09 2.21 92 砂岩，安山岩 礫数も少なくレベル差も一定しないため実測図は掲載せず。
.~. 

10号集石 F-8 0.85 0.69 35 砂岩，安山岩 ある程枇1J)まとまりがみられるが中心紐に礫が艇い。
12 

11号集石 D-5 0.52 0.37 11 安山岩，凝灰岩 焼成を受げているが周辺に明確な炭化物の集中は無い。

/ 12号集石 C -6 2 95 2.56 50 砂岩，安山岩 礫数も少なくレベル差も一定しないため実測国は掲載せず。

12 13号集石 D-6 1.22 0.60 10 安山岩，凝灰岩，粘板岩 周辺に明確な炭化物の集中は無い。

14号集伍 D-7 2.03 1.44 13 安山岩，凝灰岩，粘板岩 周辺に明確な炭化物の集中は無い。
13 

15号集石 C -8 0.54 0.27 8 凝灰岩 周辺に明確な炭化物の集中は無い。

14 16号集石 1C -6 4.00 3.44 68 砂岩，安山岩 焼成を受けているが，破砕礫は2点のみ。

13 17号集石 F-9 0 98 0.65 31 砂岩，安山岩 礫数も少なくまとまりに欠ける。

15 18号集石 E -9 2.82 2.03 54 砂岩，安山岩 浮遊礫，及び焼成による破砕礫が多い。

19号集石 ＇ 砂岩，安山岩 礫間の密集性は無いが， 2か所の散石部分が確認できる。16 D-9 3.74 2.94 88 

17 20号集h D -9・10 3.68 3.70 123 砂岩，安山岩 明確な礫の密集が無い。

18 21号集石 D-10 3.20 2.47 43 砂岩，安山岩 明確な礫の密集が無い。
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2 遺物

(1) 土器

本遺跡の遺物は，以下のとおり，形状により I~N類に分類した。さらに各類で文様等の違いに

より細分した。出士層は縄文時代早期に相当する VIa層と VIl層である。

ア I-A類土器（第19図 1・2)

1と2は同一個体と考えられる。口唇端部は木口状工具により深い刻み目文が施され，結果正面

観が小波状を呈する。口縁部は貝殻刺突線文が 2条施され，口唇部断面は内面に傾斜している。内

面はT寧なナデ調整が施されており，焼成は良好である。口縁部は 6mmの厚さだが，胴部にかけ10

mmと厚さを増す。

イ I -B類土器（第20図3,....,,5)

3~6は同一個体と考えられる。口唇部は若干内面に傾斜しており，口縁部の外面には，ヘラも

しくは貝殻による浅い刻み目文が施してあるが，摩滅がはげしい。口縁部上位には縦位の連続した

貝殻刺突文が施され，下位には 1条の横位の貝殻刺突線文が施されている。胴部には横位から斜位

の浅い条痕が刻まれている。内面はナデ調整が施されたのち，木口状工具を用いて調整したと思わ

れる浅い条痕がのこる。底部接地面はT寧なナデ調整が施され，内面には，接地面と器壁部との接

合のために施された放射線状凹線がのこる。器煎の原さは，口縁部が 9mmであるが，胴部にかけ11

mm と厚さを培し，底部は12mmの厚さがある。胎士には石英・長石・角閃石• 砂粒が含まれており，

焼成は良好である。

O 5cm 
I I I I I I 

第19図 l―A類土器

□ 3 

門4 
5
 

0 5cm 
t I I I I I 

第20図 1-B類土器
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ウ II-A類土器（第21図7)

7 は H-4•5 区， F-5 区の VII層から出土した。器墜は 5 mmと全体的に悪い。 3mm程の狭い口

唇部の平坦面には，縦方向のヘラ刻みが密に規則的に施され，口縁端部は緩やかに外収している。

器面は横方向に整形された後，口唇部直下の口縁部に，並行した横位 4条の貝殻刺突線文と胴部

に縦位の貝殻刺突線文が施される。その 2種類の文様の間に楔形突帝が 2段貼り付け，めぐらされ

ている。この楔形突幣は全長が比較的均ー化されており， 1段目が最長28mm, 最短25mm, 2段目は最

長28.5mm, 最短が27mmほどであるが突帯間の間隔は 8~12mmと広い。楔形突帯の頂部と側縁はヘラ

で鋭く刻み込まれ，側縁に添い両側には連続した刺突点が施されている。内面はナデ調賂が施され

ており，焼成は良好である。

エ II -B類土器（第22図8,..._,18) 

8 は E-3•4·5 区， F-4•5·6 区の VII層から出土した。口唇部の平坦面は縦方向のヘラ

刻みが規則的に施され，口縁端部は緩やかに外反している。口唇部直下の口縁部には横方向の貝殻

刺突線文が 2条施され，その下位に楔形突帯が 2段貼り付けられ，めぐらされている。楔形突帯の

上部はヘラで深く刻み込まれ，側縁に添い両側には連続した細密な刺突点が施されている。胴部に

は，貝殻腹縁部をもちいて，押引文が施されている。内面はT寧なナデ調整が施され，焼成は良好

である。胎土には金雲屏・角閃石• 長石が含まれている。

9・10は口唇部の平坦面に斜位のヘラ刻みが密に規則的に施され，口縁端部は緩やかに外反して

いる。口唇部直下の口縁部に，並行した横位 2条の貝殻刺突線文が施されている。

さらに，貝殻刺突線文の下位から，縦位に楔形の突帯が貼り付けられ，楔形突伯の上位はヘラで

深く刻み込まれ，，側縁に添い両側には連続した細密な刺突点が施されている。 10の楔形突帯間に未

貰通であるが 1か所の穿孔がある c 穿孔は外面と内面ともに，鋭利な木口状工具を用いて縦方向に

繰り返し削られている。内面はT寧なナデ調整が施されており，焼成は良好である。胎士には金雲

屈•長石が含まれている。

11~18は同個体と思われる。口縁部には楔形突帯が貼り付けられている。楔形突帯の上位はヘ

ラで深く刻み込まれ，側縁に添い両側には連続した細密な刺突点が施されている。口縁部が欠落し

ているためヘラの刺突具合が上方から観察できる。胴部には，上部に11条（部分的には10条）の横

位の連続した貝殻刺突線文が施された後，横位の押引文が施されている。 12の楔形突帯間に未貰通

ではあるが 1か所の穿孔があり，外面から鋭利な木「1状工具を用いて縦方向に繰り返し削られてい

る。内面はJ寧なナデ調整が施されており，焼成は良好である。胎土には石英・金雲母・角閃石・

長石が含まれている。

オ II-C類土器（第23図19)

19はF-5区 ・F-6区のVII層， G-6区のVII層から出土した。口唇部の平坦面に斜位のヘラ刻

みが密に規則的に施されている。口唇部直下の口縁部には並行した横位 2条の貝殻刺突線文が施さ

れ，その下位には楔形突帯が 1段貼り付けられ，めぐらされている。 II-A類土器や II-B類土器

とは異なり，楔形突帯側縁に添う，連続した刺突点は施されていない。口縁部の突骨間に， 2か所

の貰通した穿孔がある。 1か所は外面と内面ともに，鋭利な木口状工具を用いて縦方向に繰り返し

削られ，別の 1か所は外面から鋭利な木口状工具を用いて縦方向に繰り返し削り，途中からエ具を
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厠転させ，あけられている。楔形突帯の側縁には貼り付け後のナデ調整痕がのこる。胴部には横と

斜め方向に貝殻条痕文が施され，内面はヘラケズリの後，なでて仕上げられている。胎士には石

英・角閃石•長石が含まれている。

20はE-4・5区， E・F-5区， F・G-6区のVll層から出土した。口唇部の平坦面に斜位の

ヘラ刻みが密に規則的に施されている。口唇部直下の口縁部に，並行した横位 2条の貝殻刺突線文

が施され，口縁部から胴部にかけて，斜め方向に貝殻条痕文が施されている。 2条Hの貝殻刺突線

文と重ねて， 1段Hの楔形突帯が貼り付けられ，その楔形突帯と重ねつつ， 2段目の突帯が貼り付

けられ，めぐらされている。内面はヘラケズリの後，なでて仕上げられている。胎土には，石英・

角閃石•長石が含まれている。

21は横方向の貝殻条痕文を施した後，角が丸い楔形突帯が 3段貼り付けられているが，剥離して

いる部分もある。

22~24は胴部と考えられる。斜め方向に貝殻条痕文が施されている。

25は胴部が残る底部である。胴部には横方向に貝殻条痕文が施され，底部には縦方向のヘラ刻み

が規則的に施され，内面と接地面ともに丁寧にヘラでなでられている。焼成は良好である。

ヵ m類土器（第24図26)

26は口縁部にかけてゆるやかに外反している。 2個の瘤状突起の上部に山形隆起部をもち，瘤間

の中央部も隆起した，ゆるやかな波状口縁を形成すると思われる。口唇部は無文で丸みをもって終

わる。胴部全体は，調整された器面に綾杉状の貝殻条痕文が施される。底部と胴部は屈曲部を指で

横方向にまわす手法を用いて接着されている。胎土には石英・角閃石・長石が含まれ，焼成は良好

である。

キ W類土器（第25図27~30)

27~30の器煎は 6mmと薄い。底部と口縁部が欠損しているが，器形は屈曲下部が若干膨らみつつ，

胴部で「く」の字状に屈曲し，屈曲上部はゆるやかに内傾したのち大きく外反し，口縁部に向かい

さらに沈線

0 5cm 
I'I  I三

第24図 III類土器
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文を重ねてある。一方，屈曲ド部は楕円形押型文を施してある。屈曲部には突帯がめぐらされ，ヘ

ラを用いて刻み目文が施されている。内面は丁寧になでられ，焼成は良好である。胎土には角閃

石•長石が含まれている。

ヽ

）
 

9
.
”
芦
岱
〗
・
つ
t

.
 

• 
3
 

0 5cm 
I I I I I 

第25図 w類土器
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表 3 ¥i1a. VIl層出土土器観察表

登録
1 

挿悩番号器種 出七区層位部位
胎土 文様器血調整等

焼成色調番号 状態石炎長打角閃右金雲母その他 内面 外 血

深鉢形l器 I184 F6 I VII 口緑刷細粒多1 

19~ 

： 
17唇端部は木n状 r:具で刻む。「）唇部断

〇 良 黄褐色ナデ 1面は内面に傾斜している口緑部に貝殻

248 F 5 VII 
2 I深鉢形土器 "" 

戸
" Ii菜鉢形十器 59 I G4 I VII I底部 砂粒多 IO C O 

20 I I i 61 I G4 VII 

62 G4 ¥n 

6 I深鉢形土器153 G4 vll 口縁部
砂粒多

゜゚ ゜
胴部

1 60 I G4 Vil 

58 G4 VII 

9 I深鉢形土器 I139 E5 VII 口縁部細粒多 I 10 

゜

101深鉢形土器 371 I E5 I VII 口縁部 I細粒多 I

゜
01 

111; 菜鉢形土器 238 I F 4 W 胴口縁部部 細粒多 o] o o o 

173 Fn Vil 22 I 
12深鉢形土器

口緑部
胴部

細粒多

゜゚ ゜゚372 E, F5 ,~ 

叫深鉢形上器〗
F6 v1 I 

; 

F6 ¥D 
口縁部

細粒多 。
゜゚ ゜

胴部

183 FG ¥U 

14 深鉢形十点名 171 FG ＼『 朋部 細粒多

゜゚ ゜゚15 深鉢形 I:器 I204 F5 \> 朋部 細粒多

゜゚ ゜゚深鉢形土器 I， 161 
~ • 一＇ ， 

16 F 6 \1~fill部 細粒多

゜゚ ゜゚17 深鉢形上器 [179・175F6・F6 lHI胴部 細粒多

゜゚ ゜゚225 E4 -VII I ： 

250 E5 ,TI 1口緑部
18 Ii菜鉢形土器 w 胴部

細粒多

゜゚ ゜
0' 227 F4 

-—• 157 F6 'vT 
~. 

21 深鉢形土器 I191 G6 w U縁部 砂粒多

゜゚22 深鉢形土器 378 F5 VN 胴部 細粒多

゜゚ ゜23 I 23 深鉢形十器 191 G6 w 胴部 砂粒多

゜゚24; 深鉢形土器 212・135 F5・E5 ¥Hi 胴祁 砂粒多

゜25 深鉢形土器 197 F5 ,n 底部 砂粒多

゜゚ ゜27 I深鉢形t器 365 F? VIい屈凹上部 密

゜
し）

zs Ii采鉢形上器 350 G7 \~ 屈曲上部 密

＇ ゜゚' 

29深鉢形t器

339 
＇ 

密 'o o' 340 F7 \~ 枷1韻掴諮
25 I I 341 ， 

三

:,o I深鉢形土器□3竺43］ F7 VII 罰菰屈齢〖密 [o o 
344 
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刺突線文か 2条ありっ

良 黄褐色ナデロ唇端部は木口状エ！しで亥ljむ。口唇部断
面は内面に傾斜している。口緑部に貝殻

良 黄褐色ナデ刺突線文が 2条あり。

磁鉄鉱普通黄褐色ナデ横位から斜位の浅い条痕あり，」

＇普通黄褐色ナデ外l~lの摩滅が激しいQ

普通黄褐色ナデ
接地面はナデ調整J 底部内面に放射状凹
線。中央部は指押さえ。

口唇部は浅く刻むが摩滅が激しい,_11縁

普通 黄褐色 ナデ t位に具殻復線縁を縦位に辿続刺突。 ド位
に貝殻刺突 文。胴部に横位から斜位の
浅い条痕あり。

口唇部は斜方向に規則的にヘラで刻ま
れる。口唇音闘直下の［！縁部に柚位 2条の
貝殻刺突線文が施文される 11縁部に楔

良 I 暗褐色 I ナデ~ 形突帯が付けられる。突帝に添い縦位の
貝殻刺突文が施される c 楔の上位はヘラ
により横に深く刻まれ，突帯の問樅は密
である c

11唇部は斜方向に規則的にヘラで刻ま
れる Q 「1唇線部直ドの口縁部に横位 2条の
貝殻刺突 文が施文される c 口緑部に楔

良 暗褐色ナァーゞ形突帯か貼り付けられる Q 突骨に沿い縦
位の貝殻刺突文が施されるく、楔の卜位は
ヘラにより横に深く刻まれ，突帯の間隔
は密てある突冊間に未貫通の穿孔か l
箇所あり。

口縁部に楔形突帯が貼り付けられる□突
帯に添い縦位の貝投刺突文が施される

良灰褐色 ナデ楔の上位はヘラにより横に深く刻まれ．
突帯の問隔は密である。脂部に横位の貝
殻刺突線文が施される。

口緑部に楔形突幣が貼り付けられる 突
帯に派い縦位の貝殻刺突文が施される，

良 灰褐色 ナデ 楔の上位はヘラにより横に深く刻まれ，
突帯の間隔は密である。桐部に横位のU
殻刺突線文が施される。

口縁部に楔形突俯が貼り付けられる 突
幣に添い縦位の貝殻刺突文が施される。

良灰褐色ナデ 楔の上伶はヘラにより横に深く刻まれ，
突滞の間隔は密である胴部に横位のH
殻刺突線文と貝殻押引文が施される c

良 灰褐色 ナテ 貝殻押引文が施される C

良 灰褐色 ナデ 貝殻押引文が施される

良 灰褐色 ナデ 貝殻押引文が施される。

良 灰褐色 ナデ
横位の具殻刺突線文と貝殻押引文が施
される。

口縁部に楔形突帯が貼り付けられる。突
帯に添い縦位の貝殻刺突文か施される。
楔の上位はヘラにより横に深く刻まれ，

良 I灰褐色 ナデ
突帯の間隔は密である。胴部に横位の貝
殻刺突線文と貝殻押引文が施各れる,,突
怜間によ貰通の穿孔が］か所あり。

横位の貝殻条痕文を施した後，角が丸い普通 /, ナデ
楔形突帯を 3段貼り付けている。

背ー通 明褐色 ナデ 横位の貝殻条痕文

普通 黄褐色 ナデ 貝殻条痕

普通赤褐色 ナデ 貝殻条痕

磁炊鉱 良 赤褐色 ナデ 貝殻条痕

良 明褐色 ナデ 押型文を施した後に沈線文を重ねる

良 1明褐色 ナデ 押邸文を施した後に沈線文を重ねる

良 明褐色
屈曲下部は柑I邸文，屈曲上部は押型文をナデ
施した後に沈線文を重ねる"

I 

1 良 明褐色ナァ一ゃ肘曲下部は押刑文，屈曲上部は押児I文を
施した後に沈線文を成ねる-



(2) 石器

VI層で石鏃 4点，石鏃未製品 1点，敲石 1点， VI[層で石鏃 8点，石鏃未製品 2点，石斧 1点，石

匙 l点，石核 2点，敲石 9点，磨石 4点，石皿 2点，表土一括で石鏃 1点の計37点が出士した。石

材は黒曜石が大半を占め，わずかにチャート，頁岩が認められる。

13点の石鏃， 3点の石鏃未製品のうち13点が黒曜石を利用している。そこで肉眼による観察では

あるが，色調・透過度・不純物の打無と鼠・自然面の状態・風化等を基準に原産地分析を行った。

なお，各遺物の石材は本文中には示さず44頁の遺物観察表(2)に記載した。

黒曜石Aはアメ色で透明感があり不純物がほとんど無い。熊本，宮崎両県との県境，人口市桑ノ

木津留産に比定される。最も多く全体の 8割近くを占める。黒曜石Bは，淡墨黒色で半透明の良質

なガラス質で黒色の筋が入る。全体の 2割近くになる。大口市と宮崎県との県境で産出する。黒耀

石Cは透明感の無い黒色で不純物も無い県内樋脇町上牛鼻産に類似する。黒曜石Dは濃灰色で不透

明，光沢に乏しい。長崎県佐肌保市周辺淀姫系と思われる。黒曜石Eは気泡と不純物が混じる。県

内の大口市日東産と思われる。数的比率はC~Eを合わせても 1割に満たない。製品は少量で大半

がフレーク・チップである（ここでは99点のうち 7点を図化）。敲石，磨り石，石皿には砂岩，安

山岩が使川されているcD・E-5・6区で集中して出土している。

y:v'潤層の遺物については， X層以卜0 の卜州i確認調在で相当鼠の遣物が出士していないため但含

層とはみなさず，それぞれ 1点ずつの図化にとどめた。

ア打製石鏃（第26図31~43)

形状は基部が平基式，凹式でそれぞれ正已角形，二等辺三角形にちかいもの，小型のものから長

輻比の異なるものまであり，出士数は少鼠だが形状による分類が可能である。整形加工はT寧にな

されている。

石材は黒曜石が最も多く 12点，その他にチャート 3点，頁岩 1点である。出土レベルは311m前

後のものが多く， II類土器と共伴関係にあると思われる。

以上の点から基部をもとに I~III類に大別し，さらに形状により a~bに細分した。なお44頁の

観察表中の「+a」は欠損部分を表す。

I類...基部の袂りの無い平基式とし，形状により a~bに細分した。

I -a類・・・形状が正三角形に近いもの。 (31~34) 

31は先端部が欠損している。側縁は直線で三角形になると思われるが左右非対称である。両脚端

は鋭い。 32は先端部が欠損しており，両側縁は直線的で形状はやや左右非対称気味であるが，正三

角形になると思われる c 脚端は非常に鋭く，基部の扶りは無い。 33はほほ正三角形をなす形状であ

る。先端部は鋭く，側縁の片側に肩がみられ，その直下から脚部までが欠損している。腹面に礫皮

部分を残している。 34は基部の挟りが無く，両側縁も直線的である。

I -b 類・・•長幅の比率が異なるもの。 (35~38)

35は先端部は丸く，両側縁は内弯し，最大輻下端からさらに内弯する。基部は直線的で扶りは無

い。最大長と最大幅の比率が 2: 1あり縦長である。 36は先端部は丸く，両側縁は内弯する。一側

縁に欠損あり。 37は先端部が鈍く，側縁は直線的だが脚端でやや内弯気味になる。脚端は鋭角で，

基部の扶りは小さく浅い。脚部に欠損があり正確ではないが，形状は正三角形を成すと想定される。
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38は先端部は直線的であるが欠損の可能性も否定できない。両側縁は内弯し，脚端の一方が丸みを

帯びている。

11類・・・基部に僅かに浅い袂りをもち， I類とIII類の中間的な基部形状をもつものである。 (39)

39は先端部が欠損しており，両側縁は脚端でわずかに内弯し，丸みを帯びる縁と，脚端が直線的

で鋭い形状をなす緑とがある。扶りは浅い。側緑は直線でほほ二等辺三角形に等しい形状になると

思われるが左右非対称である。

III類は脚部の両端から明瞭に扶りを入れたものである。

III-a類・・・基部の袂りが深く形状が縦長のもの。 (40~42)

40は先端部と脚部に欠損がある。基部の扶りは深い。側縁は内弯し，脚端は鈍く扶りは深い。裏

面は両側縁とも素材剥離面が残されているが脚部にはT寧な剥離調整がなされている。 41は最大長

と最大幅の比率が 2: 1あり，縦長な形状のいわゆる長身鏃である。本遺跡出士の石鏃では最大で

ある。先端部は丸みを帯び両側縁は直線的で脚部がわずかに内弯し，脚部端は鋭角になる。基部の

扶りは半円状に浅く入る。 42は先端部が非常に鋭利で，両側縁は直線的で鋸歯状に細かい剥離加工

が行われている。脚部端が丸みを帯びる。基部はU字状の扶りが深い長脚鏃である。

IIl-b類・ ・・墓部の袂りが深く，長さに比較して幅が広いもの。 (43)

43は先端部は鈍く丸みを帝びており，両側縁から脚部にかけて内弯していく。脚端は丸みを帯び

ている。基部に深い扶りが入る。形状から鍬形鏃に分類できるだろう。

イ 石鏃未製品（第26図44~46)

3点を未製品としてとりあげた。石材は全て黒曜石である。 44は索材剥離面が大きく残されてお

り，先端部と側縁の一部，基部にのみ形状調整の剥離が行われている。基部の挟りは半円状に大き

く人っている。断面の形状からは先端部に鋭さが無く厚みがあり，側縁は整形剥離が不充分なこと

がうかがえる。 45,46は礫皮面及び素材剥離面が残されており，先端部，基部と側縁の整形剥離が

行われているが一部未調整の側縁が残されており，未製品と判断した要因でもある。

ウ石 匙 （ 第27図47)

47は頁岩製の横型石匙である。 D-9区で出土している。つまみ部はやや右に傾ぎ，末端部に近

い位置に左右から調整し扶りをいれている。身部は不等辺の三角形で断面は凸レンズ状である。縁

辺は表裏とも調整がなされている。

工剥片（第27図48~53,56) 

黒曜石93点，チャート 4点，頁岩 2点，計99点出土しており，ここでは 7点を図化した。石材は

黒曜石とチャートである。 48,49, 50, 52は礫皮面を多く残す。 49, 50, 52は縦長剥片である。 51

は一側縁に二次加「．が見られる。 53は両側縁に微細な剥離痕がみられる。 56は¥層で出土した。背

面は礫皮面を多く残し，ー側縁と下端部に微細な剥離痕を残している。

オ石核（第27図54,55, 57) 

54, 55は黒曜石で，礫皮面を多く残している。上下，左右，表裏に自在に打面を転移し，複数以

上の作業面を有している。 57は刈層で出士した。石材はチャートで打面を転移し剥離を行っている。
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カ石斧（第28図58)

58は刃部を欠損しているが基部，側縁部ともに調整剥離により整形している。

キ敲石（第28図59-68)

59は表裏両面に敲打痕がみられ，先端と表面の一部に敲打による破損が生じている。 60, 61は下

端と一側縁に敲打痕がみられる。 62は表裏両面に研磨痕と敲打痕がみられ磨り石として使用したこ

とも考えられる。 63, 64は敲打痕と擦り痕がわずかに確認できる程度である。 65は表面に敲打痕が

みられる。 66は礫全体に敲打痕があり側面には擦り痕が， 67は礫全体に敲打痕と擦り痕が残ってい

る。 68は礫全体に敲打痕と一側縁に擦り痕が残っている。

ク磨り石（第29図69-72)

69は表裏面に使用痕が確認できる。 70は表裏面と一側緑に使用痕がみられる。断面は 2点とも円

形に近い0 71, 72は断面が偏平な栴円形である。 71は上半分が欠損しており端部と側縁に敲打痕が

残っている。 72は表裏面にはスリと敲打痕，側面のほぼ全周にわたり敲打痕がみられる。

ケ磨り皿（第29図73)

73は扁平な自然礫を使用している。側縁部には敲打による破損がみられる。
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表 4 VIa・VIl層出土石器観察表

挿図 番り
登録，

器神 m上区 陪
長さ 輻 厚さ 重量

石材 備 考番リ (cm) (cm) (cm) (g) 

31 113 石蒻k E-5 ¥ill 0.70 + a 1.32 0.31 0.27 黒曜伍A 先端部に欠損があり，芹右非対称な形状。

32 284 ,fi蒻k D-5 ¥1 1.05 + a 1.41 0.27 0 33 黒曜石A 先端部に欠損あり。
. --

33 131 い鏃 E-6 ¥Ill 151 1.40 + a 0.33 0.65 黒曜bA 脚部に欠損あり。

334 5 I ＇ I ! 2101-6 1 
石鏃 E -6 ¥1 1.57 l.lO+a. ， 0.31 0 53 黒曜石A 脚部に欠損があり，左右非対称な形状。

石鏃 F-6 vll 150 0.70 + a I , I 0.21 0.25 黒曜石A 脚部に欠損あり。

36 278 ,ii鏃 D-G ¥ill 1.38 1.12 0.30 0.30 黒曜石B ー側片に微細な欠損あり。

37 286 石鏃 D-6 ¥1下層 088 ! 0.9+ a'0.20 015 黒曜石A 脚部に欠損あり。

38 270 石鏃 D-6 Vll 1.50 + a : 1.45 0.58 1.14 黒曜石A 先端部に欠損あり。
26 '--

39 , 121 石鏃 E -6 ¥,11 1.65 + a : 1.86 0.41 0.88 頁岩 先端部に欠担あり。

40 : ・ 括 1, 鏃 C -7 表採 1.60 + a 1.45 + a 0.44 0.62 チャート 先端部，脚部に欠損あり。

11 366 石銀 E -8 ¥1下層 242 1.30 0.28 0.89 チャート 脚部に欠損あり。

42 14 ィi鏃 G -5 VII 1.90 1.40 + a 0.36 0.49 開曜石B 脚部に欠損あり。

43 123 石鏃 E -6 VII 163 1.91 + a 0.32 0.66 黒晰石D 脚部に欠損あり。

44 330 h鏃木製品 C -7 VII 1.51 1.46 0.42 082 黒曜石A ん伍非対称な形状。

45 105 h鏃未製品 E -6 ¥1 1.51 1.75 0.39 0.92 黒曜石A 自然面，素材剥離向が残っている。

46 266 石鏃木裂品 D-6 vll 1.48 1.39 0.47 1.12 黒曜石A 自然面，素材剥離面が残っている。
~ ~ 

47 394 石匙 D-9 VII 3.20 3.73 0.70 6.86 頁岩 横型で，よ端部近くで扶りが入る。
＇ 

48 172 剥片 F-G VII 1.85 1.58 0.52 1.72 黒曜,ti~A ー側片に微細な―二次調整がみられる。

19 ! 320 剥片 E -7 VII 2 31 1.02 0.39 1.13 黒耀石A ー側片に微細なて次調整がみられる。

50 1 363 刺片 E-8 ~ll 2.50'1.18 0.34 082 黒曜石B ー側片に微細な二次調整がみられる。

51 , 32 剥片 G-6 ¥Ill 1.67 2.60 I o.ss 2.25 黒曜石B ー側片に微細な二次調整がみられる。

27 52 327 剥片 D-7 ¥ill 2.76 1.60 ! 〇.20 1.18 黒曜石A 自然面，素材剥離而が残っている。

53 169 剥），1 F-6 ~ll 2.82 1.65 0.50 2.01 黒曜石A 両側片に微細な剥離面あり。
_~ 

54 362 石核 E -7 ¥ill 2 24 1.71 j 0.89 3.55 黒曜石A 打面転移の頻度少なく，自然面が残る。

55 40 石核 H-6 ~]! 2.96 2.20 I 1.62 9.83 黒曜石D 打面転移の頻度少なく，自然面が残る。

56 85 剥n- G -5 XV  3.70 1.70 0.92 647 チャート 末端片に微細な一次調整がみられる。

57 96 石核 G-4 XVI 4.20 2.31 2.13 22.03 チャート 縦長剥片に打即転移を行っている。
-------・-

58 51 石斧 G -4 1/ll 8.38 5.35 2.00 105 00 頁岩 刀部に欠損あり。

59 354 敲1-i E-7 ¥1ド層 4.45 3.81 3.06 70.02 安山岩 表裏面に敲打痕がみられる。

60 299 敲石 D-6 ¥Ill 7 20 6.38 4.37 280.12 安山岩 下端と一側片に敲打痕がみられる。

61 I 334 敲イi D-8 ~ll 11.51 10.40 7.19 1080.00 安山岩 表面，側面に敲打面あり。
--- -

62 I 63 敲石 C -4 'Ill 7 00 5.72 3.52 224.80 安111岩 表裏両面に研庇痕と敲打狼がみられる。

28 63 383 敲伍 C -10 ¥ill 7 24 5.66 4.95 224.98 砂岩 礫全体に敲打痕がみられる。
~ ~ 

64 300 敲い D-5 ¥Ill 9.71 8.29 6.62 803.101安山岩 礫全体に敲打痕がみられる。

65 219 敲石 E-4 ¥ill 11.29 9.29 7.86 1030.11 安山岩 礫全休に敲打痕がみられる。

66 171 敲{1- F-6 Vll 7.89 6.94 5.27 338.30 安山岩 礫全体に敲打痕がみられる。
... 人●, .. 

67 :>~l 敲石 G-7 ¥ill I ! ， 9.77 4.89 4.82 562.08 安111岩 礫全体に敲打痕がみられる。

68 332 敲石 C -7 vTI 7 91 7.82 6.57 518.20 安山岩 礫全体に敲打痕がみられる。

69 393 磨れ D-10 圃 10.51 8.31 6.52 825.00 安山岩 断面は円形。
--~-·-

70 348 磨石 F -8 珊 8.91 7.49 5.70 486.10 安山岩 断面は円形。

29 71 382 序ィi C -9 vll 6.80 + a 6.87 4.32 258.89 砂岩 断面は楕円形。

72 54 窮1i C~4 vTI • 12.64 9.0Z 5.16 838.00 砂岩・ 断而は桁円形。

n :)15 靡1IIl C -6 'vTI 16.99 10.88 2.71 734.96 砂岩 側縁部に敲打による破損がある。

・表q,(/)「+a」は欠損部分を表すへ
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第 6章まとめ

高篠坂遺跡は縄文時代昂期，特にその前葉を主体とした遺跡である。遺物諷含層の遺物出士分布

状況を概観すると， VI・VII層とも D~H-4~7区で遺物が出土し， VII層では遺跡範囲の北東寄り

にあたる C~G-4~10区で遺構が検出されている。全体的に遺物量は少ないが，両層の比較では

VII層が優勢である。

第 1節遺構

集石

集積遺構が21基確認されている。検出は全てVIl層からである。各集石の隣接状況から 3か所のま

とまりがあると考えられる。ただし，層位・レベルの差がほぽ変わらないため時期差は確定できな

いが，遺物の出十層とは一致している。

遺物を共伴するのは集石 1 (石JIII.)' 集石 5 (吉田式土器），集石21 (石1III.?)である。また個体

復元可能な士器片の出土地点に近接するものもあり，それらの士器編年も参照すれば使川時期は約

9,000年前頃と考えるべきか，その後の風化等の影響とすべきか明確な判断は提示できない。

使用された礫数は 8~340個余りになり，その規模も様々であるが明確なまとまりに欠ける物が

多い。焼成を受けた形跡はみられるが， 1基を除いて炭化物がみられないことから比較的短期間で

の使用であったと考えられる。

各集石を礫の集散状態，掘り込みの有無等により分類した。その結果，本遺跡の集石は掘り込み

が無く，礫数も少なく分散したもの，礫数は多いが分散したものが多い傾向がみられた。以下にそ

の分類上の特徴と該当する集石の番号を記した。

表 5 VII層集石形状分類一覧表

礫数が多い
礫が密集している 5 

掘り込みを 礫が密集していない なし

有する 礫数が少ない
礫が密集している なし

礫が密集していない なし

礫数が多い
礫が密集している なし

掘り込みを 礫が密集していない 8 , 9 , 16, 18, 19, 20, 21 

有しない 礫数が少ない
礫が密集している 1, 15 

礫が密集していない 2, 3, 4, 6, 7, 10, 11, 12, 13, 14, 17 

第 2節遺物

1 石器（第26,.._,29図）

44頁の［石器」の項に記載した分類を基準に石鏃，その未製品，石核と剥片・チップの出土関係

を観察した。出土した石材はほぼ県内産で占められる。なかでも桑ノ木津留産の石材（本報告書で

は黒曜石Aとした）が圧倒的に多く，その近隣の霧島系（同じく黒曜石B)がこれに次ぐ。出土状

況図からこれらを使用した石鏃，石鏃未製品とフレーク・チップが密接に関係している状況が認め

られる。
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このことから本遣跡内で製作を行ったと判断した。

製作技術・形状を観察した結果からは，以下のような傾向がみられた。石鏃は 1点を除き最大長

（平均1.39cm)・ 最大幅（平均1.23cm) とも 2cm以内に収まり，形状的には長幅の比率恙があまり

無く，厚さも最大0.58cmで小型のものが多いと言える。重量も 1点を除き 1g以内で軽最である。

先端部の角度は29°~96゚ の範囲で特に60゚ 前後のものが多くみられ，やや鋭利さに欠ける物が多い。

平均すると VI層出土のものが59°, VII層出土のものが63゚ である。層序による顕著な差はみられない。

最大輻は胴部中央よりやや下方で計測できる傾向にある。断面は凸レンズ状をなすものが多い。

基部の扶りは直線的，もしくは若「の扶りが人るものが大半である。形状の統一性はない。調整

は表裏面ともに丁寧な調整がなされている。

敲石，磨り石は礫表面にのこされた使用痕から共用されたことがうかがえる。他遣跡の出上遺物

の例からも，同一個体内で複合した機能を併せ持つ類例が多く報告されており，本遺跡もその例に

もれない。このような機能を持つ遣物は14点中 5点である。

2 土器（第19......,25図）

全体的な遺物星こそ少ないものの，縄文時代早期の土器がVII層を中心に出土している。土器は復

元可能なものが 5個体あり，上器片は少量である。各土器の編年を基準に I~N類に分類した。

I-A類は岩本式土器に相当する。同型式の編年が考察できる良好な資料が出土している岩本遺

跡（指宿市）を参照した場合，古段階に含まれるものとされる。口唇部外面には刻みを施すため正

面の形状が小波状になる。断面形は挟れ気味に内面に傾斜する。口唇部内面には明瞭な段が残る。

LJ縁部には貝殻腹縁部を横位に連続して刺突したものを 2列巡らせる。

出土資料がごく一部のため胴部以下の文様はみられず，外面は胴部がナデ調整，口縁部内面以下

もナデ調格がなされている。

I-B類は岩本式土器に相当する。 F-5・6, G -4区で出土した。 D唇部は内面には明瞭な

段が残っている。口縁部外面には貝殻腹縁部を縦位に連続して刺突をし，その直下に貝殻腹縁によ

る刺突文を 1条巡らせる。胴部以下は外内面ともにナデによる調整を行っている。小牧遺跡（指宿

市）の出士遺物を参照した場合，新段階に含まれるものとされる。

II -A類は小牧遺跡（指宿市）で相当量が出土した吉田式土器に相当する。 H-4・5, F-5 

区で出十．した。

II -B類は吉田式t器に相当する。口唇部はキザミを斜位に密に施す。断面形は外面に緩やかに

外傾する。口縁部 I・.端部には横位に刺突文を 2列施し，その下に逆已角形の通称くさび形突帯を 2

列貼り付ける。突帯の間隔は極めて近く， I: 端部でそれぞれ接している c 突帯のr一部には深い刺突

がなされている。

この朋式の胴部の施文は「条痕＋押引き」が一般的であるが，この土器は，貝殻腹縁部を横位に

連続して刺突したものを10列前後巡らし，次いで貝殻腹縁部を縦位に右方向に押し引いて施文する。

このパターンの繰り返しは，異なる施文を交互に繰り返すことによって文様に変化を持たせる効果

をねらったのだろうか。いずれにせよ，この施文パターンは県内での出士例が少なく貴重な資料と

なる。

II -C類は古田式土器に相当する。 F-5, 6区で出土した。口唇部はキザミを斜状に密に施す。
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断面形は外面に傾斜する。

口縁部から底部にかけて貝殻条痕文を斜位に施した後，口縁部を丁寧に磨き逆三角形の突帯を貼

り付けている。突帯間の間隔は空いている。突帯周辺は器面を丁寧に磨り泊している。内面はT$

なナデ調整を行っている。突帯部分の施文を簡略化し，貝殻条痕文を斜状に施文するスタイルは石

坂式土器との関係性が考えられ，この土器形式の最終段階にあたるものと考えられる。

III類上器は石坂式土器に相当する。肥厚した口縁部に対のコブ状突起がつき，ゆるやかな波状口

縁を形成する。口唇部は肥厚している。器面全体に条痕文を綾杉状に施す。この形状の石坂式土器

は出土例が少なく貴重な資料となる。

IV類土器

IV類上器は手向山式土器に相当する。 F・G-7枢で出土した。胴部屈曲部にはつまみ出しによ

る突帯にキザミを施し，これを挟み上部には楕円押型文を施文した後に縦位の沈線をやや斜状に施

している。楕円文は沈線文との重複により，擦り消されている。下部は楕日押型文のみを施文して

いる。上部ば煤の付着が全体に及び黒褐色を呈しており，胴部下部の明褐色と対照的である c

出土状況は1V類を除いて分散する傾向である。最大約20m秤離れて接合する資料もみられる。周

辺地形よりレベルが低く，同じレベルの面がひろがる地点で出土する傾向にある。

また， I-B類土器， III類上器は 1号集石， II-C類土器は 5号集石が近接して検出されている。

これらの集石は本遺跡でも特にまとまりがあり形状のしっかりしたものである。

遺物は士器・石器共に出土量は少ないがそれぞれがある程度のまとまりをもって出土している。集

石遺構は全体的に礫数が少なく，散在した傾向を持つ。焼成を受けた形跡はみられるが，炭化物等

がみられないことから比較的短期間の使用であったようだ。以上のことから長期的な生活地とは考

えにくい。
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第 1章調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

日本道路公団九朴l支社鹿児島工事事務所は，東九州自動車道（末吉 IC~国分 IC間）の建設を

計画し，工事を行った。この建設工事に伴い，鹿児島県教育委員会・日本道路公団九朴I支社鹿児島

工事事務所・鹿児島県立埋蔵文化財センターとの間で協議が重ねられ，鹿児島県立埋蔵文化財セン

ターは工事予定地を対象に平成 6年10月と平成 7年 5月に埋蔵文化財の分布調査を実施した。

分布調在の結果，工事予定地に13箇所の遺物散布地や確認調企の必要な地点が所在することが判

明した。そこで，平成 8年 4月から用地買収等の条件が整った区域を対象に順次確認調査を実施す

ることとなった。

水磯遺跡は，調杏対象面積約13,560m'であり，平成 9年度は確認調査を先行して実施し，その後

本調壺に移し， 7,100m'の調壺を実施した。平成10年度は6,460げを本調査の対象とした。

第 2節調査の組織

平成 9年度確認調介及び本調在

事業主1本者 日本道路公団九朴l支社鹿児島工事事務所

調壺主体者 鹿児島県教育委員会

企圃・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調在責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター

'l 

ク

1/ 

ク

調査担当者 ク

ク

'l 1/ 

'l 

ク ク

/,-

調在事務担当者 ク

1/ 

'l 

所 長 吉元正幸

次長兼総務課長 尾崎 進

主任文化財主事兼調査課長 戸崎勝洋

課長補佐兼第一調壺課係長 新東晃一

主任文化財主事兼第二調介課係長立神 次郎

主任文化財主事兼第二調在課係長立神 次郎

文化財主事 児玉健一郎

立部 剛

文化財研究貝 福永修一

有馬孝一

文化財調査員 西園勝彦

主 青 前屋敷裕徳

'l 政倉孝弘

主 事 追立ひとみ

平成10年度緊怠発掘調在

事業主体者 日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調柩 鹿児島県教育庁文化財課
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調在責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター

,' 
r~ —マ

所 長

調査担当者

次長兼総務課長

＼主任文化財主事兼調査課長

課長補佐兼第一調査課係長

主任文化財主事兼第二調査課係長

主任文化財主事兼第二調脊課係長

文化財主事

/,, 

文化財研究員

ク

調在事務担当者 主 杏

平成13年度整理・報告書作成事業

事業主体者 日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

作成責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター

作成企画者

ク

ク

1/ 

ク

作成担当者

'l 

ク

所

次長兼総務課長

主任文化財主事兼調壺課長

主任文化財主事兼課長補佐

主任文化財主事兼第二調在課係長

主任文化財主事

文化財研究員

ク ク

事務担当者 'l 主 査

,,,. ク

平成14年度整理・報告書作成事業

事業主体者 日本道路公団九州文社鹿児島工事事務所

調壺主体者 鹿児島県教育委員会

鹿児島県教育庁文化財課

鹿児島県立埋蔵文化財センター

企画・調整

作成責任者

作成企画者 ク

ク

所

次長兼総務課長

調 壺 課

'l 課

1/ 

(, 

長 補

長

長

長

佐

主任文化財主事兼第二調壺課係長

主任文化財主事

吉永

尾崎

戸崎

新東

立神

立神

井ノ上秀文

溝口

有馬

西村

政倉

井上

黒木

新東

立神

禰榮

長野

宇都

馬籠

前田

栗山

井上

田中

新東

立神

蒲榮

長野

和人

進

勝洋

晃一

次郎

次郎

学

孝一

喜一

孝弘

明文

友幸

晃一

次郎

久志

慎一

俊一

亮道

昭偏

和己

明文

文雄

晃一

次郎

久志

慎一
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作成担当者 'l 文化財主事 岩戸孝夫

~ 文化財研究貝 馬籠亮道

事務担当者 'l 主 在 前田昭1許
1/ ク 栗山和己

第 3節調査の経過

調在の経過については，口誌抄をもってかえる。

確認調査

平成 9年 4月

21 Bより作業開始。 1~8トレンチの設定・ 掘り下げ。 II層から士師器出土。

平成 9年 5月

1~7トレンチ拡張。 1~9トレンチの調在。 1トレンチにて土坑検出。 2トレンチにてVII層よ

り土器片， Vlll層より集石検出。 4トレンチにてナイフ形石器出士。 5トレンチにてVlll層より集石検

出。 8トレンチにて薩摩火山灰層XII層より黒曜石チップ数点出士。 11トレンチにてVII層よりスクレ

イパー 1点出士。

B-5•6 区のW層の調査。 B-5 区にて士器片，石鏃 1 点，石皿 1 点出土。

平成 9年6月

1~9トレンチの調査。 1トレンチにてVlll層より黒曜伍チップ出士，シラス層まで掘り下げ終了。

3トレンチにてVlll層より黒曜石片出土。 9トレンチにてVa層より黒曜石片出土， X層より細石刃

2点出土。 10~17トレンチ設定，掘り下げ。 10トレンチにてVI層より士器片，黒曜石原礫 l点，剥

片 1点， VII層より士器片，黒耀石片出土。 11トレンチにて表士より士器片出+, II層下より畝跡検

出， III層より上師器出土。 12トレンチにてVII層より集石検出。 14トレンチにて 1II層より上器片， W

層より士器片，石鏃 1点出士。 15トレンチにてIII層上面に溝状遺構検出。 16トレンチにてIII層より

陶器 1点， W層より土器片出土。

以上の確認調杏の結果を判断し，翌月より本調在に移行することとなる。

本調査

平成 9年7月

9, 10, 12~14, 16, 17トレンチの調在。 10トレンチにて黒曜石石核出土。 13トレンチにて X層

より黒曜石片， XI層より黒曜石剥片出土。 17トレンチにてXII層より黒曜石剥片・チップ出土。

A -21, B ~ D -20, C ~ E -16~19区， C-15区の表土剥ぎ， II 層から W層の調介。 D•E-

18・19区にて1II層より土器片 9点，陶器 2点出土，溝状遺構検出。 C-15・16区， D-16・17区に

て1II層より溝状遺構検出。

平成 9年8月

B~D-20区， C~F-18・19区， C-15・16区， D・F-16・17区のW層からVlll層， IX層の調

壺。 D-19区にてV層より溝状遺構検出。 D・E-19区にてW層より黒曜石剥片，石鏃 1点， v層

上面で上坑落し穴 3基を検出。

平成 9年 9月
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B-20区， C・D-18~20区， E・F-18・19区のVI層から測層までの調査。 X層より石鏃 1点，

黒曜石片出土。細石ガ出土。

C~E-16・17区のVI層の調杏。 VI層より石鏃 1点，黒曜石片，剥片出士。 E-17区にて溝状遺

構検出。 D-17区にてVl1層下より石鏃 1点出土。 F・G-16・17区の表士剥ぎ，重機による N・V

層掘り下げ， VI層の調壺。

平成 9年10月

C~E-16・17区のVlll~m1層の調杏。 D-16区にてXI層より黒曜石剥片出士。 D-17区にて X層

より黒曜石剥片，チャート剥片出土， XII層より黒曜石剥片出十。 F・G-16・17区のVI層~YN層の

調在。 G-17区にてVl1層より凹石，石鏃 2点出土， VllI層上面にて集石検出， XIII層上面より礫群検出。

F -17区にてVl1層より土器片出土。 F・G-18区のVI~X層の調壺。 H~K-1~3区の表上~V

層を重機にて掘り下げ。 VI層の調壺。

平成 9年11月

H~K-1~3区のVI~Vil層の調査。落し穴 4基，集石検出，土器片，黒曜石出土。 H~J-

4・5区の皿層~N層の調査。 H・I-4・5区にて溝状遺構検出，土器片，士師器，青磁，石鏃

出土。

H-5区にで炉跡検出。 H~J-6・7区の皿層から W層の調介。 Na層上面より士坑，溝状遺

構検出。 J-7区にて1II層より士師器出土。 H~J-8・9区の I層から V層の調企。土坑 (I-

9区），溝状遺構検出。 H-9区にて1II層より土師器出土。

平成 9年12月

H~K-1~_3区のVllI~蘭層の調売。礫集中部分検出。 H~J-4・5屁のVI~XIII層の調査。集

石検出，土器片，細石刃 (XI層）出士。 H~I-6・7区のVI~XII層の調介。チャート剥片，黒曜

石出十ム。 H~J-8・9IRのVI~別層の調介。黒曜石出上。 H~ J -10~15区の表土剥ぎ， I層～

I11層の調介。

平成10年 1月

H~J-1~3IRのVil層~X¥「層の調査。土坑 (H-1区），躾石 (H-3区）検出。 H~J -

4・5区のXIII層~YN層の調在。落し穴検出 (5基）。 H~J-6・7区のXI層~lV層の調壺。石鏃，

土器片出土 (X層）。チャート剥片出土。 H~J-8・9区のXI層~XIII層の調査。黒曜石チップ。

H ~ J -10・11区の1II層の調在。溝状遺構検出。 H~ J -12・13区のW層の調査。 H-19区の調査。

溝状遺構検出。 D・E-20・21区の1II層の調杏。溝状遺構検出。

平成10年 2月

H~J-1~7区のVil層~Xv層の調査。落し穴 (4号~16号）の調壺。 H~J-6・7区Vl1層か

ら刈層の調在。 H~J-11区。 XIII層からXVl1層の調壺。黒曜石剥片出上。 H~ J -12・13区のVil層か

らVllI層の調壺。先行トレンチ設定。 H~ J -14・15区のVI層から Vl1層の調在。

平成10年3月

E~G-4~7区の1II層の調壺。土師器，青磁，白磁，成川式上器，土錘出士。 E~G-21区の

下層確認トレンチの調壺。 H~ J -12・13区のXIII層から濶層の調在。 H~J-11区の姻層からXVl1層

の調在。黒曜石剥片出土。 H~ J -14・15区の X層~YN層の調壺。落し穴 (F-20区）断面の土層
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剥ぎ取り。 3月31日，平成 9年度調介終了。

平成10年 5月

E~G-5~7区の 11I層の調査。上師器，須恵器，土錘出土。 E-4区， G-1・2区， F-2

区VI層およびE・F-2・3区VII層の調壺。土器片，石鏃，磨石，スクレイパー，剥片出土。

平成10年 6月

E~G-1~3区のVII層の調査。土器片・黒曜石・剥片出士。 G-13・15区の皿~V層の調壺。

石鏃•石1II1 出土。 E~G-6·7 区の III ~N層の調壺。土師器出土。 E~G-4~6区のVI層の調

査。石鏃・ 石fill. 士器出士。 D~G-9~11区のIII層の調壺。青磁・白磁・土器出土。

平成10年7月

E~G-5・6区のIII層の調在。士師器・須恵器出士。 E~G-14・1515ZのVI・VII層の調査。石

鏃．磨石・士器出士。 F~H-10·11区の III 層溝状遺構の埋土並びに W層上面の調杏。土器• 石

鏃．礫出土。 I-16区のW層の調在。土器片・石鏃出土。

平成10年8月

D~F-9·10区のW層の調壺。土師器・磨石・礫出士。 E•F-5·6 区の III~VI層の調脊。

土師器・土錘• 石鏃出土。 E~G-12区のW層の調査。 I・J-16区のVI層の調介。石鏃出士。

平成10年9月

E・F -12区の VI·VII層の調在。押朋文上器・石鏃出土。 E•F-4·5 区の X~XII層の調壺。

黒曜石チップ等出土。

平成10年10月

E・G -14・15区の X~XII層の調査。剥片出土。

平成10年11月

E-3区， F-2区のVII層の調介。土器・チャート・黒曜石片出士。 G-1・2 IR, F -3区の

V11層の調在。土器・石鏃．剥片・磨石出土。 I~K-16・17区のX~XI層の調売。石鏃・剥片出上。

平成10年12月

F・G -14区のXIV層の調壺。三稜尖頭器・ スクレイパー・剥片・黒曜石剥片等出土C I ~K  -

16・17区のXI~XIV層の調在。チャート・黒曜石出土。

平成11年 1月

F・G-2・3区のVII層の調壺。炭化物・チャート出土。 H~K  -18・19区のXI~迅層の調在。

台形土器・黒曜石・チャート等出士。 H~K-16・17区のXI~別層の調在。黒曜石・チャートの剥

片出士。

平成11年2月

H~  J -16・17区のXII~XIV層の調在。黒曜石剥片出士。 G-1区のVII層の調売。菱形押刑文土器

片出士。

平成11年3月

K -17区のXII~XIV層の調査。黒曜石・チャート・頁岩の剥片出士。 3月31日，平成10年度調壺終

了。
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第 2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

永磯遺跡は，鹿児島県始良郡福山町佳例川に所在する。

遺跡の所在する福山町は，鹿児島県中央部・鹿児島湾奥に位置し，北は国分市，南は曽於郡輝北

町・垂水市，東は曽於郡財部町・末吉町・大隅町に隣接し，西は鹿児島湾に面している。椋高

380mの丘陵性の火山灰台地をなす牧之原地域にあり，地元でいう「上場地域」に位罹する。なお，

海岸地域は「下場地域」と呼んでいる。

永磯遺跡が所在する佳例川地厄は，上述の上場にあたるが，遺跡はさらに北方の町境付近に位置

する。この地域は，平坦な丘陵性台地から山地が卓越する地域に漸移しており，これらの山地に

よって小規模な台地や丘陵が分断されて散在する。本遺跡はこうした小規模な台地上に位置する。

第 2節歴史的環境

永磯遺跡は，福山町比曽木野地区に所在する。

近年，特に比曽木野地区では，東九朴l自動車道建設に伴う発掘調在により遺跡の調壺成果が加え

られ，考占学的にも大変貴重な資料が提供されており，早い時期から当地において人々の活動が展

開されていたことを窺わせる。

旧石器時代

本追跡に近い福山城ヶ尾遺跡では，平成10・11年度に発掘調壺を行い，ナイフ形石器文化期（約

2ガ年前）の遺構・遺物が発掘されている。隣接する前原和田遺跡でも同じくナイフ形石器文化期

の遺物が確認されている。このほか，福山町教育委貝会を中心とした発掘調壺や情報収集により，

比曽木野地区には多くの遺跡が集中することが知られるようになり，当地区は，先史時代から生活

の舞台となっていたことが明らかにされつつある。

縄文時代

東九州自動車道建設に伴う発掘調壺により当地区には隣接の供養之元遺跡をはじめ，多数の縄文

時代の遺跡が確認されている。また，福山町教育委員会の調在報告においても，イラケ谷遺跡，寺

屋敷追跡等多くの縄文時代の遺跡所在が報告されている。 ll:l石器時代と比較すると福山町内陸部の

シラス台地上に多く確認されるようになり，シラス小台地上を基盤にした狩猟採集生活が本格的に

繰り広げられるようになった様＋が窺える。

弥生時代以後

弥生時代から古代にかけての遺跡数は少なくなる。籐兵衛坂段遺跡では，文明ボラにパックされ

た古代の畠跡が検出されるなどの考古学的な成果も報告されるようになり，これらの考古学的資料

や文献等の資料から推測すると，当地域は政治・経済・軍事面においても重要な地域として積極的

に開かれていった様子が窺われる。中世は，島津氏と肝付氏をはじめとする諸豪族の激しい政争の

場となったが，近祉に入り，島津氏の統一が完成されるとともに，福山もその配下に置かれ，福山

牧の創設等により，藩の重要な牧場としての地位を確立していったようである。

-6-



-7-



---

第2図
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第 3章遺跡の層位

本遺跡の基本層序及び遺物包含層・年代・文化との関係は下図のとおりである。遺跡の標準土層

はH-11区の北西側を基準とした。

I層 暗褐色土現在の表土

II 

IV 

Va 

ごど唸．〗：←心喜［
Via 

0 0 V0 I―b 0 0 

`~^^^ 

XI 

XII 

XIII 

XIV 

XV  

XVI 

XVII 

"11111111111111111111111111111111111眉

第 3図 土層模式柱状図

II層 黄白色軽石層P-3・文明ボラ。西暦1471年頃の桜島の噴出物。

II1層 黒色腐植士古代～室町時代の遺物諷含層。土師器や白磁• 青磁な

どが出土した。

w層 黄褐色細粒軽石混硬質士御池軽石・約4,000年前（縄文時代後

Va層

Vb層

¥/Ia層

VIb層

川層

Vlll層

IX層

x層

期）の霧島御池の噴出物。腐植した上位に縄文時代後・晩期の遺

物がわずかに含まれる。

賠橙色土Vb層の腐植土。縄文時代中期末の落し穴状遺構

明橙色火山灰層アカホヤ火山灰・約6,300年~6,400年前の鬼界カ

ルデラ噴出物。

黄褐色軽石混暗青灰色土縄文時代早期の遺物剋含層。

黄褐色軽石層p-11。約7,400年前の桜島の噴出物。

明茶褐色士縄文時代早期の遺物包含層。

黒褐色土

黄白色火山灰P-14。薩摩火山灰。約11,000年前の桜島の噴出物。

黒褐色土VIll層より粘質が強い。縄文時代草創期の遺物蝕含層。

XI層 暗黄褐色軟質ローム層1B石器時代のナイフ形石器文化の遺物他含

層。

XII層 灰褐色硬質ローム層灰褐色の硬質ロームがブロック状に堆積。旧

石器時代のナイフ形石器文化の遺物冦含層。

XIll層 賠黄褐色硬質ローム層径 2~ 3 mmの白色パミスが部分的に点在す

る。旧石器時代のナイフ形石器文化の遺物包含層。

XIV層 黄褐色硬質ローム層赤褐色パミス (P-15 ?)点在。旧石器時代

のナイフ形石器文化の遺物蝕含層。

X¥「層 暗褐色硬質ローム層下部に1日石器時代のナイフ形石器文化の遺物

包含層。

XVI層 灰褐色硬質ローム層赤褐色～黄褐色のパミス (P-17 ?)が混在

する。灰褐色の硬質ロームがブロック状に堆積。上部に旧石器時

代のナイフ形石器文化の遺物諷含層を含む。

瀾層 濁黄白色砂質士~lll層の風化層

珊層 約22,000年~24,000年の始良カルデラの噴出物。

◎パミス＝軽石（桜島の噴出物は新しい順に番号をつける）
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第 4章確 認 調 査

永磯遺跡の調介対象面積は約13,560面であり，調在前は山林となっていた。そこで，まず遺物蝕

含層の有無・遺物但含層の広がりを把握するために，平成 9年4月から， 3mX4mを基本とした

17か所のトレンチを設定し，確認調査を実施した。その結果，調査対象地区のほぽ全域にわたり 7

つの異なる時期の遺物蝕含層が存在することを確認した。

L=337.00m 

L=336.00m 

L=381.50m 

1T 

Ill 

IV 

L=380.50m 

L=379.50m 

XIV 

Vlb 

2T 北壁

L=382.70m 

L=381.70m 

4T 北壁

゜
2m 

第 6図土層断面図確認トレンチ(1)
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L=381.5m 

IX 

L=380.50m 

L=385.00m 

L-384.00m 

----

Via 
Vlb 

8T 北壁

9T 

L=379.90m L=379.90m 

L=377.40m 

14T 北壁

IV 

L=376.40m 
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第 5章 本調査

第 1節発掘調査の方法

本調脊は，工事用センター杭「STA73」「STA74」を結ぶ線を基準軸とし， 10m四方のグ

リッド（調介用区画）を設定して実施した。グリッドは南から北へA区~K区，東から西へ 1区～

22屁と呼ぶこととし， 1グリッドは例えばA-3区というようにアルファベットと数字を組み合わ

せた呼称とした。以下，時期ごとに記述していく。

第 2節 旧石器時代

遺構

遺構は礫群がW層から 3基， XII層.XI層から各 1基が検出された。ほかに，土坑が刑層から

掘り込まれた 1基と， XII層から掘り込まれた 1基，さらにXI層上面から 1基が検出されている。

全体的にどの礫群も礫数が少なく，散在したものが多い。

(1) 礫群遺構

1号礫群（姻層）はK-17区で検出された。掘り込みは確認できなかったc 礫は焼けていて，

礫群周辺に少量ではあるが炭化物が分布している。

2号礫群 (XI¥「層）は G-1区で検出されたc 掘り込みは確認できなかった。北東の方向へ傾斜

している。

3号礫群（洲層）は I-16区で検出された。掘り込みは確認できなかった。礫群の中では比較

的集結している。，

4号礫群（刈層）は G-17区で検出された。掘り込みは確認できなかった。

5号礫群 (XI層）はE-8区で検出された。掘り込みは確認できなかった。
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(2) 土坑遺構

1号土坑は J-18区，姻層より検出された。上面プランは楕円形で検出ラインの長軸が105cm,

短軸が91cm, 底面の長軸が63cm, 短軸が58cm, 深さが104cmである。士坑下部に姻層土並びにXI

層土のブロックが混入しているだけで，埋土は複雑な形成をしている。土坑の時期は，底部の埋

土の色調からXIII層堆積前後ではないかと推測される。

2号土坑は F-12区， XII層より検出された。上面プランは楕円形で検出ラインの長軸が142cm,

短軸が115cm, 底面の長軸が80cm, 短軸が49cm, 深さが162cmである。士坑下部にxw層土のブ

ロックが混人しているだけで，埋土は複雑な形成をしている。上坑の時期は，底部の埋土の色調

からXI層堆積前後ではないかと推測される。

3号土坑は J-15区， XI層より検出された。上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸が

120cm, 短軸が51cm,底面の長軸が74cm, 短軸が32cm, 深さが71cmである。薩摩火山灰層上面で

土坑の平面が検出されなかったので埋士は X層土と推測され，時期的にはその前後ではないかと

推測される。
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1 黄白色士，一部淡褐色士

2 暗黄灰色土

3 淡黄褐色土

4 明淡茶褐色土

一部分のみ白色軽石混

5 暗乳白色土

6 黄褐色土，黄橙色バミス混

7 黄褐色土，褐色のプロック混

8 褐色土，暗乳白色士混

9 褐色土，一部乳白色土混

1 0 褐色土，一部乳白色土混

1 1 黄褐色士

1 2 淡黄褐色土

1 3 暗褐色土

1 4 褐色士

1 5 淡褐色士

1 6 褐色士と黄褐色土の混

1 7 淡褐色土

1 8 黄褐色土，一部黄橙色パミス混

1 9 淡褐色土で黄褐色士の混

2 0 褐色上と暗乳白色土の混

2 1 暗乳白色土，黄褐色土の混

2 2 淡褐色土

2 3 黄褐色土．黄色パミス混

2 4 褐色十と黄褐色士の混

2 5 褐色土と暗乳白色土の混

2 6 褐色土，黄褐色土一部漉

2 7 黄褐色土

2 8 黄褐色士

2 9 褐色土

3 0 灰青色，褐色土と黄褐色土の混

3 1 淡褐色土
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第12図土坑遺構(1)
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7 暗褐色ローム，径 2-3""の赤褐色バミスが点在

8 灰褐色ローム，径 2- 5 mmの赤褐色や黄橙色のパ

ミスが点在

9 灰褐色ローム，径 2-3mmの赤褐色パミスや黄褐

色パミスが点在
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第13図土坑遺構(2)

第 1表 旧石器時代土坑観察表

遺構 検出面 検出 面 底面
時期 検出区 備 考一覧表 （層） 平面プラン長軸 短軸 I＇深さ 長軸 短軸

91 I 104 1号土坑 XN 旧石器 J -18 楕円形 105 63 58 
--, 

2号士坑 X II ID-ti器 F -12 楕円形

3号土坑 XI 旧石器 J -15 隅丸長方形 120 51 71 74 32 
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2 遺物

ナイフ形石器文化の時期の遺物が，遺物量は少ないものの，別層を中心に14点が各層から州土

した。 XI層からは黒曜石を利用した細石刃， XII層からはタンパク石の横長剥片を利用したナイフ

形石器，刑層からは黒曜石製のご稜尖頭器・ナイフ形石器・台形石器などが出土した。これらの

遺物は調杏区内で散発的に出土する状況であった。

(1) XIV層出土の石器

ア 三稜尖頭器（第15図）

1~3の計 3点が出土する。 1は頁岩， 2・3は黒曜石 2類である。 1は裏面基部に平坦剥

離を施し，整形剥離は周辺から行っている。 2は欠損品， 3は木製品で，整形剥離は周辺から

行っている。

イ 剥片・チップ（第15図）

4~9の計 6点が出上し， 5・9は二次加工のある刺片， 4・8はチップである。 4・5・

7・8が安山岩で 6・9が頁岩である。

ウわ核（第16図）

10・11の2点出士する。 10は頁岩で，打面は単剥離打面である。 11はチャートで，多方面か

らの打点がみられ，回転しながら剥いだものと思われる。

(2) XII層出土の石器

ア台形石器（第16図）

12が 1点出士する。石材は黒曜石 3類で，不定形剥片の両側縁部と下縁部の 3面に刃潰し加

工が行われている。

イ ナイフ形石器（第16図）

13が 1点出士する。石材は玉髄で横長の不定形剥片を利用し，打面部に刃潰し加工が両面か

ら行われた一側縁加工で，一部は欠損している。

(3) XI層出土の石器

ア細石刃（第16図）

14が 1点出土する。石材は黒曜石 3類で細石核は出上しなかった。

第 2表 旧石器時代出土石器観察表

挿図 番号 層 出土区 器種 地点No 石材 実測No 最大長(cm) 最大輻(cm) 最大厚(cm) 重呈 (g)

1 XN H-5 三稜尖頭器 738 SH 28 3.10 1.50 0.80 3.97 
. - ---- . -

2 XN G -14 二＾稜尖頭器 2532 082 31 2.80 1.80 1.10 3.65 

3 XN F -14 三稜尖頭器 2692 OB2 30 3.80 1.80 1.50 9.72 
4 XN G -14 剥片 2835 AN 57 1.00 0.70 0.20 0.34 

15 5 XN F -14 剥片 2522 AN 33 2.40 , 2.90 0.80 3.97 
6 XN F -14 剥片 2693 SH 29 2.10 2.70 1.20 6.62 
7 XN G -14 剥片 2718 AN 55 0.80 1.00 0.20 0.14 
8 XN G -14 剥片 2793 AN 56 1.20 1.30 0.30 0.34 

＇ ， XN F -16 剥片 3031 SH 35 4.60 4.40 1.30 19.36 

10 XN K~17 石核 3010 SH 32 2.40 3.30 3.70 40.23 
11 XN K -16 石核 3016 CH 27 3.80 3.10 2.70 35.31 

16 12 X II G -15 台形石器 2447 0B3 25 1.60 1.70 0.60 1.16 
13 X II 4T ナイフ型石器 1 cc 26 3.0+ a 1.50 0.60 2.20 

14 X I F -15 細h刃 2444 OB3 24 1.30 0.50 0.20 0.09 
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第 3節縄文時代

1 草創期

(1) 遺構

遣構は検畠されなかった。

(2) 遺物

遺物は X 層から細石刃• 石鏃・剥片等が出土したが量は少なかった。また，土器は出士しな

かった。

ア石鏃（第17図）

2点出土する。形状は15・16ともに長幅比が著しく異なる型の凹基式である。切れ込みは浅

い。両側縁部とも微調整剥離が施され，断面形は凸レンズ状を星している。

イ 細石刃（第17図）

17・18の 2点出士する。石材はともに黒曜石 4類で，細石核は出土しなかった。

ウ剥片（第17図）

19の 1点が出士する。伍材は頁岩で素材剥片と思われる。

工磨石・敲石（第17図）

20の 1点が出土する。裏血の平滑面は磨石である。周辺部も磨石の機能を備えるが，一部に

敲打痕が残っている。

贔鳩
＜二＞

〗：一直〗゜ 5cm 

-,c;.. 18 

゜
10cm 

第17図 X層出土石器

第 3表 X層出土石器観察表

挿図 番号 層 出十区 器種 地点No1石材実測No 最大長(cm) 最大輻(cm) 最大厚(cm) 重量(g)

15 X I I -16 石鏃 2515 cc 138 1.80 1.50 0.30 0.50 
16 X D -18 石鏃 38 SH 23 2.30 1.90 0.40 0.96 

17 
17 X 9T 細石刃 1 OB4 22 1.30 0.40 0.20 0.09 
18 X 9T 細石刃 2 ,OB4 20 1.80 0.50 0.15 0.10 
19 X D -17 剥片 54 1 SH 21 3.30 2.60 0.90 7.67 
20 X H-2 磨石・敲石 AN 34 11.20 7.20 5.40 560.00 
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2 早期

桜島の火山噴出物である p-11 (約7,400年前， VIb層）という軽石層をはさんで，上下に二

つの時期の遺物他含層が存在する。

(1) 遺構

遺構は集石群がVlll層から 4基， VII層から 8基， VI層から 6基が検出された。ほかに落し穴状遺

構がIX層上面より 6基， Vlll層より 4基， VII層より 2基， VI層より 14基が検出されている。

ア集石遺構

1号集石 (Vlll層）は G-17区で検出された。 10cm前後の角礫が中心で割合は砂岩と安山岩が

半々である。集石の熱破損は少量であるが赤変もみられる。炭化物の集中があり， VII層文化の

集石と推測される。掘り込みは確認、されなかった。

2号集石 Ci'III層）も G-17区で検出された。 9cm前後の角礫が中心で砂岩が主であり，安山

岩も含まれている。集石の熱による赤変が見られ，炭化物粒子があり灰も集中している a VII層

文化の集石と推測される。掘り込みは確認されなかった。

3号集石 Ci'III層）は I-1区で検出された。円礫・亜角礫の安山岩が主体で，砂岩も混じる。

礫は熱により赤変もしくは黒く焼けている。埋士はVlll層黒色土のようであるが，相当する時期

の遺物は周囲で検出されなかった。炭化物粒子が若干見られたが焼土は検出されなかった。掘

り込みがあり，径80cm, 深さ12cm中に27個の礫を検出。ほぼ垂直に掘り込まれ，底面は平坦で

ある。

4り集石 (Vlll層）はE-12屁で検出された。掘り込みの確認はできなかった。 12~13cmの角

礫が点在する形態である。

5号集石 (VII層）は F-2区 ・Pll層下位で検出された。礫は赤変しているものが多く，炭

化物も少量確認された。掘り込みは確認されなかった。垂直に立ち上がる台状の上の上に比較

的集中した形態である。

6号集石 (VII層）は F-13区で検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 14~15cmの

角礫を中心に38個の礫が点在する。

7号集石 (VII層）はD-10区で検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 6cm以下の

比較的小さな18個の石が点在する形態である。

8号集石 (VII層）は F-2区で検出された。層が反転しており詳細は確認できなかった。

9号集石 (VII層）は G-2区 ・Pll層下位で検出された。ほとんどの礫が熱のため赤変して

おり， 11号集石と比較すると安山岩が多い。 15cm前後の角礫を中心に 2m四方の範囲に散在し

た形態である。

10号集石 (VII 層）は G-3 屈で検出された。安山岩• 砂岩共にあり，赤変している。上部に

は少鼠であるが炭化物が確認された。下部にも確認できた。また，中心では楕円押型文の土器

の口緑部が，西端では長径35cmの石皿状の平石が確認された。関連性については明確でない。

11号集石 (VII 層）は F-2 屁で検出された。こぶし大の安山岩• 砂岩共にあり，よく焼けて

赤変したものやはじけたもの，すすが付着したものなどが多く，炭化物を含み周囲にも若干広
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がっている。ある程度礫をのぞいた後で掘り込みを検出し，径は長軸53cm・ 短軸41cm・ 深さ 9

cmであった。また，掘り込みの近くでも赤変したりすすが付着した10cm以上の大きな安山岩の

集石が確認された。

12号集石 (VII層）は12トレンチより検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 10cm前

後の角礫を中心に70cm四方に38個の礫が集中している形態である。

13号集石 (VI層）は I-2区で検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 17~18cmの

平石 3枚と 10cm前後の角礫 8個で形成された比較的小さい形態である。

14号集石 (VI層）は I-2にで検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 50cm四方に

10個前後の礫が点在している。

15号集石 (VI層）はH-1区で検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 14~15cm前

後の角礫を中心に13個の礫が点在する形態である。

16号集石 (VI層）はH-1区で検出された。ほとんどの礫が熱のため赤変若しくはすすの付

着が認められた。掘り込み等の確認はできなかった。比較的まとまった形態をしている。

17号集石 (VI層）はG-4区で検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 20cmの角礫

を中心に大小38個の礫が集中する一方で12~15cmの角礫が1.5~ 2 m離れて点在する形態であ

る。

18号集石 (VI層）はH-4区で検出された。掘り込み等の確認はできなかった。 2X4mの

細長い範囲に大小93個の礫が散在する形態である。
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イ 落し穴状遺構

1号落し穴状遣構 (IX層）は E-19区で検出された。

上面プランは不定形で検出ラインの長軸が145cm, 短軸が46cm, 底面の長軸が117cm, 短軸が

41cm, 深さが27cmである。

2号落し穴状遺構 (IX層）は C-20屁で検出された。

I・ 前面プランは不定形で検出ラインの長軸が90cm, 短軸が60cm, 長軸と短軸の比率が約 3: 1 

と他の落し穴状遺構に比べかなり縦長である。底面の長軸が73cm, 短軸が48cm, 深さが30cmで

ある。埋土底部は粘質が強い茶褐色士で粒子が非常に細かく，また上部はVlII層土に少鼠の P-

11パミスが混入したような黒色士が流入したように見えるので，時期的には p-11堆積以前の

時代と思われる。

3号落し穴状逍構 (IX層）は G-2区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸が78cm, 短軸が48cm, 底面の長軸が54cm, 短軸

が40cm, 深さが12cmである。埋t底部は粘質が弱いアカホヤが少し混じっており，時期的には

鬼界カルデラ噴出以前の時代と思われる。

4号洛し穴状遺構 (IX層）はD-9区で検出された。

上面プランは楕円形で検出ラインの長軸が93cm, 短軸が75cm, 底面の長軸が80cm, 短軸が55

cm, 深さが40cmである。埋土底部は粘質の強いVI層.VII層より暗 <'VlII層より明るい黒褐色士

で黄色パミスが混じっている。時期的には P-11堆積よりかなり以前の時代と思われる。

5号落し穴状遣構 (IX層）はF-4区で検出された。

上血プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸が97cm, 短軸が55cm, 底面の長軸が81cm, 短軸

が43cm, 深さが56cmである。底部には 2基のピットがあり，その大きさはそれぞれ径24cmと深

さ33cm, 径22cmと深さ42cmである。

6号落し穴状遺構 (IX層）は G-8区で検出された。

上面プランはほぽ円形で検出ラインの長軸90cm, 短軸82cm, 底面の長軸が75cm, 短軸が70cm,

深さ35cmである。底部にはピットが 1基あり，その大きさは径36cm, 深さ34cmである。埋土が

複雑に堆積しており，時期についてははっきりしない。

7号落し穴状遺構 (VlII層）はF-6区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸97cm, 短軸65cm, 底面の長軸が86cm, 短軸が56

cm, 深さ19cmである。埋上の大半にアカホヤのブロックが混じっており，底部にはさらに薩摩

火山灰が見られる。時期的には鬼界カルデラ堆積以前と思われる。

8号洛し穴状遺構 (VlII層）はF-3区で検出された。

上面プランは楕円形で検出ラインの長軸110cm, 短軸64cm, 底面の長軸が86cm, 短軸が63cm,

深さ25cmである。埋土の大半は粘質の弱いV~VIIIが混ざり，人工的に埋められた可能性もある。

(VII層士はわずか）時期としては鬼界カルデラ堆積前の時代と思われる。

9号落し穴状遺構 (VlII層）は I-19区で検出された。

上面プランはほほ長方形で検出ラインの長軸131cm, 短軸63cm, 底面の長軸が126cm, 短軸が

54cm, 深さ17cmである。埋土の底部はアカホヤ火山灰の火砕流であり，時期としては鬼界カル
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デラの堆積直前かそれに近い時期と思われる。

10号落し穴状遺構 (VIII層）は I-6厄で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸100cm, 短軸63cm, 底面の長軸が79cm, 短軸が

52cm, 深さ41cmである。埋土底部は黄色パミスが混じる黒褐色土で，上部はアカホヤニ次堆積

土である。アカホヤ堆積と混じりながら堆積したと思われる。時期としては鬼界カルデラの堆

積前の時期と思われる。

11号洛し穴状遺構 (VII層）は J-20区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸129cm, 短軸69cm, 底面の長軸が125cm, 短軸が

60cm, 深さが38cmである。底面にピットが二基あり，その大きさはそれぞれ径21cm, 深さ72cm

と径21cm, 深さ38cmである。

12号落し穴状遺構 (VII層）は F•G-3 区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸98cm, 短軸54cm, 底面の長軸が73cm, 短軸が47

cm, 深さ38cmである。底面にピットが三基あり，その大きさはそれぞれ径15cm, 深さ 9cm, 径

13cm, 深さ34cm, 径 8cm, 深さ 42cmである。埋土は大半がアカホヤ土であるが，中に VI~IX層

のブロックが混じっていることから自然流人堆積したものとは考えにくく，人為的に埋められ

たものではないかと思われる。時期の判断も難しい。

13号落し穴状遣構 (VI層）はF-10区で検出された。

上面プランは楕円形で検出ラインの長軸95cm, 短軸77cm, 底面の長軸が85cm, 短軸が65cm,

深さ74cmである。埋十＾の中部から下部分はほとんどアカホヤ火山灰の小ブロックが混入してい

る。時期としては鬼界カルデラ噴出前の比較的近い時期と思われる。

14号落し穴状遺構 (VI層）はE-13厄で検出された。

上面プランは楕円形で検出ラインの長軸89cm, 短軸70cm, 底面の長軸が81cm, 短軸が64cm,

深さ46cmである。底部にピットが一基あり，その大きさは径31cm, 深さ30cmである。埋tは複

雑に堆積しており，時期の確認は難しい。

15号落し穴状逍構 (VI層）はG-6区で検出された。

上面プランは細長楕円形で検出ラインの長軸171cm, 短軸59cm, 底面の長軸159cm, 短軸50cm,

深さ50cmである。底部埋土にアカホヤが多く混在する暗橙茶褐色上が見られ，中部にはアカホ

ャのブロックも見られる。御池軽石とアカホヤ火山）火のパミスが混在する層も見られることか

ら，人為的に埋められた可能性があり時期の判断は難しい。

16号落し穴状遺構 (VI層）は I-17区で検出された。

上面プランは楕円形で検出ラインの長軸137cm, 短軸62cm, 底面の長軸108cm, 短軸51cm, 深

さ78cmである。埋土は黄色軽石を含む明黄褐色土であるが線引きが不能で，時期の判断は難し

し'o

17号落し穴状遺構 (v1a層）は J-2区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸99cm, 短軸57cm, 底面の長軸78cm, 短軸60cm,

深さ53cmである。埋土の人半はアカホヤのて次堆積tにp-11が混じっている。底部には黒色

土が堆積しているが，時期を判断することは難しい。
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18号落し穴状遺構 (VIa層）はG-20区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸137cm, 短軸61cm, 底面の長軸115cm, 短軸43cm,

深さ120cmである。埋士の大半はアカホヤの堆積十．で軽石を含んでいることから鬼界カルデラ

堆積時に流人した可能性もある。上部は御池軽石であり完全に埋まる前に堆積しているので，

時期としてはアカホヤ堆積前の時期に近いと思われる。

19号落し穴状遺構 (VIa層）はH-7区で検出された。

上血プランは細長楕円形で検出ラインの長軸115cm, 短軸60cm, 底面の長軸80cm, 短軸48cm,

深さ68cmである。埋土の底部は X層.XI層の腐植したような土が堆積している。またその上部

はすべてアカホヤの堆積土で，埋士全休に10~30mmのかなり大きいパミスを含んでいることか

ら，鬼界カルデラ堆積時に流入した可能性もある。

20号洛し穴状遺構 (VIa層）は J-5区で検出された。

上面プランは不定形で検出ラインの長軸83cm, 短軸70cm, 底面の長軸97cm, 短軸97cm, 深さ

64cmである。埋土はすべて黄色パミスが混じるアカホヤの二次堆積上で，遺構上部にはアカホ

ヤ火山灰の層も見られることから時期としては鬼界カルデラ噴出直前に近い時期と思われる。

21号落し穴状遺構 (VIa層）はH-5区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸101cm, 短軸54cm, 底面の長軸88cm, 短軸50cm,

深さ54cmである。埋士はほほアカホヤの二次堆積土と思われるが. 10mm程度のパミスを含んで

いることから，鬼界カルデラ堆積時に流人した可能性もある。また，底部に腐植化した P-11

のような層があり，時期としては鬼界カルデラ堆積直前の時期と思われるっ

22号落し穴状遺構 (VIa層）は J-4屁で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸97cm, 短軸55cm, 底面の長軸88cm, 短軸46cm,

深さが61cmである。埋士の大半がアカホヤの一．次堆積士のようであるが，中部の層に10~20mm

の黄色パミスが混人していることや底部の黒色士にもアカホヤが況じっていることから，アカ

ホヤ堆積時に流入した可能性もある。時期としては鬼界カルデラ堆積直前の時期に近いと思わ

れる。

23号落し穴状遺構 (VIa層）は J-4区で検出された。

上面プランは隅丸長力形で検出ラインの長軸86cm, 短軸56cm, 底面の長軸67cm, 短軸62cm,

深さ60cmである。埋士の大半がアカホヤの二次堆積土であるが，層全体にわたり P-11を多く

含んでいるので人為的に埋められた可能性もある。

24号洛し穴状遺構 (VIa層）は I-3区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸82cm, 短軸58cm, 底面の長軸85cm, 短軸59cm,

深さ90cmである。埋士中部にp-11が多く混じる VI層の流人堆積土が見られ，また上部はアカ

ホヤの二次堆積土である。時期としては74,000年前の桜島噴火後の時期に近いと思われる。

25号落し穴状遺構 (VIa層）はH-3区で検出された。

t血プランは楕円形で検出ラインの長軸98cm, 短軸79cm, 底面の長軸87cm, 短軸75cm, 深さ

52cmである。底面中心には径35cm, 深さ43cmの十．坑がある。埋上は底部ほど複雑に堆桔し，時

期の判断は難しい。
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26号落し穴状遺構 (VIa層）はH-3区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸114cm, 短軸62cm, 底面の長軸62cm, 短軸61cm,

深さ77cmである。遺構の形状がこれまでのものと比較してはっきりせず，埋土はアカホヤブ

ロックや P-11が混人した流人土と見られるため，時期の判断が難しい。
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1 サソマアカホヤの抒 20血程のプロック

2 1が茶喝色に濁る 黙色ブロックがある

、 長

ーロロニ
]二言

4号落し穴状遺構図 5号落し穴状遺構図

1 暗褐色J: 粘質弱い

2 黒褐色Jc 黄色パミス混

線引き不能
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1 2m 

丁 I I I I .. I I 

第24図 縄文時代VI・VII層落し穴状遺構(1)
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1 黄褐色土

2 濁灰褐色-t.
3 濁灰褐色t
4 暗黄褐色士

5 暗黄褐色f::

6 黄褐色七

7 濁灰褐和t
8 黄褐色土

9 暗茶褐色土

I 黒色士と橙色が混じる

2 明橙色であり，アカホヤのプロック混

3 2と同じ。径 10mm程の黄い色や橙色

のパミス混

4 3とサツマが混じっている

5 黒色と橙色が混じっているが， 1より

も橙色が強い
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一入
7号落し穴状遺構図

8号落し穴状遺構図
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L~37_8.2畑

ーニニ三主・ ··~· 
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1 V層プロック (3=), 黄色・

白色・灰色バミス

2 1の方が灰色を呈し，黄色 ・fl
色・褐色パミス多い

3 1よりも暗く，黒掲色を呈する

4 1・2よりも橙色強い

長

9号落し穴状遺構図 10号落し穴状遺構隣

1 御池火山灰の軽石

2 アカホヤ火山灰の火砕流 1 アカホヤニ次

2 馬褐色土，黄色パミス混じる
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00 

ロ!:1_0~]1"号落し状遺構図 ：黄；埋色［［土

｀ ぃw "号落し穴状遺構図 ~~ 三,;号落し穴状遺構図

1 n橙色土

2 1と同じ， より白橙色をした

部分は見られない

3 '行白椅色土

4 '音白橙色十

5 灰褐色L

6 灰褐和十

7 暗白橙色土

8 灰褐色土

9 黒褐色t

12号落し穴状遺構図

1 橙褐色層 粘質は弱く．しまる

2 Iよりも黒っぼい，

3 I Iこにるが．ふかふかしている

1 黄褐色上淡茶褐色七まだらに入る

2 黄褐色上

3 黄褐色｝ 黙色士の細かいプロック混

4 黄褐色土

5 黄褐色し黙褐色土の混同

6 淡茶褐色 I

0 1 2m 
I"丁 -1,,,, l ---,---t- I , I I 

7 給褐色l

8 貨褐色 I

9 淡褐色-'

第25図 縄文時代VI・VII層落し穴状遺構(2)
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15号落し穴状遺構図
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18号落し穴状遺構図
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暗黄褐色 細粒軽石混，硬質上

黄褐色 細粒軽石混，硬質七

2と4の混在

暗黄橙色士 (IV層と混在），やや軟質

暗黄橙色i(軽；；；を含む）．やや軟質

暗褐色上軟質

16号落し穴状遺構殴

5 
N 

~I' r 
1 明黄褐色七 黄色軽石を含む

1線引不能）

□言三二
20号落し穴状遺構屎

1 橙褐色土 黄色パミス少量混じる

アカホヤて次堆積士

゜

~I E 

二《□／〉1:
し=379.堕m'ロ/ . 

19号落し穴状遺構図

XI~XI 

---・ —• ―------

ロ〗［ニ
ご L=37望加
言＼，—に

YI 

バ
―-・---

---・-

1 御池火山灰

2 椿褐色士

アカホヤ 2次

3 橙褐色土に黒褐色

士が混じる

22号落し穴状遺構図

第26図 縄文時代VI・VII層落し穴状遺構(3)
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23号落し穴状遺構図

1 橙褐色土

2 灰色t
1と同じ

1に黒色土が混じる

@I 
E --=-::: 竺＝ニ

.:~;〗遺構図
1 橙褐色土• V'層土

2 暗橙褐色L

Via 1 黄褐色I_

題 b' 貨褐色士

~I 3 黄褐色十 粘質も強い

4 暗茶喝色粘質預く

しまっている

5 黒褐色rIX層

6 弱黒褐色十

7 黒喝色土

XI 
． ,--

8 3と同じだがしまりが

なく，やわらかい

25号落し穴状追構図

2m 

1 淡黄灰褐色土 P 1 1パミス混

2 暗／火褐色土 P 11パミスやや多い

アカホヤプロック混入

3 黒褐色上

第27図 縄文時代VI・VIl層落し穴状遺構(4)

第 4表縄文時代早期落し穴状遺構観察表

遺構一覧表
検出面

時期検出区
検出面 底面

備 考
（層） 平面プラン長軸短軸深さ 長軸短軸口2号落し穴状遺構 IX 早期 E -19 不定形 145 46 27 117 41 

落し穴状遺構 IX 早期 C -20 不定形 90 60 30 73 48 
3号落し穴状遺構 IX 早期 G-2 隅丸長方形 78 48 12 54 40 
4号落し穴状遺構 IX 早期 D-9 楕円形 93 75 40 80 55 
5号落し穴状遺構 IX 早期 F-4 隅丸長方形 97 55 56 81 43 逆茂木 2-10, 18 -19, 46 
6号落し穴状遺構 IX 早期 G-8 円形 90 82 35 75 70 逆茂木 1-26-32 

7号落し穴状遺構 VIll 早期 F-6 隅丸長方形 97 65 19 86 56 
8号落し穴状遺構 VID 早期 F-3 楕円形 llO 64 25 86 63 

9号号落落しし穴状遺構 VID 早期 I -19 長方形 131 63 17 126 54 

「10 穴状遺構 VIII 早期 I -6 隅丸長方形 99 62 30 80 51 
11号落し穴状遺構 i'll 早期 J -20 隅丸長方形 129 69 38 125 60 逆茂木?Z -20, zo-72, 38 
12号落し穴状遺構 1'11 早期 F•G- 3 桁円形 98 54 38 73 47 逆茂木 Z-14,7-33, 42 
13号落し穴状遺構 VI 早期 F -10 楕1-Y形 95 77 74 85 65 
14号落し穴状遺構 VI 早期 E -13 楕円形 89 70 46 81 64 逆茂木 1-32-32 
15号落し穴状遺構 VI 早期 G-6 長楕円形 171 59 50 159 50 埋土サンプル

16号落し穴状遺構 VI 早期 I -17 楕円形 137 62 78 108 51 
17号落し穴状遺構 VI a 早期 J -2 隅丸長方形 99 57 53 78 60 ェ19号瑾落 し穴状遺構

¥/Ia 単期 G -20 隅丸長方形 137 61 120 115 43 
し穴状遺構 VI a 早期 H-7 楕円形 115 60 68 80 48 逆茂木 2-12, 13 -43, 28 

20号落し穴状遺構 VI a 早期 J -5 不定形 83 70 64 97 97 
21号落し穴状遺構 Via 早期 H-5 隅丸長方形 101 54 54 88 50 逆茂木 1-7 -18 
22号落し穴状遺構 ¥Ila 早期 J -,1 隅丸長方形 97 55 61 88 46 逆茂木 1-10-23 

23号落し穴状遺構 VI a 早期 T -4 隅丸長方形 86 56 60 67 62 
24号落し穴状遺構 VI a 早期 I -3 i隅丸長方形 82 58 90 85 59 

25号落し穴状遺遺構構― I I Vi.a . 早期 H-3 楕円形 98 79 52 87 75 逆茂木 1-35-44 

26号落し穴状 Via 早期 H-3 隅丸長方形 114 62 77 62 61 逆茂木 1-7 -22 
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(2) 遺物

VII層からは貝殻文円筒形土器・手向山式土辟・桑ノ丸 3類土器・ 下剥峰式土器や石鏃・ スクレ

イパー等が出士した。またVIa層からは塞ノ神式土器や石鏃．磨石・石斧等が出土した。

土器

ア I類土器（第29図 No.21 ~25) 

貝殻文を施した一群を一括して取り扱っている。 21は口縁部及び胴部上半である。 F-2[><:

のVII層上面で出士した。口縁部と胴部までの部位である。器壁の平均は約10mm,原い部分で13

mmである。口縁端部は直に立ち上がる。器面は口縁部に平行して胴部中位まで貝殻腹縁による

条線文が施文されている。また，下部には縦施文も確認できる。胎土は細かいが石が混じって

おり，内面はナデて什卜＾げている。胴部下位及び底部は出士していない。 22~24はそれぞれ胴

部上位である。 22と24は I-6枢で， 23は I-5区の刊層で出土した。 22は内弯しており， 23

と24は縦位条痕である。 25は底部と腸部下半である。 I-5区の珊層上面で出上した。底部は

平底，胴部は円筒形で底径は134mmである。胴部には縦に浅く貝殻条痕文が施されている。胎

土は砂質で 1mm前後の粒が見られる。内面はナデて仕上げている。胴部上位及び口縁部は出士

していない。

イ 1I類上器（第29図，第30図 No.26~34) 

26~34の9点とも器面は明瞭な貝殻刺突文で仕上げている。すべて F-2区の＂層で出七し

た。 26~30はD縁部で，すべてわずかに内弯する。口唇部はすべて丁寧にナデられて形を整え

られ，厚さは12~14mmである。 28と29は二種類の刺突文が縦に施され， 28の内雁はヘラのよう

な工具でナデられている。 30は内面をヘラ状上具でナデられ，外面は貝殻刺突文が口縁部から

縦に，途中から横さらにその下部では斜めに施されている。 26と27は同じ士器と推測され，内

面外面共にすすが付着している。エ具等は不明であるが，内血はT寧にナデて仕上げられてい

る。貝殻によるものと、思われる刺突文が口縁部から縦に施されている。 31~34は胴部ですべて

わずかに内弯する。 32は貝殻刺突文が斜位に施され， V型の文様になっている。表面には使用

痕があり，すすが付着している。表面の一部が欠けているが，内面外面共にナデられ仕上げて

いる。 33は貝殻刺突文が横位及び斜位に施され，斜位の文様は放射線状に広がる。内面はヘラ

のような工具でナデられている。 34は貝殻刺突文が上部は横にその下部は斜位に施され， V型

の文様になっている。内面は削られたあと，丁寧なナデが施されている。 31も同じく貝殻刺突

文が斜位に施され， v肌の文様になっている。内面外面共にナデられ仕上げている。 31~34は

原さが 9~14mmである。

ウ 皿類士器（第30図 No.35)

35は唯一復元できた土器である。 I-6区珊層で出士した。口径は長径13.9cm, 短径13.1cm, 

器高18.7cmである。器墜は約 1cm, 胎土は細かく石英，角閃石の他細礫を含んでいる。調整は

良好でLI唇部から胴部外面上部にすすの付着が見られる。器形は口縁部がやや内弯し，両端へ

山形にせり上がり二箇所に瘤状突起をもっている。文様は胴部全体に横位の貝殻腹縁文がやや

平行して施されている。
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ェ w類上器 1 (第30図，第31図 No.36~55) 

押型文を施文した一群を一括して取り扱っている。文様としては，山形と楕円形に区分され

る。 53は楕円文の他に一部貝殻条痕文が見られる。 47だけが貝殻腹縁文が施されている。 36~

38・52はn縁部で36・38は外面に楕円形押刑文が施され， 37はさらに内面にまで及んでいる。

52は文様は見られないが，内外面ともに丁寧にナデられている。口唇部が確認できるものはヘ

ラ状のエ具で削られた後にナデて仕上げてある。また，すべて内面あるいは外面にすすが付着

し使用痕が見られる。

39~55・47~50・53の12個は胴部で中央下部より弯曲しているが，接合資料の不足により復

元することが困難なため，部位についての推定ができないものが多い。内面にヘラ状工具類を

用いてナデられているものが多く見られる。

46・51・54・55は底部で46と51は上げ底気味の平底である。底径は46が8.4cm, 51が6.4cm,

54が8.0cm, 55が66cmである。 46・51・55はそれぞれ内面に使用痕（すす）が見られる。

ォ w類土器 2 (第32図 No.56~60) 

4類土器類と同じ系統の土器であるが，器面は変形撚糸文で仕上げている。 5点とも胴部資

料で，！厚さは 9~12mmである。 60は口縁部に近い部分と思われ，口唇部に向かうにつれて外側

に広がっている。内面はT寧にナデて仕上げられている。 57・58は内面をヘラのようなT具で

削られたあと，ナデられている。外面の一部に摩耗が激しい箇所がある。

ヵ v類上器（第32図 No.61・62) 

61は口縁部で文様はみられないが，内外面ともに丁寧にナデられている。 62は胴部で厚さが

約 5mmとやや薄く，貝殻刺突紋が横位に施されて外面は一部摩耗が激しい。内面は丁寧にナデ

られている。

キ M類t器 1 (第32図 No.63~71)

撚糸文の1ごから沈線文を施している特徴を指摘できる。内面はすべてナデられ，外面も同じ

ように施されているものもある。器壁は 7~ 9mmである。 63~66は口縁部で口唇部にも沈線文

が見られる。 64と66の外面にはすすが付着している。 67~69は胴部で外面内面ともにナデられ，

使用痕とみられるすすが付着している。 70・71は底部壁面の一部であるが，接合資料の不足に

より底径等の正確な情報は求められなかった。

ク ¥'I類上器 2 (第32図，第33図 No.72~79) 

胴部上半が内弯した後，口縁部に向かい狭まっていく壺形土器である。文様は口縁部と口縁

部・頸部境に微隆起線文が見られる。微隆起線文は 1本の幅が約 2mmでそれぞれ刻みが加えら

れており，約 3mmほど間隔を取りながら 3もしくは 4本並べて口縁部器辮に不規則に施されて

いる。また，口縁部・頸部境の微隆起線文は，口縁に平行になるように 1本の線を螺旋状に飾

り， 79にはその開始した部分が確認できる。厚さは約 5mmと薄く，口径・器底は接合資料の不

足により，復元が困難なため確認できない。内面には使用痕と思われるすすの付着が確認でき

る。

ヶ ¥111類土器（第33図 No.80~84) 

81だけが貝殻刺突文であり，残りは貝殻条痕文である。 80・81は口縁部で，口唇部には貝殻
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によるものと思われる沈線文が見られる。内面はT寧にナデて什上げていて，外面にはすすが

付着している。 84は服部上位と推測され，横位波形と縦位の貝殻条痕文に竹管文が施されてい

る。外面内面ともにすすが付着している。胴部は外面内面ともに丁寧にナデられ，使用痕と見

られるすすが付着している。全体的に胎士は細かく，焼成もよい。

コ Vlll類土器（第33図 No.85) 

器壁は 8mm前後で，内面はヘラのようなもので削った痕が見られる。底径は6.8cmで口径は

接合資料の不足により推定できない。土器下半部分しか復元できず，外面に文様等は確認でき

ない。胎土は荒く，粒が肉眼でも確認できる。外面内面ともに使用痕と見られるすすが付着し

ている。
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第29図 縄文時代VI・VII層出土土器(1)
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第30図 縄文時代VI・Vll層出土土器(2)
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第32図 縄文時代VI・Vll層出土土器(4)
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第 5表縄文時代早期土器観察表
番号化上区層位 部位 胎土 焼成 内面色調 外面色調 内面器血調整 外面器面調整 実測番号

円筒形条痕
21 F -2 W □縁船，-桐-宵計-位石•長・角，細礫 良-浅黄橙色 灰白色 ナデ 日縁蔀に平行して貝殻腹縁による条線文 すす付着 135 
22 I -6 VII 胴部 石• 長・角・細礫 良 黒掲色 にぶい赤橙色 ナデ 貝殻条痕文 内弯 122 
23 I -5 VII 胴部 石• 長・角・細礫 良 にぶい赤橙色 橙色 すす付着 貝殻条痕文縦位 132 
24 I -6 w 胴部 石• 長・角・細礫 良 明赤褐色 橙色 ナデ？ 貝殻条痕文縦位 129 
25 I -5 VII 底部，胴部下位 石・De・角・細礫 良 橙色 橙色 ナデ 底面径13.4cm,縦貝殻条痕文，磨耗して文様がはっきりしない 111 

桑ノ丸 3類

26 F-2 VII r1縁部 石•長・細礫 良 にぶい赤褐色 灰黄褐色 ナデ 日縁部わずかに内弯 貝殻刺突文縦位すす全休付着 108 
27 F-2 VII 口縁部 石• 長・細礫 良 叫赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ IJ縁部わすかに内弯貝殻刺突文縦位すす令体付着 105 
28 F-2 VII IJ縁部 石• 長・細礫 良 明赤褐色 明赤褐色 ナデ U縁部わずかに内弯 貝殻刺突文縦位すす付着 102 
29 F-2 VII 口縁部 石• 長・細礫 良 明赤褐色 明赤褐色 ナデ 口縁部わずかに内弯貝殻刺突文縦位 すす付着 100 
30 F-2 VII 口緑龍桐謡上位 石・長・細礫 良 赤褐色 明赤褐色 ヘフナデ t1縁部わずかに内弯 貝殻剌突文 上1立より1順に縦，梢，斜位 104 

, 31 -F-2 VII 胴部 石・長・細礫 良 にぶい赤褐色 明赤褐色 ナデ 貝殻刺突文 107 
32 ,F -2 VII 胴部 石• 長・細礫 良 にぶい赤褐色 にぶい赤橙色 ナデ 貝殻刺突文横・斜位ナデ使用痕（すす） 9G 

戸34—}F '-2 
＼間 胴部 石• 長・細礫 良 褐色 橙色 ナデ 貝殻刺突文 101 

-2 ,n 胴部 石・長・細礫 良 にぶい赤橙色 明赤褐色 ケズリ→ていねいなナデ 貝殻刺突文方向不定すす付着 106 
手向111

36 G -3 ¥fl I口縁部 石• 長・細礫 良 黒褐色 にぶい赤褐色 押邸文 外弯押型文（楕円文） すす付着 83 
37 E -3 V11 「1縁部 ,Ii . 長・角・細礫 良 灰黄色 淡黄色 外弯ていねいなナテ タに弯 押型文（楕円文） すす付着 86 
38 G -2 VII 口緑部 石•長・細礫 良 にぶい黄橙色 灰褐色 ナデ i外弯押型文（楕円文） すす付着 68 
39 ,E -3 ¥IJI m叫部 石• 長・角・細礫 良 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ていねいなナデ押制文（楕円文） すす付着 ナデ？ 69 
10 G-3 w 胴部上位 石• 長・細礫 良 黒褐色 にぶい橙色 ていねいなナデすす付着押型文（楕円文） すす付着 85 
41 G -4 ＼川 胴部 石• 長・細礫 良 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ I押型文（楕円文？） かなり摩耗 すす付着 67 
42 G-2 ＼川 胴部 石・艮• 角・細礫 良 にぶい黄橙色 橙色 ナデ 押型文（楕円文） かなり摩耗 71 
43 G-3 \~ 胴部 石•長・角 良 灰黄色 にぶい黄椋色 ナデ 押型文（楕円文） かなり摩耗 ナデ 74 
44 F-2 ¥TI 胴部 ,f-j. 長・角・細礫 良 にぶい黄橙色 橙色 押型文（楕円文） 77 
45 E-2 ¥TI 胴部 ,{-j. 長• 角・細礫 良 灰白色 浅黄橙色 ナデ 押型文（楕円文） 70 
46 E-3 珊 塵部，胴部下位 石• 長・角・細礫 良 仄黄色 浅黄橙色 ナデ平底 押型文（楕円文） 89 

手向1l1 (山形）

47 H-1 \~ 胴部 石• 長・角・細礫 良 黒褐色 にぶい黄橙色ナデ ナデ貝殻腹縁文 ーロ
48 F-3 ,~ 胴部 石• 長・細礫 良 明赤褐色 にぶい赤褐色 lナデ 山形押型文 すす付着 64 
49 F -12 ,~ 胴部卜位 仁i・ 長・細礫 良 にぶい掲色 にぶい赤褐色＇ 山形押朋文 内弯 部ナデら］、き跡あり 66 
50 G -1 ¥TI 胴部 石• 長・莉・細礫 良 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色！ 山形押型文 ナデすす付着 65 
51 F -12 \~ 底部桐部卜位 石・長・細礫 良 にぶい赤褐色 赤褐色 ！平底 山形押型文ナデ 80 

手向山（無文平行楕円）

sz F-2 珊 口縁部 {i. 長・角・細礫 良 灰黄色 灰黄色 ていねいなナデすす付沿 外弯 ていねいなナデすす付着 115 
53 F-2 ¥TI 胴部 石• 長・角・細礫 良 灰黄褐色 にぶい黄橙色 ていねいなナデ わずかに内弯 貝殻 J条痕文 87 
54 F-2 VI 底部 石• 長・角・細礫 良 明赤褐色 橙色 平底 88 
55 F-2 ¥TI 底部 石• 長・角・細礫 良 黄灰色 橙色 すす付着 平底 90 

手向山（変形撚糸紋）

56 F-2 珊 胴部 石• 長・角・細礫 良 明赤褐色 暗赤褐色 ナデ 変形撚糸文ナデ 92 
57 G -1 珊 刷部 石• 長・角・紐礫 良 赤褐色 赤褐色 ヘラケズリ 一部変形撚糸文 摩耗が激しい ナデ 94 
58 G -1 珊 胴部 石• 長・角・紐礫 良 にぶい黄橙色 赤褐色 ヘフケズリ 変形撚糸文ナデ？ 93 
59 E -3 ¥間胴部 石• 長・角・細礫 良 橙色 にぶい橙色 ナデ 変形撚糸文ナデ 91 

'60 --G -1 ,n 胴部上位 石• 長・角・細礫 良 にぶい赤橙色 明赤褐色 ていねいなナデ 変形撚糸文ナデ 110 
平桁

61 F -4 ¥T n緑部 ,h . 長・月・細礫良 にぶい黄橙色灰黄色 ていねいなナデ 外弯 ていねいなナデすす付着 117 
62 F -6 ¥ll 胴部 石• 長・細礫良灰黄褐色 にぶい褐色ナデ 貝殻刺突文横位ナデ 109 

塞ノ神A

63 1 T 11緑蹄 l」唇部 u・ 長・角・細礫 良 灰褐色 褐灰色 ナデ 沈線文 口唇部にも沈線文あり 32 
64 H -1 VI 日緑部 ［）唇部 石•長・角 良 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 沈線文撚糸文 口唇部にも沈線文あり 26 
65 訂— l ,n 日緑部日唇部 石・艮・角・紐礫 良 にぶい黄橙色 にぶい橙色 ナデ 沈線文撚糸文 口唇部にも沈線文あり 28 
66 H-1 VI 口縁部 石• 長・角・細礫 良 にぶい橙色 橙色 ヘラItずり ・ヂデ 沈線文撚糸文 25 
67 F-2 \~ 胴部 石•長・角 良 浅黄色 にぶい黄橙色 ナデ 沈線文 140 
68 G-2 \~I 胴部 石• 長・角・細礫 良 iにぶい橙色 橙色 ナデすす付着 沈線文撚糸文 31 
69 F-, \~ 胴部 村・長・角 良にぶい褐色 橙色 ナデ 沈線文撚糸文 29 
70 J -l VI 胴部下位 石•長・角 良灰黄褐色 柁色 すす1寸静 ナデ 48 
71 J -1 VI 胴部下位 石• 長・角・細礫 良灰黄褐色 橙色 すす付着 ナデ 72 

塞ノ神A(壺型）

72 H-6 1n 頸部 石•長―• 角 良 灰色 浅黄橙色 ていねいなナデすす付着 微隆起線文 .. 123 
'73 ... 

H-5 vn 頸部 ti . 長・角・紺礫 良 にぶい黄橙色 橙色 ていねいなナデ 微隆起線文 113 
74 H-5 ¥TI 頸部 ,b . 長・角 良 灰色 橙色 ていねいなナデ 微隆起線文 121 
75 H-5 ¥1 胴部 ,b . 長・角 良 にぶい黄橙色 浅黄橙色 ていねいなナデ 微隆起線文 111 
76 H-6 \~ 胴部 石•長・角 良 にぶい黄橙色 浅黄杓色 ていねいなナデ 微隆起線文 112 
77 H-5 VI 頸部 石• 長・角 良 浅黄橙色 淡橙色 ていねいなナデ 微隆起線文 120 
78 H -6 

＂ 
桐部 石• 長・角 良 灰オリーブ色 戸浅ぷい橙色 ていねいなナデ ていねいなナデ 138 

三且―::-5 \]胴部上位，扇扁石• 長・角 良 にぶい黄橙色 黄橙色 ていねいなナデすす1寸着 微隆起線文 _I 130 
塞ノ神B

80 F-2 ＼冊 日緑部日唇菰 石• 長・角・細礫 良 にぶい橙色 橙色 ヘラけずり ナデ 貝殻条痕文 ナデ？ 口唇部にも貝殻条痕文 I 35 
81 E-4 vT 口縁部 石• 長・角・細礫 良 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 且殻刺突文ナデ？ 127 
82 F-2 w 胴部 い•長・角 良 浅黄色 黒褐色 ナデ'/ 貝殻条痕文刺突文 , 34 

83 E-3 

＂ 
胴部 石• 長・角・細礫 良 にぶい黄橙色 灰黄褐色 ていねいなナデ 貝殻条痕文 lfi7 

84 I -1 ¥n I胴部上位 石• 長・角・細礫 良 にぶい橙色 栓色 ナデすす付着 貝殻条痕文縦位・横波型 竹管文 27 
貝殻条痕（右凩世）

85 G-4 \1 底部，胴部石•長・角・細礫良にぶい橙色橙色 すす付着 すす付着 119 
不明（中期）

182 F -12 IV 底部，刷部下位石，長・角 良灰色 にぶい赤橙色平底 ナデ I 1]8 
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石器

ア石鏃（第34図，第40図，第41図）

V11層から24点.VI層から 9点が出土した。形状は基部が平基式・凹式でそれぞれ正三角形に

近いもの・ニ等辺三角形に近いもの・長幅比の大きく異なるものなどがあるが，形状による分

類が可能である。そこで，基部をもとに I~Ill類に大別し，さらに形状等で a~cに細分した。

また，分類できないものと未製品がVI層からそれぞれ 1点ずつ出土した。

（ア） I -a類（基部が平基式で正三角形に近いもの）

86・87の2点がVII層から出土した。石材はともに玉髄である。 86は先端部及び脚部の一部

が欠損している。断面は表面が丸みを帯びているのに対し，裏面は平坦である。 87は表面裏

面ともに微調整刺離が施され，断面形はレンズ状であり完成品と思われる。

（イ） I -b類（基部が平甚式で不定形のもの）

89の 1点がVII層から出土した。石材は黒曜石 2類であり，脚部の一部が欠損している。調

整剥離は右側面に集中し，断面形はレンズ状である。

（ウ） II -a類（基部が凹基式で切れ込みが浅く，正三角形に近いもの）

88・90~97・121の10点がVII層から出土した。 88・90・91・94が玉髄， 95が安山岩， 97が

黒曜石 1類， 92と93が黒曜石 2A類， 96が黒耀石 5類， 121が黒曜石 6類である。 121以外は

断面形はレンズ状で，側縁部に微調整剥離を施している。 88・90・91・93・95・96・97は脚

部が一部， 94は先端部が欠損している。 91は片脚がやや長めに造られている C 121は左半分

が欠損しており全体がつかめないが，縁部は裏面からの微調整がみられる。

（＼エ） II -b類（基部が凹基式で切れ込みが浅く，二等辺三角形に近いもの）

98~101の4点がVII層から， 144・145の 2点がVI層からそれぞれ出士した。石材はすべて

異なり， 98がチャート， 99が黒曜石 2A類， 100が頁岩， 101が玉髄， 144が安山岩， 145が黒

曜石 3類である。 98・100・101・144の4点は脚部・先端部のいずれかが欠損しているが，

側縁に微調整剥離が施されている。 99は片脚がやや長めに造られ，左側縁部に微調整剥離が

多く施されている。断面形はレンズ状で，すべて完成品に近いと思われる。

（オ〗 II -C類（基部が凹基式で切れ込みが浅く，不定形のもの）

102~104の 3点がVII層から出上した。石材はすべて黒曜石で102が 1類， 103が 2A類，

104が 5類である。いずれも調整剥離が施されているが，左右非対称で特に103と104は側面

からみて扶れている部分がみられる。また103は大きく先端部が欠損している。

ガI Ill-a類（基部が凹基式で切れ込みが深く，正三角形に近いもの）

105の 1点がVII居から出土した。石材は黒曜石 4類で，両縁部に微調整剥離が施され完成

品に近いと思われる。断面形はレンズ状である。

（キ） Ill -b類（基部が凹基式で切れ込みが深く，二等辺三角形に近いもの）

106・107の 2点がVII層から， 146・147の2点がVI層からそれぞれ出土した。石材はすべて

異なり， 106が玉髄， 107が頁岩， 146が黒曜石 2A類， 147がチャートである。 146は先端部，

147は脚部が欠損しているが， 4点とも両縁部に微調整剥離が施されており完成品に近いと思

われる。
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（ク） III -C類（基部が凹基式で切れ込みが深く，長輻比が著しく異なるもの）

108・109の 2点がVII層から， 148~151の4点がVI層からそれぞれ出土した。石材は148が

黒耀石 8類， 149が黒曜石 6類，残りがチャートである。 149が片脚を大きく， 108・148・

150が片脚若しくは片脚と先端部を欠損しているが， 6点とも III-b類と同じく両縁部に微調

整剥離が施されており完成品に近いと思われる。

（ケ） W類（基部がわずかに挟れ，長幅比が著しく畏なるもの）

277の 1点がVI層から出土した。石材は予髄である。完成度が高いものである。

（コ） 未製品

166の 1点がVI層から出土した。石材は玉髄である。

イ スクレイパー（第37図，第42図）

129がVII層から， 174がVI層からそれぞれ出土した。石材は129が頁岩， 174が安山岩である。

129は剥片をそのまま利用したもので身部の両面に剥離面を大きく残している。片側側辺のみ

両面調整によるガ部を形成している。 174も剥片を利用したもので身部の片面に剥離面を残し

ている。両血調整による刃部を形成している。

ウ 微細剥離片石器（第40図）

155がVI層から 1点出土した。石材は玉髄で，自然面を残し片面に調整剥離を施している。

工 加工痕のある剥片（第40図）

160がVI層から 1点出土した。石材は玉髄である。刺片を利用し，片面に調整剥離を施して

いる。

オ石核（第35図）

軋層から 5点が出土した。石材はすべて黒曜石で， 115・117・120が 2A類， 116が 2C類，

119が 5類である。なお， 115・116は残核と判断した。

力原礫（第41図，第42図）

171, 172, 173の3点がVI層から出土した。石材はすべて黒曜石 5類である。打面調整は行

われていない。

キ 加工痕のある剥片（第35図，第36図，第40図，第41固）

VIl層から 4点， vT層から 6点が出土した。石材はVIl層から出土したものでは110・111が黒耀

,ti・2 C類， 112が黒曜石 2A類， 128が玉髄であり， VI層から出士したものでは157が頁岩で，

残りの152・161・162・167・169が玉髄である。 VIl層から出士した 4点はすべて裏面に片面剥

離調整が見られる。 VI層から出士した161・162・169はすべて裏面に片面剥離調整が見られ，

152・157・167は片面に細かい剥離痕が残り， ＾部に両面からの剥離調整が見られる。

ク剥片（第35図，第36図，第40図，第41図）

珊層から 9点， VI層から10点出士した。石材はVIl層から出土したものでは113・114・118が

黒曜石 2A類， 122~127が玉髄の二種類で， VI層から出土したものでは156・170が黒曜石 1類，

159・168が黒曜石 2A類， 163が黒曜石 2C類， 164が黒曜石 8類， 153・154・158・165が玉髄

である。使用痕や調整は見られず，縁辺を使用した結果の痕と見られる。
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ケ磨製石斧（第37図）

131・132の 2点が珊層から出土しfこ使用石材は 2点ともホルンフェルスで，板状の礫索材

を利用している。一次形成の後刃部周辺を集中的に入念な研磨で仕上げている。

コ敲石（第37図，第38図，第42図）

刊層から130・135~137の 4点， VI層から175の 1点が出士した。石材は130のみが砂岩で残

りは安ILI岩である。円礫を利用し，両端部や側面の使用が目立つ。

サ磨石（第37図，第38図，第39図，第42図）

軋層から138・133・134・140・141・142の 6点， VI層から176~178の 3点が出士した。石材

はすべて安山岩である。円礫を利用しているが， 134・138・176の 3点ははっきりした面取り

が見られない。残りの 5点も周辺の 4面が面取りされた石鹸状の存在は見られなかった。なお，

140は正面中央に浅いくぼみが見られ，敲石としても使用されたと思われる。

シ石皿（第38図，第39図）

139・143の 2点が川層から出士した。石材はすべて安山岩である。 139は磨面が緩やかに曲

面をなし，横断面は船底型をなしている。 143は正面観が台形状で，横浙面は長方形を呈して

いる。摩耗の痕跡がはっきりせず，使用した向き等については指摘できない。

第6表 VII・VI層出土石器観察表(1)

挿図 番号 層 出土区 器種 地点No 石材 実測No 最大長(cm) 最大輻(cm) 最大厚(cm) 煎拭 (g)
86 Vil F-2 石鏃 1890 cc 133 1.10+ a l.10+ a 0.30 0.28 
87 VIl F -11 石鏃 2434 cc 101 2.00 2.10 0.30 0.89 
88 

＂ 
F -2 石鏃 1893 cc 132 1.30 1.20 + a 0.30 0.26 

89 w F-2 石鏃 1888 OB2A 125 1.50 1.30 + a 0.60 0.74 
90 VII F -2 石鏃 1837 cc 118 1.40 + a 1.90 0.40 0.85 
91 VII G -2 石鏃 2498 cc 100 1.20 1.20 0.30 0.27 
92 VI[ F-2 石鏃 1878 OB2A 123 1.20 1.30 0.30 0.27 
93 w G-2 石鏃 1951 OBZA 131 1.40 1.20 + a 0.40 0.35 
94 Vil G -1 石鏃 1978 cc 130 1.30 + a 1.50 0.40 0.50 
95 VII G-2 石鏃 集石Nol AN 109 1.50 1.40 + a 0.50 0.56 
96 Vll I F-2 石鏃 1889 OB 5 124 1.70 1.20 + a 0.40 0.49 

34 
97 珊 F-2 石鏃 1835 OB 1 1191 1.40+ a 1.20 + a 0.30 0.38 
98 珊 F --2 ,b鏃 1851 CH 121 1.90 1.70 0.50 0.99 
99 VII F-2 石鏃 2012 OB2A 136 1.90 1.60 0.70 0.92 
100 w C -20 石鏃 I 34 SH 17 1.20 + a 1.50 0.30 0.57 
101 珊 F-2 石鏃 I 1859 cc 120 1.30 + a 1.40 + a 0.20 0.36 
102 VII G-2 石鏃 2017 OB 1 104 1.20 1.70 0.60 0.85 
103 VII G-3 石鏃 2014 OB2A 103 1.30 + a 1.10 0.50 0.87 
104 VII F-2 石鏃 1898 OB5 127 1.20 1.30 0.60 0.64 
105 Vil G -17 石鏃 51 OB4 15 2.00 1.90 0.20 0.45 
106 VII I -7 石鏃 316 cc 19 2.50 2.00 , 0.30 0.78 
107 Vil c~3 石鏃 1998 SH 135 1.80 + a 1.50 0.40 0.84 

VII 石鏃
I . 

108 D -17 48 CH 16 3.30 1.60 + a 0.50 1.27 
109 w G -17 石鏃 52 CH 139 3.13 1.93 0.47 1.57 
110 VII G -1 二次加工刹片 1986 OB2C 110 1.90 1.80 0.90 1.67 
111 VII G -1 二次加上剥片 2501 OB2C 114 1.50 1.60 0.60 0.81 
112 VII F-2 二次加工刹片 1853 OB2A 111 2.20 1.70 0.70 2.33 
113 VII G -3 剥片 2015 OB2A 113 2.40 1.30 0.70 1.64 

35 114 VII G-3 剥片 2504 OB2A 115 1.80 0.90 0.50 0.85 
115 ,111 F -2 石核（残核） 1833 OB2A 116 2.20 1.50 1.30 2.64 
116 珊 G -1 石核（残核） 1904 OB2C 117 2.50 1.60 1.10 4.19 
117 ¥'II G -2 _ 

石剥核片
2120 OB2A 129 1.60 2.30 1.40 3.56 

118 i'II F-2 2011 OB2A 134 1.90 2.40 1.10 9.49 
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第 7表 VII・VI層出土石器観察表(2)

挿図 番号 層 出土区 器種 地点No1 1-i材 実測No 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量(g)

119 VII F-2 石核 2482 OB5 107 2.20 2.40 1.60 8.09 

120 VII G-Z 石核 1912 OB2A 112 1.80 2.40 1.30 5.17 

35 121 Vil H-2 石鏃 155 OB6 18 1.80 0.90 + a 0.30 0.40 

122 vll F-3 剥片 1821 cc 108 1.90 2.50 0.50 1.86 

123 VII G-2 剥片 1921 cc 126 1.80 2.30 0.30 1.60 

124 VII F-2 剥片 1879 cc 122 3.10 2.30 0.70 3.31 

125 ¥11 G-2 剥片 2492 cc 106 3.20 3.70 0.80 10.17 

36 126 ＼間 G-1 剥片 2021 cc 105 2.00 I 5.10 0.90 7.76 

127 珊 lOT 剥片 12 cc 14 4.30 5.60 1.10 17.94 

128 VII G-2 二次加工刹片 1931 cc 128 4.50 2.20 1.20 9.08 
•• 

129 Vil F-3 スクレイパー 1817 SH 102 3.80 7.30 1.20 20.20 

130 珊 F-2 敲石 1836 ss 51 4.70 + a 3.90 3.20 81.31 

37 131 VII G~10 磨製石斧 2443 HF 45 8.80 3.80 1.70 97.49 

132 Vil G-2 磨製石斧 1800 HF 44 14.40 6.00 3.80 400.00 

133 VII E-2 磨石 2005 AN 48 5.30 5.80 2.50 118.74 

＇ Vil 磨石 AN 15.20 
＇ 134 D-9 2513 52 9.20 6.40 173.66 

135 Vil I -12 敲石 333 AN 40 7.50 5.60 3.00 169.33 

＇ 136 VII下 I -5一括 敲,ti AN 42 8.00 11.20 4.00 560.00 
38 

137 Vll下 E-3 敲石 I ； 1823 AN 53 7.60 6.60 4.00 265.71 

138 Vil I -4一括 磨石 AN 39 7.80+a 6.80 + a 5.40 390.00 

139 VII J-6 石皿． 292 AN 41 7.00 11.00 2.40 239.82 

140 VII -I 一括 磨石 AN 38 10.80 9.60 5.00 910.00 

39 
141 

＂ 
C-4 磨石 2205 AN 46 10.60 9.00 5.20 810.00 

142 VII H-7 磨石 248 AN 43 9.80 8.20 4.40 610.00 

143 VII 石illl AN 54 26.20 19.60 4.80 4,800.00 

144 VI D-17 石鏃 41 AN 12 1.40 + a 1.60 + a 0.40 0.77 

145 VI J-4 石鏃 OB3 13 1.60 1.80 0.50 0.78 

146 VI E--14 石鏃 2375 OBZA 76 1.40 + a 1.60 0.50 0.78 

147 VI I-4 石鏃 234 CH 2 1.90 + a 1.70 0.40 0.98 

148 VI F-5 石鏃 2123 OBS 81 1.80 + a 1.50 + a 0.30 0.64 

149 VI a ,G-6 石鏃 2379 OB6 78 2.20 + a 1.20 + a 0.30 0.56 

150 VI a E-7 石鏃 2377 CH 77 3.30+ a 2.00+ a 0.30 2.13 

151 VI E-12 石鏃 2433 CH 79 2.90 2.00 0.50 1.79 

40 152 VI F-2 二次加丁刹片 1764 cc 75 1.60 + a 1.10+ a I 0.40 0.61 

153 VI G-2 剥片 1719 cc 74 1.40 1.40' 0.30 0.60 

154 VI F-2 剥片 1797 cc 72 2.80 3.90 0.90 7.43 

155 VI G-2 閾麟離片石器 1761 cc 73 2.30 1.50 0.80 3.21 

156 VI G-2 剥片 1724 OB 1 97 1.60 0.70 0.40 0.25 

157 VI F-2 二次加工囃l片 1751 SH 86 1.60 2.00 0.20 0.58 

158 VI G-2 剥片 1728 cc 87 2.40 1.70 0.70 2.48 

159 VI F-2 剥片 1758 0B2A 89 2.70 1.40 1.00 3.85 

160 VI F-2 二次加工刺片 1767 cc 91 2.80 1.50 0.50 1.26 

161 VI F-2 二次加工剥片 1753 cc 88 1.40 1.30 0.60 0.79 

162 VI F-2 二次加工囃l片 1776 cc 93 2.30 1.50 0.70 2.08 

163 VI F-2 剥片 1780 卜—OB2C 95 1.90 1.60 0.60 1.55 

164 VI E-4 剥片 2115 OBS 96 1.20 3.30 0.70 2.60 

I 165 VI G-2 刺片 1763 cc 90 3.40 2.20 1.00 6.37 

41 ← -166 - ¥11 F-2 石鏃（未製品） 1773 cc 92 2.30 1.60 0.80 1.98 

167 VI F-2 二次加工屎lj片 1777 cc 94 2.20 1.90 0.60 2.07 

168 ¥!1 G-2 剥片 1803 0B2A 83 3.20 3.90 1.00 11.12 

169 VI G-1 二次加工弱JJ'1・ 1715 cc 98 2.40 2.20 0.90 5.54 

170 ¥,1 G-2 刹片 1737□ OB 1 99 3.20 2.00 0.90 5.12 

171 ¥,1 G-3 原礫 2503 OB5 80 2.10 2.90 2.60 13.42 

172 VI G-2 原礫 1769 OB5 84 2.20 2.70 1.40 8.15 

173 VI F-2 原礫 1760 OB5 85 3.10 2.10 1.90 12.51 

174 VI E-4 スクレイパー 2117 AK 82 3.20 2.50 0.90 5.88 

42 175 , VI F-2 敲石 1750 AN 47 3.00 2.60 1.80 19.91 

176 ¥TI G-14 磨石 2368 AN 49 6.00 7.10 4.90 293.84 

177 ¥T[ J-10 磨石 179 AN 36 9.60 7.00 4.00 440.00 

178 VI E-5 磨石 2414 AN 50 9.40 9.20 4.00 690.00 

41 277 VI I -16 石鏃 2428 cc 3.40 1.30 0.30 1.96 
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3 縄文時代前・中期

(1) 遺構

遺構としては，落し穴状遺構が12基検出された。

ア 落し穴状逍構

27号落し穴状遺構 (Va層）は I-5区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸107cm, 短軸65cm, 底面の長軸71cm, 短軸64cm,

深さ81cmである。埋土全てがアカホヤニ次堆積土でアカホヤ火山灰の層まで堆積していること

から，時期としては鬼界カルデラ堆積後に近い時期のものと考えられる。

28号落し穴状遺構 (Va層）はD-20区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸169cm, 短軸54cm, 底面の長軸105cm, 短軸21cm,

深さ151cmである。埋士の大半はアカホヤの二次堆積土のようであり，上部の御池軽石は遺構

が完全に埋まりきらない状態の上に堆積しているので，時期としては，アカホヤ堆積後の時期

に近いと思われる。

29号落し穴状遺構 (Va層）はH-1区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸98cm, 短軸52cm, 底面の長軸が89cm, 短軸が49

cm, 深さ75cmである。中部から下部にかけては P-11を含むアカホヤニ次堆積土らしい埋土で

あり，上部には御池軽石の一次堆積が見られる。この追構が完全に埋まらないうちに御池噴火

が発生したものと考えられ，遺構と御池噴火の時期は近いと思われる。

30号落し穴状遣構 (Va層）はE-19区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸177cm, 短軸110cm, 底面の長軸110cm, 短軸50

cm, 深さ155cmである。埋土中部から下部はVI層起源のパミスを含むアカホヤニ次堆積土のよ

うで上部は御池軽石である。 28号遺構と同様，遺構が完全に埋まらないうちに御池噴火が発生

したものと思われる。時期も28号遺構と同じ時期と思われる。

31号落し穴状遺構 (Vb層）は I-6区で検出された。

上面プランは掘削され正確な大きさはわからないが，深さは85cmである。埋土は全体に P-

11を含み上部はアカホヤニ次堆積土のようである。時期としてはアカホヤ堆積後に近い時期で

あると思われる。

32号落し穴状遺構 (V層）はD-11区で検出された。

ト面プランは楕円形で検出ラインの長軸89cm, 短軸66cm, 底面の長軸72cm, 短軸59cm, 深さ

23cmである。坤士は黄褐色土と黒褐色土が混じっており，人工的に埋められた可能性もあるた

め，時期を特定することは難しい。

33号落し穴状遺構 (V層）はD・E-14屁で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸184cm, 短軸98cm, 底面の長軸164cm, 短軸63cm,

深さ57cmである。埋上底部はアカホヤの腐植土がブロック状に入っており，その上に御池軽石

とアカホヤ腐植土ブロックがまばらに混じっている。上部は御池軽石であり，時期としては御

池噴火に近い時期のものと思われる。

34号落し穴状遺構は (V層）は J-17区で検出された。
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上面プランは細長楕円形で検出ラインの長軸179cm, 短軸106cm, 底面の長軸115cm, 短軸71

cm, 深さ130cmである。埋土底部は大きめのパミスを含むアカホヤ腐植土のようであり，その

上に御池パミスやアカホヤブロックを含むアカホヤ腐植上のような層か重なっている。さらに

御池軽石の一次堆積土と御池腐植土が重なっているので，この遺構が完全に埋まらないうちに

御池噴火が発生したものと思われる。 29・30号遺構よりも少し時期的に新しいようであるが，

御池噴火により近い時期であると思われる。

35号落し穴状遺構 (V層）はK-17区で検出された。

上面プランは掘削のためはっきりしないが底面の検出ラインの長軸は180cm, 短軸75cm, 底

面の長軸120cm, 短軸45cm, 深さ 132cmと想定される。埋士は上面が御池ボラで全体的に御池ボ

ラを含む複雑な堆積層となっている。時期としては御池噴火直前に最も近い時期のものと思わ

れる。

36号落し穴状遺構 (V層）はH-18で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸164cm, 短軸87cm, 底面の長軸109cm, 短軸55cm,

深さ 129cmである。上部に御池ボラが堆積し，その下の御池ボラ混入層まで含めると全体の 3

分の 1の深さに達する。この遣構も完全に堆積する前に御池噴火が発生したと考えられる。下

層の堆積は周囲からの流入堆積ではっきりした時期は確認しづらいが，御池噴火に近い時期で

はあると思われる。

37号落し穴状遺構 (V層）はE-19区で検出された。

上面プランは掘削のためはっきりしないが，検出されたラインの範囲では長軸が133cm, 短

軸が47cmで底面の長軸は86cm, 短軸37cm, 深さ105cmである。上部に御池火山灰が原＜堆積し

ており，遺構が完全に埋まる前に御池噴火が起こったものと思われる。時期も 28・30号遺跡と

同じ頃の時期と思われる。

38号落し穴状遺構 (V層）は G-14区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸160cm, 短軸64cm, 底血の長軸150cm, 短軸59cm,

深さ36cmである。埋士の大半が御池火山灰を多く含む流入tと思われる。埋上下部から底部へ

の堆積土は御池火山灰の流入堆積の可能性があり，時期としては御池噴火直前に近い時期と思

われる。底部にピットが一基あり，その大きさは径 9センチ，深さ16cmである。

第 8表 V層落し穴状遺構観察表

遺構＾覧表
検出血

時期 検出区 ［平面プ検ラン＿ 出 血 長底軸玉面豆軸 備 考（層） ＇長軸短軸深さ
27サ落し穴状遺構 Va 前・中期 I-5 隅丸長方形 107 65 81 71 64 逆茂木 2-7, 5-14, 31 
28号落し穴状逍構 Va 前・中期 D-20 隅丸長方形 169 54 151 , 105 21 一部削平
29号落し穴状遺構 Va 前・中期 H-1 頂長方形 98 52 75 89 49 
30号落し穴状遺構 Va 前・中期 E-19 隅丸長方形 177 110 155 110 50 
31号落し穴状遺構 Vb 前・中期 I-6 隅丸長方形 85 半分調在で忍ず
32号落し穴状遺構 V 前・中期 D-11 梢円形 89 66 23 721 59 一部削平
33号落し穴状遺構 V 前・中期 D•E-14 隅丸長方形 184 98 57 164 63 
34号落し穴状遺構 V 前・中期 J-17 楕円形 179 106 130 115 71 逆茂木2-15, 21-29, 43 
35号落し穴状遺構 V 前・中期 K-17 隅丸長方形 180 75 132 120 45 哨闘LJ平，石鏃柑t逆茂木4-9,9,9,H6,40,34,39

36号落し穴状遺構 LV 前・中期 H-18 隅丸長方形 164 87 129 109 55 
37号落し穴状遺構 V 前・中期 E-19 隅丸長方形 133 47 105 86 37 
38号落し穴状遺構 V 前・中期 G-14 隅丸長方形 160 64 36 150 59 樹根3箇所逆茂木1-15-15 
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27号落し穴状潰構図 1 橙褐色＋ アカホヤニ次堆積土

2 Iよりも黒色がかけ色調が暗い

E
O
L
 ~I だ

ーロJ/L-378. 70m I', 
1 御池ポラ

2 淡灰褐色土

3 淡黄灰褐色士

IX J 暗灰褐色士

XI 

XII 
．．．．．  

29号落し穴状遺構図
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1
1
1
 

31号落し穴状遺構図

1 液黄褐色t P 1 lパミス混

2 暗灰褐色土 PI lパミス滉

□ し三ニ--: :::: 
2 32号落し穴状遺構囮

褐色土

L~385.20m 

"ヽ』

28号落し穴状遺構図

- L-384.80m 

1 N層

2 N屑

3 暗黄褐色土

4 暗褐色軟質土

I , 
L=386.00m' 

L-385.20m 

1 N層， 9音黄橙色パミス，御池

2 N層，暗黄橙色パミス，御池

3 N層，明黄橙色パミス (1~4mm)御瀧

4 暗黄褐色士

5 暗褐色軟質士

30号落し穴状遺構図

゜
2m 

I一7""―=,9● -=□'.. ~ …一.,,,,_,,_,,,_.,,_, ... ...I 
第44図 V層落し穴状遺構(1)
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1 黄褐色網粒軽石混硬質士

2 1と暗橙色tが混同

3 '音橙色土

33号落し穴状遺構屈

-A' -B' 
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B
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B
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1 御池腐植七のよう

2 御池軽石の 1次である

3 アカホヤの腐植上のよう

4 アカホヤの腐植士のよう

5 黒色土

6 4と黒色 Lが全体的に混同

34号疼し穴状遺構図

゜
2m 

I I 

A- - L= m -B 
1 御池ポラ

2 暗黄褐色土ポラ

3 黄褐色士

4 暗茶褐色士

5 黄褐色上

6 黄褐色土，御池ポラ混

黄色・黄白色軽石混

7 黄褐色士，御池ポラ少量混

8 61こ類似

35号落し穴状遺構図 9 6に類似

1 0 黄褐色_L

11 黒褐色土

1 2 7に類似

1 3 黄渇色土

1 4 褐色七

第45図 V層落し穴状遺構(2)
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36号落し穴状選構図

@ 

1 御池ポラ，上部は粒が網かくなる

2 黄褐色士，御池ポラ混入

3 黄褐色土，中心部および上部にか

けて色調がやや暗くなる

黒褐色土 黄褐色のプロック含む

灰黄色土

灰黄色士，黒褐色のプロック含む

＇， 

I , □ --~ ェラ可――
38号落し穴状遺構図
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37号落し穴状追構図

御池 l~lOm

暉黄灰色

暗黄灰色 樗バミス・
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ー
明黄褐色土

茶褐色土

明負褐色士

暗茶褐色土

陪茶褐色土
く］こ

゜
5cm 

゜
2m 

第46図 V層落し穴状遺構(3) 第47図 V層出土石器(1)

(2) 遺物

この時期には居住地から離れた狩場として利用されていたらしく， 遺物としては石鏃， スク

レーパー，石1II1が出土しただけにとどまっている。

ア 石鏃（第47図）

179が 1点出士した。形状は長幅比が著しく異なる凹基式である。切れ込みは深い。石材は

玉髄である。先端部及び右半分が欠損しているため全体はつかめないが，側縁部には両面から

徴調整剥離が施され， 断面形は凸レンズ状を呈していると思われる。

イ （第48図）

180が 1点出士した。石材は安山岩である。剥片を利用したもので身部の片面に剥離面を残

スクレイパー

している。両面調整による刃部を形成している。

ウ 石皿 （第48図）

181が 1点出土した。石材は砂岩である。形状は不定形で，磨面も粗雑である。

のまま利用したものと思われる。

自然礫をそ
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第48図 V層出土石器(2)

第 9表 V層出土石器観察表

挿図番号 層 出七区 器種 地点No 石材 実測No 最大長(cm)1 最大輻(cm)

47 I 119 Va H-4 石鏃 139 cc 10 2.20 + a 0.70 + a 

48 1 180 Va G -14 スクレイパー 138 AN  11 3.10 6.20 
1 1s1 v r. G -15 石皿 2030 s s 58 24.40 20.40 
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4 縄文時代後期～晩期

(1) 遺構

遺構は，集石遺構 1基と落し穴状遺構 2基が検出された。

ア集石遺構

19号集石 (Na層）は J-18区で検出された。礫の大きさは10cm前後で焼けている。掘り込

みは確認されなかった。

イ 落し穴状遺構

39号落し穴状遺構 (N層）はH-7区で検出された。

上面プランは円形で検出ラインの長軸80cm, 短軸73cm,底面の長軸70cm, 短軸67cm, 深さ10

cmである。埋士はほぽIII層士で時期の判断は難しい。

40号落し穴状遺構 (N層）は I-9区で検出された。

上面プランは隅丸長方形で検出ラインの長軸202cm, 短軸121cm,底面の長軸192cm, 短軸47

cm, 深さ160cmである。 39号と同じく，埋土はほぽIII層土で，時期の判断は難しい。

(2) 遺物

遺物としては士器片や石鏃等が出土された。土器片は小片がはとんどで形式名は不明である。

士器

ア IX類士器（第33図）

182が 1点出土した。資料の不足により分類できなかった上器である。脹部の下部と底面が

残っており，底径が10.6cmである。すべて内面にすすが付着している。

石器

ア石鏃（第52図）

183~194のVII層から12点が出tした。早期と同じく形状による分類が可能なので，基部をも

とに I~N類に大別し，さらに形状等で a~bに細分した。

（ア） I -a類（基部が平基式で正三角形に近いもの）

184・187の2点が出士した。石材はともに安山岩である。表面裏面ともに微調整剥離が施

され，断面形はレンズ状であり完成品と思われる。

（イ） I -b類（基部が平基式で二等辺三角形のもの）

189の 1点が出土した。石材は貞岩であり，先端部が欠損している。表面裏面ともに微調

整刺離が施され，断血形はレンズ状である。

（ウ） TI-a類（甚部が凹基式で切れ込みが浅く，正三角形に近いもの）

186の 1 点が出士した。石材は安山岩である。脚部が•部欠損している。横断面形はレン

ズ状で，右側縁部に微調整刺離を施している。

(.:i) TI -b類（基部が凹基式で切れ込みが浅く，不定形のもの）

183・185・188の 3点が出土した。石材はすべて異なり， 183がチャート， 185が黒曜石 4

類， 188が頁岩である。 183・185は五角形状で側縁に微調整剥離が施されている。 188は形状

がはっきりしないが，側縁部に微調整剥離が施されている。横断面形は 3点ともレンズ状で

ある。
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（オ）

（力）

（キ）

皿― a類（基部が凹基式で切れ込みが深く，正三角形に近いもの）

190・193の 2点が出士した。石材は190が頁岩， 193が煎髄である。 190は両側縁部に微調

整剥離が施されている。断面形はレンズ状である。 193は先端部及び右半分が欠損している

ため全体がつかめないが，側縁部に微調整剥離が施され， T寧な仕上げが予想される。

III-b類（基部が凹基式で切れ込みが深く，―笥等辺三角形に近いもの）

191・192の 2点が出土した。石材は， 191が黒曜石 6類， 192が頁岩である。 192は脚部が

欠損しているが， 2点とも両縁部に微調整剥離が施されており完成品に近いと思われる。

w類（形状が不明なもの）

194の 1点が出士した。石材は黒曜石 6類である。先端部・両脚部を欠損しているため，

全体の形状等はわからない。両縁部に微調整剥離がみられる。

イ

ウ

スクレイパー（第52図）

195の 1点が出土した。れ材は黒曜,ti・8類である。剥片を利用しており，両面に剥離面を大

きく残している。両血調整による刃部を形成している。基部の片面にも調整剥離がみられる。

石匙（第52図）

196の 1点が出土した。石材は安山岩である。剥片を利用しており，片面に剥離面を残して

いる。裏面・両面からの調整剥離がみられるが，粗雑である。

ェ 二次加工のある剥片（第53図）

197の 1点が出十した。石材は安山岩である。大型の剥片で側縁部に二次加工の調整刺離が

みられる。
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第49図 w層集石遺構・落し穴状遺構
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第52図 w層出土石器(1)(183,..._,196) 
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゜
10cm 

第53図 W層出土石器(2)

第10表 w層落し穴状遺構観察表

遺構一覧表
検出面

時期 検出区
検出面 底面 1

備 考（層） 平面プラン長軸短軸深さ 長軸短軸 I

39号落し穴状遺構 N 後・晩期 H-7 円形 80 73 10 70 67 

40号落し穴状遺構 N 後・晩期 I -9 隅丸長方形 202 121 160 192 47 欠落部あり

第11表 IV層出土石器観察表

挿因 番号 層 出土区 器種 地点No 石材 実測No 最大長(cm) 最大輻(cm) 最大原(cm) 重械(g)

183 N H-4 h鏃 95 CH 4 1.80 1.20 0.30 0.55 

184 N E -19 石鏃 12 AN 8 1.60 1.40 0.30 0.60 
185 N H-4 石鏃 94 OB4 7 1.60 1.80 0.30 0.59 
186 N J -17 石鏃 2392 AN 69 1.60 1.50 + a 0.30 0.53 

187 w上 G -11 石鏃 2382 AN 67 2.00 1.70 0.30 0.95 
188 Nb  H-5 石鏃 135 SH 3 1.90 + a 2.20 0.40 1.77 

52 
189 w上 14 T 石鏃 5 SH 6 2.00 + a 1.60 0.40 1.15 

190 IV下 G -14 石鏃 2027 SH 66 1.80 1.80 0.30 0.68 
191 N D -17 石鏃 19 OB6 ， 3.30 2.00 0.40 1.46 

192 N H-4 石鏃 93 SH 5 3.00 + a 1.40 + a 0.30 0.72 
193 N E-5 石鏃 2412 cc 68 1.40 + a 1.00+ a 0.40 0.34 

194 N E-4 石鏃 1644 OB6 1 71 1.40 + a 1.20 + a 0.30 0.48 
195 N E -19 スクレイパー 8 OBS 1 3.70 3.00 1.10 8.90 

196 w上 G-7 石さじ 2097 AN 70 5.60 3.40 0.70 16.29 

53 197 N D-9 石皿 2403 AN 37 ll.10 18.40 1.00 560.00 
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第 3節古代・中世～近世

調壺対象地区の現況は山林であったが，以前は畑地として利用されていた。そのために古代から

室町時代にかけての遺物他含層は耕作によって削平を受けている部分が多かったが，一部において

遺構の検出や遺物の出土があった。

1 遺構

(1) 溝状遺構

遺構としては，畑の畝跡と考えられる遺構，溝状遺構が検出された。畑の畝跡らしい遺構や

溝状遺構は皿層上面と W層上面の広い範囲で検出されたが，削平されている部分がほとんどで

遺構の全容や詳細な時期といった資料の判断ができなかった。

(2) 近代土抗

H-8区の I層より 1基検出されたc 検出面の長軸204cm, 短軸30cm, 深さ 13cmである。稲

かけの竿をたてた跡のようなピットが 8基検出さ、

れたが時期等詳しいことはわからなかった。 室 一 〗三

三麟~70m

ご一 —こ
二言三董二罪言諭~戸竺倉ニ

ニニ _--E--

O 50cm 

I I I I I i 

第54図 I層近代土坑

第12表 I層近代土坑観察表

検出面
遺構覧表 時期検出区

検出面 底面

1号近代土杭I(rt I近代IH-8 I: 二I~!'尺 I 深1~1~:1 短::'I 水川の稲かけの；：たて↑｀なもの
第13表 m層以下出土石器観察表

挿図 番号＇ 層 出士厄 器種 地点No 石材 実測No 最大長(cm) 最大輻(crn) 最大厚(cm) 重贔(g)

269 III D-15 石鏃 2025 OB4 64 2.10 1.30 0.30 0.74 

270 皿 E~7 石鏃 2032 CH 65 2.50 1.20 0.40 1.28 
271 lII G-21 石鏃 296 cc 62 1.50 + a 1.00+ a 0.30 0.40 

63 
272 ill F-6 石鏃 1702 AN 63 2.60 2.10 0.40 1.54 
273 ill F-11 原礫 2165 cc 61 2.00 2.50 1.00 7.72 
274 表採 D-13 石鏃 CH 137 1.30 1.80 0.30 0.28 
275 落し穴 K-17 石鏃 2564 OB6 60 1.30 + a 1.40 + a 0.50 0.72 
276 下の畝 E-9 二次加工iilil片 SH 59 2.80 3.20 I 0.70 5.66 
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2 遺物

III層からの出土遺物はほとんどが土師器で，そのほかは黒色士器や紡錘車，士錘，須恵器，す

り鉢などわずか数点である。石器は石鏃を中心に 5点が出土した。

(1) 土師器（第58図～第61図）

但含層内の士師器はほとんどが破片であり，復元が可能なものは小皿，杯，甕の数点のみで

あった。したがって，破片は口縁部～胴部や底部といった特徴のある部分を取り上げた。

ア甕 (198~222)

器形は口縁端部が丸くなるものが大部分であるが，頸部から口唇部にかけて急に外反するも

のと立ち卜がりながら緩やかに移るものがある。胴部は口唇部ほど出士せず推測ではあるが，

ふくらみを持つ球形に近いと思われる。底部は丸底になる。

198は唯一復元できたものである。口径22.6cm, 器高22.4cmで口縁は緩やかに外反する。胴

部内面はケズリ調整で，口縁部並びに外面はナデたあと副毛目調整を施している。また，内

面・外面ともにすすが付着している。胎上は細かく石英・長石・角閃石• 砂粒を含む。

199~209は頸部から緩やかに立ち上がる口縁部である。 199・200は頸部から緩やかに外弯し，

口唇部が約 1~ 2 cmと源い。内面・外面ともに使用痕が見られ，刷毛目調整が施されている。

胎土は粒fが粗<, 2~ 5 mmの礫が見られる。口径は199が23.2cm, 200が23.2cmである。 201と

205~207は外面もしくは内・外面に櫛H刷目が見られるものである。口縁部は刷毛目調整であ

るが，櫛目刷目が見られるものもある。口径は201が24.8cm,205が28.6cm, 206が22.5cm, 207 

が21.8cmである。 202~204も同じく口縁部が頸部から緩やかに立ち上がって外弯している。

202と204は口唇部が約 2~2. 5cmとやや厚い。内面・外面ともに測毛目調整が施されており，

内面・外面ともにすすが付着している。胎土は粗<, 3~8cmの礫が見られる。口径は202が

25.2cm, 204が28.8cmである。 203も測毛且調整で胎上はやや粗い。口径は19.4cmである。

208・209は外面に横位の櫛日刷日を施してすすが付着している。内面は208がへら削りナデ調

整で口唇部にも櫛目刷目を施しており， 209はナデ調整である。また両方とも口縁部は刷毛H

調整である。口径はどちらも27cmである。

210~212は頸部から水平に広がる口縁部である。 210は口唇部が約 2~2. 5cmとやや厚い。

内面・外面ともに刷毛目調整が施されており，内面・外而ともにすすが付着している。胎土

は粗<. 3~8mmの礫が見られる。口径は24.6cmである。 211・212は口唇部が 3~3. 5cmと厚

いが均等ではない。胎士は非常に粗く，礫に加え小石も混じる。口縁部及び外面にすすが付着

している。口径は211が34cm, 212が25.8cmである。

213~215は頸部からわずかに外弯し，他のものに比べて短い口縁部である。 213と215は内

面・外面ともに使用痕が見られ，刷毛H調整が施されている。胎土は粒子が粗<, 2~5mmの

礫が見られる。口径は83が24.2cm,85が25.8cmである。 84は内面・外面ともに刷毛目調整が施

されており，内面・外面ともにすすが付着している。こちらも胎土は粗<, 3~8mmの礫が見

られる。口径は25.6cmである。

216・217は小型鉢の口縁部である。器の厚さが 8~lOmmとこれまでのものよりも薄く作られ

ている。刷毛目調整が施され，内面・外面ともにすすが付着している。口径は216が13.5cm,
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217が15cmである。

218は胴部上位から LJ縁にかけての部位で口縁部に沿ってけずられ玉縁状になっている。頸

部もケズリらしい加工の後ナデ仕上げをしている。口径は30.8cmである。

219~222は胴部である。 219は外面が櫛H測目で球形に近い形状と思われる。内面はナデで

胎士はやや粗い。桐回りは22.2cmである。 220は内面をヘラでけずられている胴部である。厚

さは 8mm前後で焼成は良好である。球形に近い形状と思われる。外血には特に条痕等は見られ

ない。 2~ 4mmの礫が見られるなど胎士はやや粗い。胴回りは16.4cmである。 221は外面にゆ

がんでいる条痕が見られる。内面は指ナデで胎土はやや細かいが， 1 ~ 3mmの粒が見られる。

厚さは 7~ 9mmで，胎tはやや粗いc 内弯しているが，形状はわからない。

222は外面を刷毛目調整されている胴部である。厚さは1. 3cmで割と原い。土器片は内弯し

ており，形状は緩やかに弯曲しているものと思われる。胎tは粗<, 3~ 7 mmの礫が見られる。

イ碗型 (223~230)

223~226は高台のない應で227~230は高台付きの型である。 223・224は底部で，底径はとも

に6.6cmである。内面・外面ともにナデ・測毛目調整であり胎上も細かいが，つくりが粗い。

底径は224が6.6cmである。 223は資料不足のため不明である。 225・226は底部から口縁部であ

る。内面・外面ともにナデ・刷毛日調整であるが， 225の口縁部は底部から斜めにまっすぐに

立ち上がっているのに対し， 226は口唇部でわずかに外に広がっている。 225は底径が2.8cm,

口径13cm, 器高4.5cmで， 226は底径は 6cm, 口径13.6cm, 器高4.6cmである C 227は内面・外面

ともにナデ・測毛El調整である。高台接合部はエ具をあてて，仕上げている。底径は8.6cmで

ある。 228は口縁部で内面・外面ともにナデ・刷毛El調整である。口径は13cmである。 3~4

mmの礫が見られ，胎士が少し粗くなっている。 229も内面・外面ともにナデ・刷毛 H調整であ

る。底径は7.2cm, 口径15.2cm, 器高が5.5cmである。内外面ともにすすが付着している。底部

から緩やかに内弯して，口唇部で外に広がっている。 97と異なり，高台が底部の縁が隠れるよ

うに接合されている。 230は内面・外面ともにナデ調整である。高台接合部はエ具をあてて，

什上げている。底径は8.6cm, 口径17.2cm, 器高が 6cmである。内外面ともにすすが付着して

いる。

ウ壺型 (231)

この嬰は231の 1点で完全に復元ができなかった。内面及び外面はケズリによる調整で外面

はさらにナデて仕上げている。胎土はやや粗<. 2~7rnmの礫が混じっている。外面及び内面

の一部にはすすが付着していて実用的であったと思われる。胴回りは21.6cmである。

工小lIIl型 (232~243)

102・103は底部から口縁部にかけての破片である。どちらも内面・外面ともにナデ調整であ

り232の底径は5.7cm, 口径6.3cm, 器高1.7cm, 233の底径は5.8cm, 口径6.8cm, 器高1.3cmであ

る。 234は底部から胴部にかけての破片である。内面・外面ともにナデ調整である。胎上は細

かく，礫等は見られない。底径は 4cmである。 235・236はいずれも口緑部である。内面・外面

ともにナデ・刷毛日調整で胎土は細かい。 236には 2~ 4mmの礫が確認できるが，他はほとん

ど見あたらない。口径は235が12.2cm, 236が15cmである。 237も口縁部で内面・外面ともにナ
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デ調整である。胎土は細かく，礫等は見られない。口径は13.4cmである。使用痕と思われるす

すが付着している。 238は底部で内面・ 外面ともに崩毛目調整が見られる。胎土は細かいが，

1 ~ 3 mmの礫がまばらに見られる。底径は 6cmである。 239と240はいずれも口縁部で239は内

面がナデ，外面がナデと桐毛日調整である。胎士は細かく，礫等は見られない。口径は11.4cm 

である 0 240は内面・外面ともにナデ・刷毛目調整で胎上は細かい。口径は16cmである。 241・

242はともに底部で， 241は内面・外面ともにナデ調整である。胎士は細かく，礫等は見られな

い。底径は 6cmである。 242は内面は刷毛目調整で外面はナデ調整が見られる。胎土は細かく，

礫等は見られない。士器片からの情報が少なく，底径は割り出すことができなかった。 243は

口縁部で内面・外面ともにナデ・刷毛目調整で胎士は細かく，礫等はほとんど見あたらない。

口径は17.2cmである。

(2) 黒色土器（第61図 244~246) 

244~246は内面のみが黒く燻される黒色士器 3点である。調悠は内面・外面ともナデ調整で，

244以外は外面に刷毛H調整が見られる。焼成・胎土等から244と245は，同一体もしくは同じ

粘土より作られたものと思われる。 244と245はともに外面にすすが付着していて，胎士は非常

に細かく礫等は見られない。 245は口縁部で口径13.2cm, 厚さは 5~ 6mmである。 244は底部で

底径は6.2cm, 原さは 7mmである。 246は底部から胴部にかけての部分で，外面の二箇所に墨書

らしいものが確認できる。一つは底部にあり中心に向かって，もう一つは胴部で縦にそれぞれ

墨書らしいものがあるが文字等の判読はできない。

(3) 土錘（第62図 247~260) 

247~260は二つの形状に別れる。 253~257のような細身類が 5点出土しており，平均長3.1

cm, 平均最大径1.5cm, 平均孔径4.4mmである。 247~252, 258~260の 9点は紡錘型で，平均長

2.9cm, 平均最大径1.9cm, 平均孔径4.8mmである。

(4) 紡錘車（第62図 261・262) 

261と262は紡錘車と思われる土製品である。いずれも高台のない士師器底部の再利用と思わ

れる。 261はほぽ円形に近く，孔も中心近くを通っている。胎士は細かく，側面もなめらかに

仕上げられている。径は6.3cmである。 262は孔がはっきりせず，胎士も粗い。側面の摩耗が激

しくややいびつな形状である。径は9.8cmである。

(5) 須恵器（第62図 263~267) 

須恵器は破片での出士でほとんどが同一個体と思われるものであった。 263・265・266の 3点

は胎土・色調・すすの付着などの様子から同一個体であると思われる。内面は同心円状のあて板

痕跡が残り，外血は平行叩きを施している。 267も器面調整はほとんど同じである。部位は胴部

で剥離の状態等から最終的に穴をふさぐ部位と思われる。 264は胎土が異なるが器面調整はほと

んど同じである。小片のため部位については確認できない。

(6) その他（第62図 268) 

268はすり鉢である。中枇の備前焼で胎士は粗<, 12mmの小石が混人している。内面は櫛日条

痕が見られる。厚さは約10mmで底部に近い部位である。
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(7) 石器

ア石鏃（第63図）

269~272の4点が出土した。 269は基部が平基式で， 270・272は基部の切れ込みが浅い凹基

式， 271が基部の切れ込みが深い凹基式で先端部及び片脚部が欠損している。石材はすべて異

なり， 269が黒曜石 4類， 270がチャート， 271が玉髄， 272が安山岩である。 4点とも調整剥離

が多く残されており， 269と272は両面からの微調整剥離が見られる。 270・271は片面からの剥

離調整である。

イ原礫（第63図）

273の 1点が出土した。石材は韮髄である。側面に細かい剥離痕が残されている。

(8) その他の遺物

時期が特定できない石器が 3点出土した。

ア石鏃（第63図）

274・275の 2点が出土した。 274は表採で基部が平基式で両面からの微調整剥離が施されて

いる。石材はチャートである。 275は35号落し穴状遺構 (V層）の埋土から出土した。基部は

切れ込みが浅い凹基式で先端部・脚部がいずれも欠損している。細かい調整剥離が見られる。

石材は黒曜石 6類である。

イ ニ次加工のある剥片（第63図）

276の 1点が溝状遺構下より出土した。片面からの微調整剥離が見られる。石材は頁岩であ

冒誓□言書塁

ロ
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第14表 1I1層出土土器観察表(1)

番：； Iii」払 層位 部位 胎上 焼虎内面色調 外面色調 内面器面調整 外面器面調整 尖測番号
＇ 

瓶型

＇ 
七師器！良198 ,F-6 m 明赤褐色 橙色 ナデ刷毛H調整 櫛H刷H すす付杓 223 

199 E-7 ill 口縁部 土師器 良 にぶい褐色 にぶい赤橙色 ナデす付LI縁部制毛目調整 外弯ナデ刷毛目調整すす付杓 口径23.2cm 223 
卜~ すす着

200 F-5 III 11縁部 t師器 良 橙色 明赤褐色 刷毛且調整 刷毛目調整ナデロ径232cm 200 

201 F-~ m 11縁部 l師器 1良 にふい赤橙色 橙色 ナデ刷毛H調整 横ナデ刷毛 t:l調整口径248cm 204 

202 F-5 III 口縁部 土師器 良 橙色 ＇橙色 ナ口緑デにす平行す付に祉着1j毛目 口径252cmU唇飴に条痕 U縁部に平行に条痕すす付着 調整届11毛 131 

203 F-5 IJI 「l縁部 1師器 良 明赤褐色 明赤褐色 扉菰ナデ屈托贖整 外弯ナテ刷毛目調整口径194cm 250 

204 E-5 ill 口縁部 上師器 良 にぶい褐色 にぶい橙色 ナデ胤1毛甘調整すす付着 外弯ナデロ縁郎刷毛目調整すす付着口径28.8cm 221 

205 F-5 Ill 口縁部 土師器，良 明赤褐色 橙色 すU縁す付郎刷者毛頸日調部整櫛H屈ナrmデ 外弯い縁鰤粍且調整ナデすす付済胴部樟罪iI廿日径28.6cm 208 

206 E-5 Ill 口縁部 七師器良 橙色 橙色 ナ頸部デ櫛ロH刷縁部目刷毛H調整 外弯口縁部品lj:f;且調整櫛且品旧 すす付着口径22.5cm 206 
. 

207 じー 4 Ill 11緑部 上呻器 良 橙色 橙色 ナデ制'fl:!調整 外弯ナデ甘耗甘調整櫛廿刷且 すす付着口径218cm 205 
'―... 
208 E-fi RN 11縁部 I: 師器 良 栴色 橙色 ナデヘラケズリ 栂且眉廿（横位1すす付着 日緑訊刷毛廿調懇 D唇謡にも員札ml廿日径27cm 147 

20'.J E-4 III 桐部，［］緑部 土師器 良 橙色 橙色 ナデ ［縁菰祠毛廿調整すす付着 櫛目刷目（横位） すす付着 口径27cm 146 
＇ 

I . 

210 E-4 III 口縁部 土師器 良 にぶい橙色 橙色 刷毛日調整すす付着 刷毛H調整すす付着口径246cm 201 
← 

211 E-4 m 口縁部 十師器 良 椅色 橙色 刷毛目調整 ケズリ ナデ刷毛H調整すす付着口径258cm 227 ..~.~. 
212 F-fi III 17縁部 I: 師器 良 橙色 にぶい棺色 刷毛目調整すす付着 刷毛目調整 すす付着口径34cm 226 

213 E-4 ill 口縁部 土帥器 良 橙色 橙色 口緑部刷毛廿讚整ナデすす付着 口縁部届lj毛目調整外弯すす付着口径24.2cm 224 
＇ '-- -

211 E-5 Ill 口縁部 十帥器 良 掲I火色 にぶい棺色 11緑謁屑毛且闘墜 ナデすす付着 外弯ナデ刷毛H調整すす付培256cm 222 
＇ ＇ 

~ ~ 

＇刷洞部t に縁幣部ナデ215 E-6 ill 口縁部 十師器 良 にぶい赤褐色 明赤褐色 H調 すす付着 ナデ刷毛目調整口径25.8cm 249 

216 E-6 Ill LJ縁部 土師器 良 橙色 にぶい橙色 ナデ剥毛甘調整すす付済 ナデすす付着口径135cm 210 
I --

2J7!E-G III ll縁部 土師器 良 にぶい橙色 橙色 ナデ品粍廿調整すす付着外弯 ナデ すす付着口径15cm 209 
2-1--8r,― F-6 III 胴部1:位 土師器 良 明赤褐色 赤褐色 ナデ ロ縁部ナデ刷毛目調整 ナデ ロ縁部ナデ刷毛月調整胴回り25.4cm口径30.8cm 262 

＇ '~. 
219 F-5 III 胴部 上師器 良 橙色 にぶい橙色 ナデ 櫛目刷日（方位多数），胴同り 22.2cm 142 

220 E-5 rn 胴部ド位 十師器 良 にぶい橙色 明赤褐色 ナデ ナデ胴回り 164cm 265 

221 F、-1 ill 胴部 上師器 良 橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ li3.155.163 

222 E-6 rn 胴部 t師器 良 棺色 にぶい橙色 ヘラケズリ ナデ刷毛目調整 225 , —-
碗類

223 F-2 m 底部 上師器 良 浅黄橙色 浅黄橙色 ナデ副毛H調整 ナデ刷毛 H調整 232 

224 E-6 m 底部 士師器 良 浅黄橙色 浅黄橙色 ナデ副毛H調整 ナデ刷毛目調整底径66cm 233 

22:i F-S llI 日緑部，底部 土師器 良 浅黄杓色 浅黄橙色 ナデ刷毛H調整 ナデ刷毛 H調整口径13cm 212 
＇ ' 
226 G-5 Ill [1緑部，底部 土師器 良 浅黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ刷毛H調整 ナデ園毛目調整口径13.6cm 241 

＇ 
227 E-4 Ill l」縁部，底部 十雁師器 良 にぶい橙色 にぶい貞橙色 ナデ刷毛H調整 ナデ刷毛目調整高台接合部工具あて底径8.6cm 230 

228 G-5 m fl縁部 l: 師器 良 l浅黄橙色 棺色 ナデ刷毛H調整 ナデ刷毛目調整口径13cm 231 
i------- ~~ 

229 J-7 Ill い縁祁，底部 士師器 良 1 杓色 浅黄橙色 ナデ励毛H調整 ナデ刷毛目調幣口径7.6cm 底径3.6cm 器高5.5cm 219 

2:10 F -G ill 17籍蘭ぶ間悶，尉Ii 上師器 良~ 浅黄橙色 淡橙色 ナデ ナデすす1-1着裔台接合部I具あて日径172cm底径8.6cm器高6cm 217 

壺型

231 E -6 ! III 胴部 土師器 良 にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 ケズリ ケズリ ナデ胴回り 21.6cm 229 

小illl.堕

~2:J3 i GG -11 III II緑部，底部
上師器 良 橙色 貨橙色 ナデ ナデロ径63cm 底径57cm 器高1.7cm 218 

-11 lll U縁部．底部 土帥器 良 灰白色 にぶい橙色 ナデ ナデロ径68cm 底径5.8cm 器高13cm 216 
＇ ・・

2:14 III 底部 土帥器 良 赤橙色 にぶい橙色 ナデすす付着 ナデすす付着底径 4cm z:14 

235 E-4 m n緑部 土師器 良 浅黄橙色 浅黄橙色 ナデ刷毛H調整 ナデ刷毛且調整口径122cm 247 

23G E-5 III 口緑部 土師器 良 橙色 橙色 ナデ刷毛H調整 ナデ刷毛 H調整口径15cm 270 

237 ［ i E-G III r, 緑部 l: 師器 良 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデロ径134cm 244 

238 F -S Ill 底部 十師器 艮 黄橙色 浅黄橙色 ナデ刷毛H調整 ナデ刷毛且調整底径 6cm 237 

239 G ~ Ii rn 11縁部 上師器 良 橙色 ＇にぶい橙色 ナデ ナデ刷毛目調整口径11.4cm 261 
' 

240 F-S III LI縁部 上帥器 艮 浅黄橙色 にぶい賀橙色 ナデ刷毛甘調整すす付着 ナデ刷"ffl調整すす付着口径16cm 243 
＇ 241 G-6 Na 底部 士師器 良 浅黄橙色 浅黄杓色 ナデ ナデ底径 6cm 239 

242 F-o m 底部 土師盆 良 灰色 灰色 ナデ刷毛日調整 ナデ 61 

243 D-20 III 「7縁部 1師器 J 良 枠色 にぶい橙色 ナデ刷毛目調整 ナデ刷毛 H調整口径172cm 269 
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第15表 m層出土土器観察表(2)

番り 出土厄 層位 部位 胎t 焼成 内血色調 外面色調 内面器面調幣 外面器血調整 実測番号

黒色上師器

214 E-6 ill 底部 七師器 良 にぶい黄橙色 ナデ ナデ底径62cm 236 

245 E-5 皿 口縁部 土師器 良 浅黄橙色 ナデ ナデ測毛目調整口径13.2cm 238 

246 F-6 Ill 底部 上師器 良 I ，黄橙色 ナデ ナデ刷毛tl調整底径8.2cm 240 

土錘

247 E-6 Ill 土錘 良 赤褐色 長さ26cm, 径21cm, 穴の径 6mm 285 

248 E-5 ill 土錘 良 明赤褐色 長さ 3cm, 径 2cm, 穴の径5.5血l 28:l 

249 E-5 III 土錘 良 赤褐色 長さ2.8cm, 径19cm, 穴の径 5mm 280 

250 G -G III 土錘 良 明赤褐色 径18cm, 穴の径 5鱈 279 

251 F-5 ill 士錘 良 にぶい赤褐色 長さ2.7cm, 径19cm, 穴の径45mm 277 

252 F-6 Ill 上錘 良 明赤褐色 長さ 3cm, 径1.9cm, 穴の径 4皿 276 

253 F-6 III 土錘 良 浅黄橙色 長さ 3cm, 径14cm, 穴の径 4mm 275 

254 E-7 ill; 七錘 良 褐灰色 長さ3.5cm, 径17cm, 穴の径 5mm 286 

205 E-6 ill 土錘 良 褐灰色 長さ2.7cm, 径14cm, 穴の径 4m 287 

256 E~6 ill 土錘 良 褐灰色 径1.4cm, 穴の径 4mm 289 

257 E-4 ill 土錘 良 にぶい黄橙色 長さ33cm, 径I5cm, 穴の径 5!Illll 288 

258 ill 上錘 良 にぶい黄橙色 長さ315cm, 径2.1cm, 穴の径 4mm 284 

259 F-6 ill 七錘 良 にぶい黄橙色 長さ29cm, 径 2cm, 穴の行 5mm 282 

260 F-6 ill 上錘 良 にぶい黄橙色 長さ 3cm, 径1.8cm, 穴の径 6mm I 2s1 

紡錘車

261 E-6 ill 紡錘車 良 橙色 橙色 中心部穴けずり ナデ径63cm 261 

262 E-5 m, 紡錘車 良 にぶい黄橙色 灰白色 径98cm 穴はっきりせず I 235 

須恵器

263 E-5 Ill 須恵器 良 にぶい橙色 灰白色 同心円文たたき 平行たたき 58 

264 1E -5 ill 須恵器 良 にぶい橙色 灰白色 同心円文たたき 平行たたき 57 

265 E -5 ill 須恵器 良 にぶい黄橙色 灰オリーブ色 同心円文たたき 平行たたき 56 
．． -- ----

266 1E -5 Ill 須恵器 良 にぶい翡橙色 灰白色 同心円文たたき 平行たたき（右上） 55 

267 E-5 ill 須恵器 良 にぶい橙色 明褐灰色 同心円文たたき 平行たたき 63 

すり鉢

268 F -10 ill 胴部 備前焼 良 褐灰色 賠赤褐色 櫛 H条痕 小石混入 中世備前焼 53 
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第 6章 自然科学分析報告

鹿児島県立埋蔵文化財センター

永磯遺跡・自然科学分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社
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永磯遺跡自然科学分析報告
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＜囮表一覧＞

表 1 植物珪酸体分析結果

國 1 植物珪酸体組成
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永磯遺跡自然科学分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

1. 試料

分析試料は、当社技師 1名が平成10年 3月12日に実施した現地調査の際採取した、試料番号 1

~19の合計19点である。

2. 方法

試料約 5gについて、過酸化水素水と塩酸による有機物と鉄分の除去、超音波処理 (BOW, 250K 

Hz, 1分間）による試料の分散、沈降法による粘土分の除去、ポリタングステン酸ナトリウム

（比重2.5)による重液分離を順に行い、物理・化学処理で植物珪酸体を分離・濃集する。これを

検鏡し易い濃度に希釈した後、カバーガラスに滴下し、乾燥させる。その後、プリュウラックス

で封入してプレパラートを作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現するイネ科植物の葉部（葉身と葉鞘）

の短細胞に由来する植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身の機動細胞に由来する

植物珪酸体（以下、機動細胞珪醗体と呼ぷ）を、同定・計数する。なお、同定には、近藤・佐瀬

Cl 986)の分類を参考にした。

結果は、検出された植物珪酸体の種類と個数を一覧表で示す。また、各種類の出現傾向から、

生育していたイネ科植物を検討するために、植物珪酸体組成図を作成する。出現率は、短細胞珪

酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算出する。

3. 結果

結果を表 1、図 1に示す。全試料とも組成に大きな変化は見られない。機動細胞・短細胞とも

にタケ亜科が多く検出され、イネ属、ヨシ属、ウシクサ族なども検出される。試料番号 6以上で

イネ属の珪酸体が検出される。

引用文献

ペドロジスト懇談会編 (1984) 『土壌調査ハンドブック』. 156p,. 博友社．

竹迫 紘 (1990)土壌分析法．浅海重夫編「土壌地理学』， 302p.,古今書院： p. 122-147. 
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表 1 植物珪酸体分析

種類

試料番号 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科クマザサ節

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

710533622--

9 15 9 8 10 8 5 10 2 4 - - - 4 - 1 2 4 

156 142 156 183 140 183 150 188 159 170 169 175 185 170 169 175 159 150 170 

26215133--121-12-3  

20 21 20 27 22 27 24 33 18 21 24 32 14 21 24 32 22 17 21 

3 4 3 2 4 2 7 6 2 4 8 11 1 4 8 11 6 9 4 

27 30 27 23 30 23 35 53 21 32 38 46 11 32 38 46 17 40 32 

不明ヒゲシバ型 30 37 30 27 37 27 22 27 11 17 29 33 15 17 29 33 11 27 17 

不明ダンチク型 6 16 6 4 16 4 5 13 7 7 11 13 1 7 11 13 9 12 7 
-----------------------------------------------------------------------------------
イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科クマザサ節

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族

不明

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体 260 281 258 278 267 281 253 335 220 255 280 312 228 255 280 312 225 260 255 

イネ科葉身機勁細胞珪酸体 107 119 108 100 110 110 104 103 126 107 102 113 116 107 102 113 104 100 107 

総計 367 400 366 378 377 391 357 438 346 362 382 425 344 362 382 425 329 360 362 

， ， 8 5 2 1 1 

8 6 5 6 8 7 ， 5 6 8 7 5 4 8 7 5 7 7 8 

39 53 45 41 50 55 62 61 62 62 59 65 65 62 59 65 50 51 62 

5 4 3 2 4 2 2 2 4 2 2 3 

24 22 22 25 23 25 21 19 24 20 15 13 16 20 15 13 20 14 20 

22 25 25 23 25 18 12 15 34 17 19 28 27 17 19 28 27 25 17 

短細胞珪醸体 機動編胞珪醸体

機
動
細
胞
珪
酸
体

i

短
編
胞
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酸
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図 1 植物珪醸体組成
出現率は、イネ科葉部短編馳珪醸体、イネ科葉身機動編胞珪醸体の織数

を基数として百分率で算出した。なお、●0は1%未満の種類を示す。
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第 7章まとめ

永磯遺跡の位置する地域は，福山町内奥の地にあり傾斜したシラス台地上にある。前原和田遺跡

や城ヶ尾遺跡，供養之元遺跡等の旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡が集中していることから，

人々の活動拠点として占くから開けていたと思われる。

第 1節旧石器時代

別層から 3甚， XII・XI層から各 1基の礫群遺構と姻層 ・XII・XI層から各 l基ずつ士坑を検出した。

遺物は少ないが洲~XI層の各層から出土している。遺構・ 土坑は遺跡全体に散らばっており，掘り

込み等の確認ができたものもなかった。埋土も複雑に形成し，特徴をつかむまでに至らなかった。

石器は二稜尖頭器・ナイフ型石器・台形石器等が出士し，比較的加工痕の残ったものが多かった。

また， XI層からは細石刃が出tしたことから不定形剥片素材の台形石器から縦長剥片素材の石器へ

移行したとも考えられるが，出土遣物が少なく資料不足のため十分な確認ができなかった。

第 2節縄文時代

1 遺構について

大きく分けて吊期と前・中期を中心に遺物が出土した。集石遺構のほとんどが早期に集中し，

IX~VI層まで18甚が検出された。いくつかは同じグリッド若しくは隣接するグリッドで検出され

ているが，掘り込みが確認できるものが少なく礫が散在した形態を星するものが多い。また，熱

変色した礫や炭化物がみられたものもあったが焼土の確認はできなかった。このことから推測の

域を出ないが住居跡遺構が検出されなかったことや狩猟具としての機能を持つ石鏃等の石器が多

く出上したことから早期時代の本遺跡は，主に動物を狩猟する場として利用した可能性が高いと

思われる。

前・中期には，落し穴状遺構のみ12基が検出された。埋士は全体的にアカホヤニ次堆積土がみ

られることから鬼界カルデラ噴出物堆積の時期（約6,300年前）前後のものではないかと推測さ

れる。ただ，検出プランの形態ば必ずしも似ているとは言い難い点が気になるが，ほぼ同時期に

設置された落とし穴と考えられる。また，早期と同じく住居跡遺構は検出されなかった。早期と

異なる点としては，土器や石器の遺物の出士がほとんどないところである。このことから，この

時期の本遺跡は縄文早期の時代とは様相を異にし，落し穴を設置し，動物捕獲の場として利用し

ていたが，人々があまり立ち人らなかった時期が続いたものと考えられる。

後・晩期には，集石遣構が 1基，落し穴状遣構が 2基検出された。遣物も石鏃等が少し出tし

ただけでこの時期の本遺跡の性格はつかめきれなかった。

2 土器について

縄文時代早期を主体とした，下剥峰・桑ノ丸 3類・手向山・塞ノ神A ・塞ノ神B等の土器が出

土する。ただ，すべてVII・VI層からの出土で集石遺構すべてと時期を同一するものではない。出

土数は少なく，さらに接合後完全に復元できたものが下剥峰式土器 1点だけである c またこれ以

外にこの形式の土器は出土していない。種類としては押型文，撚糸文，貝殻条痕文が多く，押型
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文は楕円形と山形に区分できる。塞ノ神式土器はほぼ同じ層から A式 ・B式とも出土しているこ

とから，型式の変遷については本遺跡では確認することができなかった。

第 3節古代・ 中世・近世

III層及びW層上面から溝状遺構が検出された。かなりの広範囲に広がっていたが，削平された部

分がほとんどで全容や詳細な時期等の資料となるべき情報がつかめなかった。遺物はほとんどが土

師器で他に須恵器や黒色士器，紡錘車，土錘，備前焼片等が出土した。いずれも点数は少なくこの

時期の本遺跡の特徴を十分にホすものは得られなかった。住居跡や焼土等の生活及び生業に関わる

遺構がほとんどみられなかったことから，この時代の本遺跡は生活基盤の地に全くかからない場所

かその隣接地にあったものと推測される。
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図版 2 

1号土坑
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図版 3 
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図版 6 

22号落し穴状遺構 23号落し穴状遺構

24号落し穴状遺構
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25号落し穴状遺構
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図版 7 
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図版 8 

遺物出土状況 (VII層）
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図版 ， 

旧石器時代 石器出土状況 (XIV層）
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図版 10 
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図版 11 
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図版 12 
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図版 14 
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図版 17 
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図版 18 
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図版 19 
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図版 20 
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図版 21 
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あとがき

末吉 ICからはじまる自動車道は，山間を切り開き国分平野を目指します。見詑えのある場所を

通り過ぎるたびに，発掘調査に関わった H々 が思い出されます。

湧き立つ雲を眺めては実測した集石，谷から吹き上げる砂塵に圧倒されながらの調在。調杏地に

向かう道々で目にした小さな集落と人々。見落としていたちいさな光景に，大地と共に生きるくら

しを強く感じました。

高篠坂遺跡からは，南九1+1地力縄文文化の早期に位置する貝殻文系の岩本式土器・ 知覧式（加栗

山式・ 小牧 3A タイプ）土器• 吉田式士器・石坂式土器が出土し，それぞれ 1個体ずつが復元可能

でした。また，残念ながら復元まではいたりませんでしたが，同地方同文化の同時期に位置する押

型文系の終末の一形式に位置付けられる手向山式士器の土器片も出士いたしました。このように 1

つの遺跡から，縄文早期を代表する 5形式の上器が出土するという好機に忠まれ，各形式や過去に

他の遺跡から出士した遺物と比較しつつ報告書をまとめることができました。

永磯遺跡からは，旧石器時代の層から礫群遺構が 5 基• 土坑が 3基，縄文岸期の層から集石遺構

が18基・落し穴状遺構が26碁，縄文中・後期の層から落し穴状遺構が12基検出されました。また，

縄文早期の層からは高篠坂遺跡と同様，南九小H地方縄文文化の早期に位置する貝殻文系の下剥峰・

桑ノ丸 3類・手向山・塞ノ神といった 4形式の士器も出土しました。遺構数が多い遺跡の調在は機

会が少なく，報告書をまとめるに喝たって大変貴重な経験となりました。

東九州自動車道の走る大地には多くの遺跡がありました。このことを知る人々は多くはありませ

ん。本報告書が先人たちの生活の記録として少しでも有用の書となれば幸いです。

・整理作業に携わった人々

高篠坂遺跡

猿川美和子，瀬戸口良子，栢山理恵子，宮原美子，川畑淳子，熊谷郁子，鮫島みどり

永磯遺跡

伊集院ひとみ，迫間洋子，島津佳子，山形質世子（平成13年度）

石坂きくえ，大土美代子，川野高子，高岡慎由美（平成14年度）
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